


[image: ]










ヴァンパイア革命




朱色の生徒会議事録








岩城広海





[image: ]

角川ビーンズ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「──うりゃっ！」

　勢いをつけて振ふり下ろした木ぼつ剣けんが、宙を泳いだ強こわい黒くろ髪かみの先をかすめた。

　狙ねらいを外したことを自覚するより早く、リカードは反はん撃げきに備えて無意識に身を沈しずめる。繰くり出された拳こぶしを手元に引いた木剣の腹で受け止め、横に流すのと同時に大きく振り抜ぬいた木剣を相手の脇わき腹ばらに叩たたき入れ──ようとする。

「甘いっ！」

　腹に響ひびく声と衝しよう撃げきが、リカードの身体からだを後方に撥はね飛ばした。

　背中を地面に打ち付ける痛みで、リカードは無防備な腹に蹴けりを受けたことを悟さとる。

　身体を起こそうとしてリカードは咳せき込み、遅おくれてやってきた腹の痛みに声もなくのたうち回った。

「～～～～っ！　て、手加減してくれたっていいだろ……！」

「いや、手加減たって……これ以上手加減したら、稽けい古こにならねえだろ」

　ほりほりと頰ほおを搔かきながら告げるディスの顔には、困ったような表情がある。

　噓うそや冗じよう談だんではないと彼の表情から察し、手加減してこの威い力りよくかよ、とリカードは起き上がる気力も失ってばたりと仰あお向むけに倒たおれ込んだ。

　短く切った暗ダー紅クロ色ーズの髪かみが、土で汚よごれるのを気にかける余よ裕ゆうもない。

　十五という年ねん齢れいの割に幼さを残す顔は上気し、動きやすさを第一とした簡素な衣服も汗あせで重く濡ぬれている。しばらく横たわったままぜいぜいと荒あらい呼吸をくり返し、腹部に感じる痛みが治まったところでリカードは身を起こした。

　周囲を枝えだ振ぶりのよい木々に囲まれた、森の中の小さな空き地である。

　まばらに草の生えた地面には気の早い落ち葉が点々と散り、木々の間を吹ふき抜けていく風はまだ朝も早い時間であることを差し引いても肌はだを刺さすように冷たい。

「それに、速度だけだったらだいぶついてこられるようになったんじゃねえか？　まだ目が追いついても、身体が動かないから対処できないだけで」

「十連敗させられている相手に言われても、嫌いや味みにしか聞こえないんだけどな……」

　差し出した手を握にぎって立ち上がるリカードのぼやきに、ディスは日に焼けた精せい悍かんな顔に苦く笑しようじみた笑えみをのぞかせる。

　リカードと同様に身軽な衣服をまとった──こちらは汗一つかいていなかったが──身体は無む駄だのない筋肉に覆おおわれ、上背があるためもあって一見威い圧あつ的な印象を与あたえる。

「本当だって。そりゃあ怪け我がをさせたらまずいから打ち込む際にはできるだけ手加減してるけど、それ以外はけっこう本気で動いてるんだぜ？　なぁ、シン？」

　ディスに視線と声とを投げられて、少し離はなれた場所で対戦を見守っていた長い黒髪の若者が黙もく然ぜんとうなずいた。

　奔ほん放ぽうに撥ね散らかったディスの黒髪とは対照的に、癖くせのないまっすぐな黒髪は首の後ろで一つに束ねられている。切れ長の目と彫ほりの浅い顔立ちが、帯で胴どうを締しめるゆったりとした異国的な衣服によく似合っていた。

「全力の二割減といったところか」

「それって全然本気じゃねえだろ」

「本気と全力とは元来異なるものだ。命のかかった場面ならばともかく、単なる訓練で全力を出し切る必要などない。相手が未熟であるならなおさらに」

「……つまり、俺相手に全力を出す必要もないと？」

　やや引きつった顔のリカードに、シンはわずかに首を傾かしげてからうなずく。

　ディスが軽く額を押さえて天を仰あおいだがシンの目には入らず、リカードは怒いかりと闘とう志しがないまぜになった顔で二人を見やった。

「こうなったら、なんとしてでも本気出させてやる！　覚かく悟ごしてろよ!!」

「さっきまで手加減がどうこう言ってた奴やつの台詞せりふじゃねえが、まぁ、元気がいいのはいいことだな。どこまでやれるかお手並み拝見だ」

　半ばむきになったリカードの発言に、ディスはまんざらでもない様子で額に当てた手を下ろすと好戦的な笑みを浮うかべる。

　再び始まった木剣と拳の応おう酬しゆうを、シンは自分の発言が原因となったことには気づきもしない様子で見守った。

　何度目かの決着が──勝敗はリカードの名めい誉よのために伏ふせておくとして──ついたところでシンはディスに交代を申し出ようとした。

　しかし彼が口を開く寸前、近づいてくる複数の足音がリカード以外の耳に入った。

「飽あきもせずによくやるな、リカード。ディスに本気を出させるくらいのことはできるようになったか？」

　足音に続いて投げられた言葉で、リカードはこの場の三人以外の接近を知る。

　同時に不ふ機き嫌げんそうな顔になったのは、言葉の内容以上に艶つややかに響く声が含ふくんだ失しつ笑しようのせいであった。

「……アルヴィン」

　地面にひっくり返った体勢から、身体を起こしてリカードは声の方向を見やる。

　視線の先には、細くしなやかな体たい軀くを漆しつ黒こくのインバネスコートに包んだ、十代後半の若者の姿があった。

　わずかに癖のある灰アツ金シユブ色ロンドの髪に、最上級の磁器を思わせる白はく皙せきの美び貌ぼう。

　一見すると柔にゆう弱じやくにも見える端たん整せいな容姿は、夜明け前の空にかかる雲のような淡あわい紫むらさき色いろの瞳ひとみに宿る意志の光によってがらりと印象を変える。並の人間には近づくこともためらわれるような気品と威い厳げんが、薄うすく笑みを浮かべて歩み寄ってくる姿からは感じられた。

「……見ればわかるだろ」

　むっつりと答えるリカードの表情が、言葉以上に雄ゆう弁べんに現状を物語る。

　全身汗と泥どろにまみれたリカードの姿と涼すずしげに立っているディスを見比べ、若者──アルヴィンは笑みを刻んだ唇くちびるの端はしを吊つり上げた。

「まだまだ精しよう進じんが必要、といったところか。むしろ身体能力ではるかに勝まさる相手に、一方的にあしらわれ続けても挫くじけない不ふ屈くつの闘志と根こん性じようを誉ほめてやったほうがよさそうだな」

「うるせえよ。そんなもん誉めてもらっても嬉うれしくもなんともない！」

「数少ないお前の長所だろう？　他ほかに誉めるようなところがあったか……単純、は誉め言葉にはなりそうにないし、短気、早とちり、うっかり者……駄だ目めだな。お前を形容する言葉の中で他に誉め言葉になりそうなものは思いつかない」

「馬ば鹿かにしてるんだよな？　いっそすっきり馬鹿って言ったほうがよくないか？」

「まさか。私は基本的に誉めて伸のばす方針だ──しかし誉める部分がここまで思いつかない相手がいるとは、とんだ誤算だった」

　険悪な表情で睨にらみつけるリカードを前に、アルヴィンは腕うでを組んで頭かぶりを振ってみせる。

　だが真面目まじめくさった口調とは裏腹に口元には笑みが残っており、リカードは半眼でその顔を睨みつけたあと口を尖とがらせてそっぽを向く。

　アルヴィンは口元の笑みを苦笑に変え、後方に立っている影かげに軽く視線を投げた。

「まぁ、冗談はこの程度にしておいて──ほら、受け取れ」

　後方の人物が差し出した瓶びん入りの飲料を、アルヴィンはリカードに向かって放ほうりやる。

　気づくのが一いつ瞬しゆん遅おくれ、顔面にぶつかりそうになったところでリカードは慌あわてて瓶を受け止める。危ないだろ、と非難の声と視線を向けるリカードにかまわず、アルヴィンは離れた場所で休んでいるディスとシンにも瓶を投げ渡わたした。

　危なげなく瓶を受け取ってディスは礼を言い、シンは瓶を押し頂くような仕草をしてみせる。

　二人の反応を見てリカードは礼を言いそびれたことに気づいたが、直前のやりとりのせいで素す直なおに礼を言う気にはなれず、黙だまったまま瓶の蓋ふたを留めている針金を外した。

「………？」

　瓶に口をつけようとして、リカードは自分に向けられている視線に気づく。

　視線の主は、大きめの籘とう籠かごを提さげてアルヴィンの背後に立っている人物だった。

　癖のない栗くり色いろの髪を清潔感のある長さで整え、知的な風ふう貌ぼうに黒銀の縁ふちの眼鏡をかけている。白のシャツに暗灰色のジャケットと黒のズボンといった服装で、一分の隙すきもなく着用した衣服はほとんど存在を感じさせない立ち姿も相まって彼を熟練の執しつ事じのように見せていた。

「……なんだよ、トリア？」

「いえ、別に」

　感情のこもらぬ声を返して、トリアはリカードから視線を外す。

　まるでリカードという存在そのものから興味を失ったような態度に、わずかに不快なものを感じてリカードは眉まゆを寄せる。だが正体のわからない不快感を口に出すより早くトリアが側そばを離れ、結局黙ったままリカードは瓶に口をつけた。

（それにしても……）

　果か汁じゆうの味の付いた飲み物が、ひんやりとリカードの喉のどを滑すべり落ちていく。

　思った以上に喉が渇かわいており、瓶の半分ほどを一気に飲み干してからリカードは周囲に立つ顔ぶれを見回して内心で嘆たん息そくする。

（ここにいる面メン子ツがどいつも人間じゃないって、とても信じられないよな）

　葉を落とし始めた木々の間から洩もれ込む陽光を、むしろ心地ここちよさそうに浴びて悠ゆう然ぜんと立っているアルヴィン。受け取った瓶を離れた地面の上に置き、流れるような動きで棒を振ふり回して自身の鍛たん錬れんを行っているシン。

　近くの木に背中を預けて飲料の瓶を傾かたむけているディスに、全員から距きよ離りを取ってひっそりと控ひかえているトリア。

（まさか世界最さい高こう峰ほうの学まなび舎やと呼ばれている学園都市ウェスペルが、人外の存在の手で造られたなんて想像もしていなかったぜ）

　リカードが戻もどした視線の先には、ディスに歩み寄ってなにやら話しているアルヴィンの姿があった。

　夜を本来の住み処かとし、人の血を啜すすって生きる人外の種族──吸きゆう血けつ鬼き。

　それがアルヴィンの正体だ。長く生きた強大な力を持つ吸血鬼ならば陽光の下もとでの活動も可能と聞くが、実際目にすることがあろうとは思わなかった。

　正確には、目にしてなお自分が生きているとは思わなかったと言うべきか。

　吸血鬼とは生きるため──そしてより強大な力を手に入れるため、ためらいもなく人を殺すというのが一いつ般ぱん的な認にん識しきだ。かつて長きにわたって人間を苦しめ続けた最悪の吸血鬼、凶きよう王おうヴェルフリードが倒たおされた今もなお多くの人間が吸血鬼に命を奪うばわれている。
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　だがアルヴィンは違ちがった。違うということを理解するまでに時間はかかったが、リカードはアルヴィンが心から人間との共存を望んでいることを知った。人間と吸血鬼が共存するための障害を取り除いていくために、ウェスペルを造り上げたことも。

　吸血鬼が人間を害さずに生きていけるように、血の代用品となる作物を研究し。

　人間が視野を少しでも広げ、合理的な思考力を持つように多くの若者に知識を与あたえ、同時に生活をより向上させるための技術を伝授し。

　そうやって、少しずつ人間と吸血鬼の間にある垣かき根ねを取り払はらおうとしているのだ。

　さらに彼は吸血鬼のみならず、人間との共存を望む人外の種族もウェスペルの敷しき地ち内に保護している。リカードが確認したのは泣き女バンシーに木こ霊だま、納屋の魔犬オヴインニクなどといった種族だが、人間に化けて生徒や教職員に紛まぎれ込んでいる者も数多いらしい。

　先さき程ほどまで手合わせしていたディスもその中の一員で、人じん狼ろうと呼ばれる種族である。

　シンは吸血鬼で、トリアは正体はわからないが彼を含む生徒会の大半が吸血鬼であるというから、シンやアルヴィンと同様に吸血鬼である可能性が高かった。

（もう慣れた……というか、慣れつつある自分が恐おそろしい気もするけど。本来なら、吸血鬼と武器もなしに向き合ったりするなんて墓場直行のコース以外ありえないのに）

　複雑な思いをため息とともに吐はき出し、リカードはアルヴィンがもの言いたげな目を自分に向けていることに気がついた。

「……なんだよ？」

　先程の会話の余波で、ぶっきらぼうな声が口をついて出る。

　お世辞にもよい態度とは言えなかったが、初対面の時の印象の悪さに加えて日常的にからかわれていることもあり、アルヴィンに対して愛あい想そよくふるまうのは難しかった。

「いや……別にお前にまともな礼など期待してはいないからな。気にするな。お前にその手の礼れい儀ぎを求めるほうが間ま違ちがっていることは重々承知の上だ。お前がにこやかに礼を言ったりしたら、間違いなく雨や槍やりや隕いん石せきが降ってくるだろう」

「そこまでかよ！　天変地異の前まえ触ぶれだとでも言いたいのか!?」

「違ったのか？」

　笑みのかけらもない真顔で言い返されて、リカードは怒おこるべきか呆あきれるべきか迷う。

　結局頭を抱かかえたリカードを勝利者の笑みで見返し、アルヴィンは指先でトリアを招き寄せて差し出された籘籠を受け取った。

「それに珍めずらしさでは天変地異とさして変わりないだろう、お前の存在は。人間にとって災さい厄やくとなりかねないという意味でも、な」

「……どういう意味だよ？」

「聞いたままの意味だ。私が前にお前に告げたことを忘れたわけではあるまい？　真祖の血の持ち主であるということが、どういう意味を持つのか──鍛錬に熱中するのはいいが、それを必要とすることとなった理由まで忘れるなよ？」

　リカードが口を閉とざしたのは、アルヴィンの声に笑みとは裏腹な鋭するどさを感じたためばかりではなかった。

　アルヴィンの指し摘てきした事実が、リカードにとって無視できないものであったためだ。

　真祖の血──それは吸血鬼に限りなく近く、一度でも血を吸われることがあれば死後確実に吸血鬼と化すという、ある意味呪のろわれているともいえる血だ。

　血を吸った吸血鬼に絶大なる力を与え、本人もまた転化した時点で強力な吸血鬼となる。

　新たな吸血鬼としてよみがえった人間は、血を吸った吸血鬼の性質に大きな影えい響きようを受けるため、相手の性質によっては血に飢うえた強大な吸血鬼を一人、この世に誕生させてしまう結果にもつながりかねない。

「……わかってるよ」

　だからこそ、リカードは自分自身を守るために剣けんの腕を磨みがくことを選んだのだ。

　普ふ通つうの人間の両親から生まれた自分がなぜその血を持っていたのかはわからないが、最悪の場合に起こりうる事態を聞かされれば避さけたいと思うのが人情だろう。

　もとより人間に仇あだなす吸血鬼を狩かる退治師ハンターを目指して、鍛錬を続けていた身でもある。

　ただ、真祖の血を持つと言われても今一つ実感が薄うすいのもまた事実だった。

　生きている間は普通の人間と変わらず、吸血鬼だけが血の匂においで見分けられるという話なのだから無理もない。

（確かに、俺の血を狙ねらってきた吸血鬼もいたりしたけど……俺の声で一いつ瞬しゆん動きを止めることもできたけど、あの時限りで今じゃ全然そんなこともないし）

　真祖の血が持つというもう一つの特質、吸血鬼に対する強制力も一度発揮できたきりで今は力の片へん鱗りんも感じなかった。

　もしも自由に使えるのなら、リカードに対して言いたい放題のアルヴィンの口を閉じさせるのに使っているところだ。アルヴィン相手に通用するとは思えないため、今のところ想像だけに止とどめているが。

（結局、やっぱり真祖の血だからどうだっていうのが正直なところだな……俺は俺だし、単に吸血鬼に狙われやすい血ってくらいのことだろう？）

　リカードの表情から内心を見て取ってか、アルヴィンは描かいたように整った眉を寄せて言葉を放つ。

「まったく……本当にわかっているのか？」

「要は吸血鬼に狙われやすいから気をつけろってことだろ？　だからこうして訓練を積んでるんだし、第一ウェスペルの中には人を襲おそう吸血鬼はいないんだから大だい丈じよう夫ぶだって」

「まるで危機感が感じられんのだが……今のところは勘かん弁べんしてやるか。どうせいくら言ったところで、端はしから抜ぬけ落ちていく一方だろうしな。まったく、耳の間にあるのが脳のう味み噌そではなく直結通路という奇き怪かいな体質の人間には困ったものだ」

「……お前、本っ気で俺のことを馬ば鹿かにしてるだろう？」

　まさか、と返すアルヴィンの顔には空々しいほどの晴れやかな笑みがあった。

「わざわざ馬鹿にする必要などないだろう？　事実を指摘することを指して、馬鹿にするとは言わないはずだぞ」

「お・ま・え・なぁ～～～～～っ!!」

　リカードが噴ふん火かする寸前、アルヴィンは手に持っていた籘とう籠かごを鼻先に押しつける。

　思いがけない行動にリカードは目を丸くして動きを止め、アルヴィンは先程までと変わらぬ平然たる口調で声を投げやった。

「ああ、忘れていた。様子見ついでに差し入れを持ってきたんだった。朝食を摂とるのも忘れて稽けい古こに精を出している馬鹿者がいたりするんじゃないかと思ったんだが、もしかして私の思い過ごしだっただろうか？」

「………」

「ちなみに中身はフライドエッグサンドに、スモークチキンとレタスのサンド、玉たま葱ねぎと半薫くん製せいの鱒ますのサンドの三種類だ。専任の料理番が趣しゆ味みの出稽古に熱中していたおかげで、あまり手の込んだものは用意させられなかったのだが」

　お前が相手しろって言ったんじゃねえか、と小さからぬ声でぼやくディスに目を向けようともせず、アルヴィンはにこやかにリカードに問いかける。

「嫌きらいなものが入ってでもいたか？　お前が好んで食べていたものを中心に作らせたつもりだったが……ああ、デザートにはカスタードのパイが用意してある。焼いて一晩たっているから生き地じが馴な染じんで食べ頃ごろになっているぞ？　──食べるか？」

「………食べる」

　たっぷり数十秒おいて返した声に、アルヴィンはにんまりと笑みを深めて籘籠をリカードへ手て渡わたしたのだった。







「そういえば、生徒会の次の仕事についてお前に伝えるのを忘れていたな」

　籘籠の中に詰つめ込まれていたサンドウィッチがリカードの胃の中にあらかた消えた頃、ふと思い出したようにアルヴィンが呟つぶやいた。

「ふぎのひほおっへ……？」

　口の中に食べ物が残っているのにもかまわず、リカードが声をあげる。

　トリアがわずかに眉まゆを寄せるのを目の端で見て取り、リカードは近くの地面に置いておいた飲料を取って口の中のパンを喉のどの奥に流し込んだ。

「……次の仕事って？」

　慌あわてたせいで喉につかえそうになりながらも、なんとか吞のみ下してリカードは尋たずねる。

　不ふ審しんというよりも不平の響ひびきが濃こいのは、つい一ひと月つきほど前に引き受けた──リカードにとっては引き受けさせられた仕事が頭をよぎったためだった。

「また人を雑用でこき使おうっていうのかよ？　言っておくけど、前回はお前らを近くで観察するって目的があったから仕方なく手伝っただけで……」

「生徒会の役員に任命されるのが、どれだけ名めい誉よなことだと思っているんだ？　本来なら成績優ゆう秀しゆう者しやしか選ばれない役職だというのに」

「普通の役員だったらな！　臨時役員なんて、名前だけで単なる雑用係じゃねえか!!　つうか授業についていくだけで精せい一いつ杯ぱいなのに、お前らの仕事を手伝う余よ裕ゆうなんざどこをひっくり返したって砂すな粒つぶほども見当たりゃしねえよ!!」

　嘆なげかわしげに首を振ふってみせるアルヴィンに、リカードは唾つばを飛ばして怒ど鳴なる。

　生徒会とは、このウェスペルに集つどう学生の円えん滑かつかつ快適な学園生活を支し援えんすることを目的とする、一種の自治組織である。

　主な仕事は学部会や寮りよう会などといった下部組織の統とう轄かつ、定例行事の企き画かく運営、さらには生徒同士の揉もめ事の仲ちゆう裁さいや大事には至らない程度の事件の解決まで含ふくまれる。ウェスペルは生徒の自主性に重きを置いているため、教職員は極力手出しをしないのが原則だ。

　わけあってリカードは生徒会の臨時役員として仕事を手伝った経験があったが、伝言や荷物運びなどの雑務が雨あられと降り注ぎ、必死に終わらせたあとは二度と手伝いなどするものかという決意を固くしていた。

（絶対、今度は手伝わねえぞ……授業についていくのが厳しくなるだけじゃなくて、生徒会の面メン子ツと親しくしてるってだけで妙みような注目を集める羽目になるし。またアルヴィンの指名で臨時役員になったなんて言ったら、なにを言われることになるか……）

　毛を逆立てた獣けもののようなリカードの反応に、才覚と美び貌ぼうで校内に広く名を知られている生徒会長のアルヴィンはふっと口元を緩ゆるめる。リカードより一学年上であるが、入学して二年目で生徒会長に選出されたことが有能さを物語るなによりの証しよう拠こだ。

　実のところ教職員を含んだ誰だれよりも年ねん齢れいは上で、学園を裏で牛ぎゆう耳じる彼が生徒として在ざい籍せきしているのは半ば趣味のようなものだったが。

「ふむ、そうか……私たちを探さぐるという目的を果たした今、もはや生徒会に協力する義理などないと言いたいわけだな？　それなりに便べん宜ぎも図はかってやったつもりだったが、受け取るものを受け取ればあとは知らん顔か。人情紙のごとし、とはよく言ったものだ」

「な、なんだよ便宜って……？　そんなもん、受け取った覚えはこれっぽっちも……」

「お前が強くなるための稽古相手を見み繕つくろってやったのは誰だったかな？　人目につかない訓練場所も用意してやったし、こうして差し入れまで届けてやっているというのに──むろん恩に着せるつもりなどまったくないが、人として感謝の念くらい覚えてもいいのではないか？」

　動どう揺ようを顔にのぞかせるリカードにアルヴィンは浮うかべた笑みを消し、深々とため息をついて滑なめらかすぎる口調で言葉を紡つむぐ。

「それとも、吸きゆう血けつ鬼き相手に恩義など感じる必要はないとでもいうわけか？　種族は違ちがっても、同じ心を持つ生き物同士分かり合えると思っていたのだがな。こんなところに種族の垣かき根ねがあろうとは……本当に残念だ」

「あ……あのなぁ！　そんなことは一言だって言って……!!」

「では、引き受けてもらえるのだな？　授業には支障が出ることがないよう、こちらで最大限の配はい慮りよはしよう。なに、野外学習の実じつ施しまでほんの数日の辛しん抱ぼうだ」

　一変してにこやかな笑顔を見せるアルヴィンに、リカードはまんまと彼の話術に引っかけられたことを悟さとる。

　しかし逃にげ道はどこにもなく、恨うらめしげな顔で首を縦に振るしかなかった。

　やけくそ気味に手にしたサンドウィッチにかぶりついてから、リカードはアルヴィンの口にした言葉に聞き覚えがあることに気がついた。

「……野外学習？　それって、もしかして来週俺たちが参加することになってる……」

　サンドウィッチを吞み込んでリカードが投げた問いかけに、アルヴィンはうなずきと肯こう定ていの言葉を返す。

「ああ。生徒が自分たちの力だけで野外で生活する体験をするという趣しゆ旨しの行事だが、食料や医薬品は事前に準備しておかねばなるまい？　ウェスペルの外で行う以上、現地の視察や安全確保も欠かせないし──そのあたりはすでに完かん了りようしているがな」

「また、自分が参加する行事の準備を自分でやる羽目になるのかよ……」

「今回はそれほど仕事の量も多くはない。用意するのは一年生二百人あまりと引いん率そつの教職員の食料だけだし、現地までは一人一人が担かついで運ぶことになるんだからな。新入生交流会の時ほど忙いそがしくはならんだろうから安心しろ」

「比ひ較かく対象が悪すぎて、これっぽっちも安心する気になれやしねえよ」

　交流会の準備で体力の限界までこき使われたことを思い出し、リカードはすでに疲つかれ切った顔つきになって呻うめく。

　アルヴィンは苦笑を浮かべて、サンドウィッチを頰ほお張ばるリカードの顔を見やった。

「主な仕事はそれこそ荷運びの手伝いになるだろうから、他の役員について回ってくれ。今回野外学習の責任者はトリアになるから、行動を共にすることが多くなるだろうが……きちんと指示を聞いて、勝手に動き回ることがないようにな」

「子供じゃあるまいし、そこまで念押ししなくたってわかってるよ！」

　妙に強い口調で付け加えられた最後の言葉に、リカードはいかにも不本意そうに唇くちびるを曲げて言い返す。

「ちょっとでも目を離はなせば、どこへ行ってしまうかわからんから言っているんだ。くれぐれも一人で勝手に行動しないようにな」

　重ねて注意するアルヴィンにリカードは顔をしかめながらもうなずき、籘とう籠かごの中身を残らず平らげてから立ち上がった。

　近くで休きゆう憩けいしていたディスとシンに声をかけ、彼は中断していた稽古を再開する。

　少しは休んでからにすればよかろうに、というアルヴィンの呟きはリカードの背中に届きもしなかった。

「……アルヴィン」

　リカードを見やるアルヴィンに、傍かたわらに控ひかえていたトリアが声を投げやった。

「いいのですか？　自分の置かれている状じよう況きようを伝えなくて……あの程度の忠告では、どれだけ危険な状況にあるのか理解できないのでは？」

「いずれ直面しなければならん事実なら、わざわざ前もって知らせてやる必要などあるまい。どのみち、自分自身の目で確かめなければあいつは納なつ得とくなどしないだろう」

　冷れい徹てつなまでに感情を排はいした声が、アルヴィンの唇から放たれる。

　ほんの一いつ瞬しゆんためらいにも似た複雑な光が瞳ひとみの奥で揺ゆれたが、トリアへと目を向けた時には拭ぬぐったように消え去っていた。

「リカードから極力目を離さないようにしろ。今も気づかれぬ範はん囲いで監かん視しを付けてはいるが、状況がどう推移するかはわからん。リカードの──真祖の血の持ち主の情報が伝わった場合、不ふ穏おんな動きを見せそうな連中に心当たりもあるしな」

「……了りよう解かいしました」

　深く頭を垂れてトリアは答えたが、その声にはどこか甘いと言いたげな響きがあった。

　アルヴィンはわずかに眉まゆを上げたもののなにも言わず、冷厳とした眼まな差ざしをトリアに据すえたまま言葉を紡ぐ。

「先日のハイデの一件もある。また私に恨みを持つ吸血鬼を送り込んでくるような真似まねはするまいが、ウェスペルの近辺が騒さわがしくなるのは避さけられんだろう。内外の監視の目と侵しん入にゆう者への対策を強化し、害意を持ってウェスペルに足を踏ふみ入れる者を一人残さず捕とらえろ」

「……生かしたまま捕らえるのは難しいのでは？　前回もそれで取り逃がしたのですし」

「死人が出れば、ウェスペルを攻こう撃げきする絶好の口実を向こうに与あたえることになる。あくまでも人命優先だ。警備の連中にもしっかり言い聞かせておけ──私たちが人間に危害を加えることがあれば、どう取り繕つくろおうとも即そく座ざに人類の敵として討とう伐ばつに乗り込んでくるだろうからな」

「……討伐、ですか」

　嚙かみしめるように呟つぶやいたトリアの口調に、皮肉な色がのぞく。

「向こうの正体がわかっていても、こちらから手出しができないというのはなかなか歯がゆいものですね」

「……確証がなければ手出しはできん。向こうが我々に手出しできんのと同じようにな」

　むしろ歯がゆいのは向こうだろう、とアルヴィンは口元にひっそりとした笑みを漂ただよわせる。

「だが、なにも知らぬ生徒や一いつ般ぱんの教職員に危害を加えるようなことは決して許さん。たとえ向こうが『必要な犠ぎ牲せい』と正当化しようと──奪うばわれた命にとっては同じこと。向こうが汚きたない手をウェスペルに伸のばしてくるなら、何度でも排はい除じよするのみだ」

　深い響ひびきを帯びた声で、きっぱりと言い放つアルヴィンの顔にすでに笑みはなかった。

　トリアは表情を消した瞳で再び一礼し、離れた場所で訓練を続けるリカードたちへと視線を戻もどす。

　眼鏡越ごしに見える瞳に、一瞬よぎった感情の色はアルヴィンの目には触ふれなかった。







　学園都市ウェスペルには、そこで生活する生徒や教職員の口をまかなうための作物を育てる広大な農地がある。

　生産区と総そう称しようされる農地は、ウェスペルの敷しき地ち面積のおよそ七割に相当する。

　必要なものは校内で生産するという自主性の強い校風が生み出したのが、今リカードの目の前に広がる広大な畑という光景だった。

「なにをぼうっと立っているんですか？　積み込みを手伝ってください」

　知らず風景に目を奪われていたリカードに、荷馬車の側そばに立ったトリアが声を投げる。

　いつもと変わらず平へい坦たんな声だったが、仕事の途と中ちゆうだったことを思い出してリカードは慌あわてて荷馬車へと駆かけ寄る。

　畑に併へい設せつする形で建てられた倉庫の前には、中身の詰つまった麻あさ袋ぶくろが山と積まれていた。

　ごつごつした手て触ざわりからして中身は芋いもだろう。リカードは袋の重さに四苦八苦しながら袋を荷台に積み上げ、涼すずしい顔で作業を見守っているトリアに文句を投げる。

「少しは手伝ってくれたっていいだろ……！　力仕事を全部人に押しつけて、自分ばっかり楽してるんじゃねえ！」

「適性と能力を考えて仕事を振ふり分けたつもりですが、なにか問題でも？」

「問題だらけだろう！　どこからどう見たって、俺のほうが重労働じゃねえかよ！」

「君に期待できるのは純じゆん粋すいな力仕事だけだと思ったものですから。頭脳労働において役に立つところは見せてもらったことがありませんし」

　要約すると『力仕事以外能がないのだから、黙だまって言われたことをやれ』という意味だが、リカードがそれを理解するまでに数秒の間があった。

　顔を真っ赤に染めて怒ど声せいをあげようとしたところで、トリアは確認の終わった書類を近くの職員に手て渡わたして荷馬車の馭ぎよ者しや席に座る。

「次は干し肉の加工場ですね。時間が押していますし、急いで行くとしましょう」

「ちょっと待て！　今、ものすごく失礼なことを……!!」

「早く馬車に乗ってください。加工場まで走って行くつもりですか？　君が体力くらいしか自じ慢まんできるものがないのは承知していますが、無む駄だ遣づかいするより仕事に生かしてください」

　言いながら荷馬車を出そうとするトリアを見て、リカードも出しかけた文句を慌てて引っ込めて馭者席の横に飛び乗る。

　同時に動き出した荷馬車の上で、リカードは不満たらたらの様子で隣となりに座るトリアを横目に睨にらみつけた。

（本当に、いちいち言い方が嫌いや味みなんだよ！　どうしてこんな奴やつと一いつ緒しよにいる羽目になったんだか……）

　ここまで性格の悪い相手だとは思わなかった、というのが本音のところだった。

　時にちくりとした一言を発することもあったが、今までは接点が少ないこともあってあまり気にすることはなかった。

　むしろアルヴィンに比べて印象は薄うすく、生徒会の副会長であることも最近知ったくらいだ。

　しかし再び生徒会の臨時役員に任命され、野外学習の準備のため頻ひん繁ぱんに顔を合わせるようになると、見えていなかった部分が目につくようになってきた。

　アルヴィンに負けないほどの毒どく舌ぜつ家で、能力の低い者に対しては特に当たりがきつい。

（なんだか妙みように俺のことを目の敵にしてるみたいだし……俺が側にいるのが気に入らないならアルヴィンに文句を言えばいいじゃねえか。俺だって好きで臨時役員なんてやってるわけじゃないんだし）

　沈ちん黙もくを乗せて荷馬車は畑の間の道を進み、やがて畜ちく舎しやの建ち並ぶ一角に到とう着ちやくする。

　馬車を降りたリカードは内心の不満を押し隠かくして、トリアの指示通りに用意されていた干し肉の包みを荷台に積み込んでいった。

　先程よりは荷物の重量が軽いことが幸いし、さほど時間をかけずに作業は終しゆう了りようする。

　涼しい顔で再び馭者席に座るトリアに、もはや不平を口にする元気もなくリカードは黙って荷馬車に乗り込む。

　トリアはリカードの様子に注意を払はらおうともせず、制服の内ポケットから取り出した懐かい中ちゆう時計に視線を落として軽く眉を寄せた。

「……思っていたよりも時間がかかってしまったようですね。近道をしますか」

　リカードに向けて発した言葉ではないらしく、返事を待たずにトリアは来た時とは別の方向へと荷馬車を進ませる。

　しばらくしてから、リカードは馬車が見慣れぬ道を走っていることに気がついた。

　生産区の一部ではあるようだが、道の両りよう脇わきには見る者を不安にさせるような不気味な空気を漂わせた樹木が生い茂っている。ねじくれた枝からは妙に毒々しい色合いの蔦つたが垂れ下がり、踏み込むどころか近づくことさえためらわせる。

　人ならざる種族が多く暮らす、黒の森アートルムの奥でさえこんな異様な光景は見たことがない。

「な、なんだよここは……？」

「ウェスペルの最高機密区画、とでも言うべきでしょうか。無関係の人間が近づかないよう、心的圧あつ迫ぱく感かんを与える形で樹木を植えてあるんですよ」

　樹木自体人に忌き避ひ感を及およぼす種類を選んでありますし、とトリアはさらりと続ける。

「人が近づかないように……？　この先に、人には見せたくないものがあるっていうのか？」

「見せたくないというよりも、手を出して欲しくないものですね。文字通りウェスペルの生命線ともなりうるものですから」

　トリアの声は平坦で、どれだけの価値を持つものが存在しているのか彼の口調からうかがい知ることはできない。

　質問を重ねても無む駄だであることを察し、リカードは黙って視線を前方へと戻した。

　まもなく見えてきたのは、木々の間に広がるこぢんまりとした畑だった。生産区の平均的な畑の一面よりも小さく、植えられているのも枯かれかけたようなみすぼらしい低木だ。

　大人の小指くらいの太さの枝に、細い楔くさび形がたをした薄うす緑みどり色の葉がまばらについている。

　しかし葉よりもまず目を引いたのは、枝の分かれ目のあたりに抱だき込まれるように収まった球状の物体だった。果実だろうか、鶏にわとりの卵くらいの大きさで、黒ずんで見えるほど深い真しん紅くの色をしている。

「……あれが？」

　目的語を忘れたリカードの問いに、トリアは「ええ」とうなずきを返した。

「なんだよ、あれ？　最高機密……ってただの木にしか見えないけど？　そんなに重要なものなのかよ？」

「君は忘れてしまっているかもしれませんが、なによりも重要なものですよ。吸きゆう血けつ鬼きが人間を襲おそわずに生きていくためには欠かせないものですから」

「……！」

　リカードの目が見開かれたのは、入学して間もない頃ころにアルヴィンから聞かされた話を思い出したためだ。

　吸血鬼と人間が共存するために、まず必要とされるのは吸血鬼の飢うえをしのぐ手段。

　人間を襲わずに生きていくことを選んだアルヴィンが開発したのは、人間の血液のかわりとなる精気を含ふくんだ作物──それを今、目にしているとわかった。

「霊果ロア、と僕たちは呼んでいます。あの紅あかい果実を原料に作る疑ぎ似じ血液が、ウェスペルで生活する吸血鬼の命を支えている。頼たのめば職員からも血を分けてもらえるでしょうが、人間の血に慣れてしまったら、他の無関係な人間に手を出す危険も増してしまうのでいっさい禁止されているんですよ」

「……そうなんだ」

　トリアの言葉にひやりとするものを感じながらも、リカードはやや呆ぼう然ぜんと応こたえる。

　人間の血液のかわりとなるものを用意しているとアルヴィンから聞いていたが、実際に目にするのは初めてだ。

　荷馬車の横を過ぎ去っていく霊果の畑を、食い入るようにリカードは眺ながめる。

　霊果の実は一本の木に、二つか三つ程度しか実っていない。畑の面積から見ても収しゆう穫かくできる数は決して多くないだろう。

　しかし畑を見やるリカードの口元には、自然と笑みが浮うかび上がっていた。

　アルヴィンが心から人間と吸血鬼の共存を望み、努力してきた証あかしが目の前にあった。

　ウェスペルの外に一歩出れば、吸血鬼が人間を襲うことも人間が自衛のために吸血鬼を殺すことも変わらぬ現実として存在する。だがこの場所でだけは──アルヴィンが造り上げたウェスペルという地においてだけは、人と吸血鬼は互たがいを傷つけることなく生きていける。

「こいつがあるおかげで、吸血鬼と人間が安心して一緒に暮らすことができるんだな。いずれは、ウェスペルの外でも同じように……」

　嚙かみしめるように呟つぶやいたリカードの耳に、あるかなしかといった大きさで放たれたトリアの声が届いた。

「……それはどうでしょうね」

　冷ややかな響ひびきを含んだ声を耳ざとく聞き取って、リカードは非難の目を向ける。

「なんだよ、ウェスペル以外で人間と吸血鬼がうまくやっていけたらまずいのか!?　そりゃ今すぐってわけにはいかないだろうけど……」

「そう簡単にいくなら、苦労はないというお話ですよ」

　呆あきれというよりも同情に近い笑みをこぼし、トリアはリカードの反論を切って捨てる。

　不快感をあらわにしてリカードはさらに声をあげようとしたが、トリアに真正面から見つめ返されて言葉は口の中で消えた。

　口元に浮かんでいた笑みはすでになく、天セル青リアン色ブルーの瞳ひとみには貫つらぬくような光が宿っている。

「君が言うほど簡単に人間と吸血鬼が互いの存在を認められるようになるなら、アルヴィンも苦労などしていない。吸血鬼が人間を害するという現実を解消したくらいで、共存が可能だと思うのなら君の認識は歯痛がしそうなくらいに甘いと言わざるを得ません」

「どう……いう、ことだよ？」

　切れ切れに声を返すリカードから、トリアは視線を外して前方へと顔を向ける。

　冷たい印象を与あたえる横顔から、リカードに向けて放ほうりやられたのはそれ以上に温ぬくもりの感じられない声だった。
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「理解できないというのであれば別段それでかまいません。君に理解できるとも思えない──現実はそう単純じゃないと、それだけ言っておきますよ。君にとって世界は単純で好意的かもしれませんが、誰だれにでも同じ顔を見せてくれるほど世界は甘くも優やさしくもない」

　いずれはわかることかもしれませんが、と付け足した言葉はごく小さく、リカードの耳には入らなかった。

　口に出し損そこねた諸もろ々もろの台詞せりふを吞のみこんで、リカードはため息とともに視線を前に戻もどす。

　言いたいことは山ほどあったが、感情のままに喚わめき立てたところでトリアの心に届くことはないだろう。今までと同じく言葉の刃やいばで一刀両断にされるのが落ちである。

　さすがに何度もぐうの音も出ないほど言い負かされるのは勘かん弁べんで、リカードは黙だまって馬車の揺ゆれに身を任せる。

（俺にはわからない……？　人間だからって言いたいのか？　人間だから、吸血鬼の気持ちはわからないと？）

　不気味な木の生おい茂しげる森を再び抜ぬけ、トリアの操あやつる馬車が校舎に到着してもなおリカードの胸にはすっきりと晴れない思いが残っていた。







　授業が終わるのと同時に、ウェスペルの中心部に建ち並ぶ校舎の教室からは生徒たちのざわめく声が洩もれ出した。

　長い年月に耐たえてきたことを風化の跡あとが物語る、堅けん牢ろうな石造りの建物である。

　創立から三百年以上が経たつウェスペルの建物はどれもが歴史を感じさせるものだが、授業で使われている校舎群はとびぬけて古い。定期的に補修や改築を行っているため実用には支障がないものの、無骨な外観にはどこか要よう塞さいめいた厳いかめしさが漂ただよっていた。

　厚い両開きの扉とびらが取り付けられた出入り口から、一日の授業を終えた生徒が出てくる。

　二階の教室で生物学の授業を受けていたリカードも、できるのならその中に混ざって帰路につきたいという願望を抑おさえきれなかった。

（はぁ……あと一日で終わるのがせめてもの救いか。たった数日だってのに長かったなぁ）

　重い足を引きずって、リカードは中央校舎にある生徒会室へと向かっていく。

　渡わたり廊ろう下かで複雑に結ばれた校舎群の奥、蔦つたの葉に半ば覆おおわれた中央校舎の一角に生徒会室は存在する。

　馴な染じみとなった玄げん関かんの扉をくぐり、二階への階段を上ると奥に生徒会室が見えてくる。

『生徒会役員室』と彫ほり込まれた金属のプレートが打ち付けられた扉を開けるのと同時に、室内からアルヴィンの声が飛んできた。

「──遅おそい！」

　心温まらざる歓かん迎げいの一言に、リカードの機き嫌げんが目に見えて悪くなる。

「それがわざわざ手伝いに来た相手に向かって言う台詞かよ!?　授業が終わってすぐに来たんだから、遅いってことはないだろ！」

　一息に怒ど鳴なってリカードは荒あらい息を吐はき出し、アルヴィンはいつもながら顕けん著ちよな彼の反応に愉ゆ快かいそうにくくっと声をあげて笑う。

　からかわれたのだと察するのと同時に、リカードの渋じゆう面めんがさらに深くなった。

　ふくれっ面つらのリカードに向かってアルヴィンは室内に入るように命じ、入れ替かわりに書類を手にした生徒が一人、部屋の外へ出て行く。

　室内には見覚えのある生徒会役員の姿も複数見受けられ、リカードは忙いそがしげに手を動かす彼らの間を通り抜けて、アルヴィンの座る席の前に立つ。アルヴィンとリカードのやりとりにも誰一人目を向けないのは忙しさゆえか、単純に慣れてしまったためかは不明だった。

「今日は資材庫に行って簡易天幕と毛布のチェックだ。虫干しは完かん了りようしているから、人数分の天幕と毛布が揃そろっているか、虫食いや汚よごれのひどいものがないか確認して使用に耐えない状態なら係の職員に頼んで予備のものと交こう換かんすること──シン、監かん督とくはお前に任せる」

　机の前に立ったリカードに顔を向けることもせず、アルヴィンはてきぱきと指示を出す。

　同行するのがトリアでないと知ってリカードの背中に入った力が抜けたが、にやりと笑ってアルヴィンが付け足した一言で再び顔つきが硬かたくなった。

「トリアが一いつ緒しよでないからといって、サボろうなどと思うなよ？」

　むっとした顔のまま「誰がサボるか！」と怒鳴り返すと、リカードは鼻息も荒く部屋を出て行こうとする。

「あと──くれぐれも一人で人目に付かない場所に行くような真似まねはするな。どんな短い時間であろうと、必ず他の誰かと一緒に行動しろ」

　妙みように真しん剣けんな響きを帯びたアルヴィンの声に、リカードは扉に伸のばそうとしていた手を止めてふり返る。訝いぶかしむとも戸と惑まどうともつかないものをにじませた表情を、瞳を動かさずに見返してアルヴィンは口元だけで微笑ほほえんでみせた。

「……この忙しい時に、迷子の捜そう索さくなどという仕事まで増やされてはかなわんからな」

「ならねえよ、迷子になんて！」

「それならいいが、どうもお前が一人で動くとろくなことにならん気がする。あまり私たちに手間をかけさせるなよ」

　アルヴィンの声は笑いを含ふくんでいたが、奥底にのぞく鋭するどさを感じ取ってかリカードの表情が真剣なものへと変わる。

　意味ありげな言葉が暗に表している内容も、リカードには察することができた。

「また……なにか起こると思っているのか？　まさか、また他所よその吸きゆう血けつ鬼きがウェスペルに侵しん入にゆうしてるとか……？」

「そんなヘマを、私が二度も三度もしでかすとでも思っているのか。要は心構えの問題だ」

　あっさりと一いつ蹴しゆうして、アルヴィンはわずかに顔色を失ったリカードの顔を見返す。

「ウェスペルの中は安全だと安心しきって阿あ呆ほうみたいに気を緩ゆるめていたら、いつまでたっても一人前などにはなれないぞ。どんな時でも最悪の可能性を頭に置いて、周囲に気を配る習慣をつけておけと言っているんだ」

　こんなことも言われなければわからないのか、とアルヴィンは大おお袈げ裟さに嘆たん息そくしてみせる。

「それとも、一生このままウェスペルの中で暮らしていくつもりか？　どうしてもと言うなら職員として雇やとってやらないこともないが……教員となるには、いささか頭のほうが足りなさそうだからな」

「そんなもん誰がなるかよ！　職員も教員もお断りだ！」

　もはや顔も見ずに投げ返された一言とともに、乱暴な音を立てて扉が開かれる。

　床ゆかを踏ふみ鳴らしてリカードが部屋を出て行くのと同時にシンが席を立ち、滑なめらかな足取りでリカードのあとを追いかけていった。

　扉が閉まる寸前、アルヴィンへと投げられたのは複雑な色合いを含んだ視線だ。

　アルヴィンは無言でおとがいを動かし、シンは了りよう承しようを示すように目礼を返すと扉の向こうに姿を消した。

　遠ざかっていく足音を聞きながら、アルヴィンは執しつ務む机の上に軽く片かた肘ひじをつく。

　部屋の扉へと向けられた顔には、すでに笑みの気配も残ってはいなかった。引き結んだ唇くちびるとわずかに細めた瞳ひとみに険しいものを漂わせたまま、彼は身動きもせずに閉ざされた扉を見つめ続けていた。







　木々の落とす影かげが、森の中を緑の濃のう淡たんで染め上げている。

　虫の羽音や鳥たちの鳴き交かわす声だけが響ひびく中、葉ずれの音に紛まぎれ込むようにしてぽつりと発された声があった。

「──連れん絡らくはあったか？」

　低く押し殺した声が紡つむぐのは、鳥でも獣けものでもなくまぎれもない人間の言葉だ。

　重なり合った木々の葉がひときわ濃こく影を落としている一帯に、森の中で目立たぬ色合いの衣服を身にまとってたたずむ人ひと影かげがある。

　木こ陰かげの闇やみにまぎれて顔立ちは判然とせず、体格から男性であることだけが見てとれた。

「先程、使いの者が。ウェスペルの行事計画に変へん更こうはなし──予定通り決行と」

「……そうか」

　短く返された言葉に、こらえきれないように暗い感情の色がにじむ。

　抑よく制せいされた声こわ音ねの下にわき上がる思いを隠かくしたまま、木陰にたたずむ男は腰こしに帯びた長ちよう剣けんに軽く手を添そえた。

「わかった。次に報告があるまで、持ち場にてそのまま待機せよ」

　言葉と同時に、男からさほど離はなれていない茂しげみがごくかすかに揺ゆれる。

　注意して見なければわからないほどの不自然な揺れは、潜ひそんでいた気配が遠のいていくのと同時におさまった。

　横目に茂みを見つめやったまま、男は口元にうっすらと笑みを浮うかべる。

　意図せず浮かび上がった微笑には、先程の声ににじんだものと同じ──あるいはそれ以上の猛たけ々だけしさが現れていた。
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「おいそこ！　だらだら歩いてたら、夜になっても野営地に到とう着ちやくできないぞ！　あと少しなんだから、気合い入れて歩け～！」

　一夜明けて、野外学習の当日である。

　活動的な衣服に身を包んで、ウェスペルからさほど離れていない実習地へと列をなして歩く生徒の中に、同じような服装をしたリカードの姿があった。

　背には背はい囊のうに詰つめ込まれた三日分の食料と水、小さく畳たたまれた天幕などが負われている。

　周囲を歩くのはくじ引きで決められた五人の班員で、リカードは横目で息を切らしている者がいないか確認しながら歩く。野外学習の間は、現地への往復から天幕の設営、食事の準備まで班員同士で協力しながら行う決まりだ。

（それにしても……）

　仲間の調子をさりげなく気き遣づかいつつも、リカードは少し離れた場所から聞こえてくる大声に微び妙みような表情をのぞかせる。

（なんか、さっきから聞き覚えのある──ありすぎる声が聞こえてくるんだけど？）

「……なぁ、なんでディスがここにいるんだよ？」

　聞こえてくる声が途と切ぎれるのを待って、リカードは抑おさえた声を後方へと投げやった。

　肩かた越ごしに向けた目に映ったのは、引き締しまった長身を黒の上下に包んだディスの姿である。

　生徒たちより頭一つ抜ぬき出た彼の背中には、リカードが背負っているものよりも一回り以上大きな荷物が鎮ちん座ざしている。

「なんでって、野外学習の手伝いに決まってるだろ？　補助をする職員が足りなくて、俺にも声をかけられたんだよ」

「あんた、うちの寮りようの厨ちゆう房ぼう係じゃなかったか？　野外学習の間は食事も全部自分たちで作るのに、あんたの手が必要になるのかよ？」

「あ～、ほら、全員が全員上手うまく料理を作れるわけじゃないだろ。あくまでも助言者って形で手助けして欲しいってことでさ。なにしろ料理をするのはこれが初めてって奴やつも中にはいるんだから、食えるものを作れるようにするには専門家の助言が必要だろう？」

「それは……まぁ、そうかもしれないけど」

　今一つ釈しやく然ぜんとしない表情ながらも、ディスの説明にリカードは引き下がる。

　ディスの目にのぞいた安あん堵どめいた表情に、再び視線を班員に戻もどしたリカードが気づくことはなかった。

　班員の歩調に合わせて歩みつつ、リカードは周囲を歩く人々にさりげなく目をやる。

　最も目につくのは班ごとに固まって歩く生徒たちの姿だったが、明らかに体格の違ちがう教員や職員と覚しき大人がところどころに見受けられた。

（なんか……大人の数がずいぶん多すぎやしないか？）

　違い和わ感かんを抱いだきながらも足を進め、リカードは野外学習の実習地に到着する。

　他の班員と協力して簡易天幕を張り、食事の仕し度たくも順調に終えたが無む邪じや気きに喜ぶ班員たちをよそにリカードの表情は曇くもったままだった。

　生徒の数に対して、補助や助言を行う教職員の数が多すぎるように思えたのだ。

　おかげでどの班も苦労している様子はなかったが、自主を尊ぶウェスペルにしてはあまりに不自然な光景だった。

（……考えすぎかな？　俺が知らないだけで、実は毎年こんなもんなんだろうか？）

　夕食を終え、交代で火の見張りをしながら休むことになった天幕の中でリカードは横たわったままぼんやりと考える。

　並んで横になっている他の班員は、すでに規則的な寝ね息いきを立てている。

　考えても仕方ないと、くるまった毛布に深く顔を埋うずめようとしたところでリカードは外から呼びかける声に気がついた。

「──あ、交代の時間か？」

　ああ、とうなずいて答える班員と入れ替かわりに、リカードは天幕の外に出た。

　仮か眠みんを取り損ねたことに気づいたが、すでに遅おそい。毛布を肩かたから羽織ったままリカードは焚たき火へと近づき、毛布の端はしに火が付かないよう気をつけながら地面に座り込んだ。

　周囲に視線を巡めぐらせると、闇の中にぽつぽつと炎ほのおの灯あかりが浮かび上がって見える。

　近くに人里もない山の中だが、生徒や教職員合わせて三百人近い人数がこの野営地にいると思うと心細さは感じない。

　リカードは忍しのび寄ってきた眠ねむ気けをこらえながら、火が消えないよう定期的に薪たきぎをくべる。

　木の爆はぜるかすかな音や、揺れる炎は眠気の強力な味方だ。くるまった毛布の暖かさもあって、こくりと船を漕こぎそうになったリカードの肩をふいに誰だれかが叩たたいた。

「うわっ!?　わ、悪い！　でもまだ寝ねていたわけじゃなくて──あ？」

　慌あわてて顔を上げたリカードの視界に入ったのは、笑いをこらえるような表情で立つ教父服を身につけた青年だった。

　暗ダーク褐ブラ色ウンの長い髪かみを首の後ろで乱雑に括くくり、教父服の前はだらしなく開けている。

　おかげで中に着込んだ柄がら物もののシャツが丸見えで、青年は寒そうに肩をすくめるとリカードの横に断りもなしに座り込んだ。

「うう、さすがに夜はけっこう冷えるな～。上にもう一枚羽織るものを持ってきたほうがよかったぜ」

「って、なに勝手に火に当たってるんだよ！　オスタリオ教父！」

「ケチくさいことを言うんじゃないって。当たったところで減るわけでもないだろう」

　リカードの文句を聞き流して、オスタリオは焚き火にかざした両手をこすり合わせる。

「それに、居い眠ねむりしそうになったところを起こしてやっただろ？　感謝こそすれ、文句を言われる覚えはないぞ」

　男らしく整った顔が、意味ありげに微笑ほほえんでリカードの反論を封ふうじる。

　出しかけた声を無む理り矢や理り吞のみ下し、リカードは口をへの字に結んで近くに積んであった木の枝を一本火中に投じた。

「……あんたも来てたんだ。昼間は人が多かったから気がつかなかったぜ」

「ああ、ずいぶんな大おお騒さわぎだったしな。慣れない連中に料理をさせると大だい惨さん事じになるっていうのがよ～くわかった。怪け我が人が出なかったのが不幸中の幸いだ」

　間を持たせるようなリカードの声に、オスタリオは屈くつ託たくのない笑みを浮かべて答える。

　内容の割に口調は軽く、生徒たちの巻き起こす騒ぎをむしろ楽しんでいたことがうかがえたが、声ににじむ疲つかれの色までは隠しきれなかった。

「お前さんのところはどうだった？　鍋なべをひっくり返したり、食べ物か燃料かわからない謎なぞの物質が発生したりしなかったか？」

「うちの班の連中はそこまで不器用じゃねえよ──俺も多少は料理ができるし」

　意外そうな表情をのぞかせるオスタリオに、リカードはほんの少しだけ得意そうな光を瞳ひとみに浮うかべて告げる。

「そんなに手の込んだものは作れないけど、野営で作る程度の料理なら楽勝だ。班のみんなも手伝ってくれたしな」

「そうか。まさか、お前さんがね……人は見み掛かけによらないっていうのは本当なんだな」

　感心したようなオスタリオの台詞せりふだったが、最後の一言が明らかによけいだった。

　オスタリオの口元に浮かんだ笑みを見る限り確信犯だ。誇ほこらしげに胸を反らしたリカードの表情が、見る間に険悪なものへと変わっていく。

「見掛けによらないって、そんなに鈍どんくさそうに見えるのかよ？」

「鈍くさいというか、家事とか炊すい事じとかに気が回るような性格に見えないな、と。別に手先が不器用そうとか、細かい仕事に向いてなさそうだなんて言ってるわけじゃないぞ？」

「言ってるだろ、今目の前で堂々と！」

　腰こしを浮うかせかけるリカードにオスタリオは笑いながら、「違うって！」と声をあげる。
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「うちは親父おやじと二人家族だったし、仕事で家にいないことも多かったから家事は一通りできるんだよ！　洗せん濯たくも掃そう除じも裁さい縫ほうだってお手のものだ！」

「そりゃあすごい、今度穴の開いたズボンの継つぎ当てでも頼たのむとしようか」

　悪びれなく笑って告げるオスタリオに、リカードはふんと特大の鼻息だけを返した。

　オスタリオはリカードに向けた視線に苦笑をにじませ、傍かたわらに積まれた薪の中から引き抜いた枝を焚き火にくべる。

　隣となりのリカードが静かなことに気づき、また居眠りかと目をやった時だった。

「……なぁ」

　リカードの口から発されたのは、妙みように真しん剣けんな響ひびきの宿る声だった。

「ずいぶん人が多くないか、この野外学習？　いつもこんなに大勢の人間が、野営地まで同行してくるのかよ？」

「さぁ、俺も野外学習に同行するのは初めてなんでな。けど、ちょっとばかし人が多いような気がするのは確かだ。生徒十人に一人ついていれば十分ってところに、二人か三人ついてきているみたいだもんな」

「やっぱり……どうしてこんなに。監かん督とくするにしたって多過ぎるだろ？」

　眉まゆをひそめて呟つぶやく声は、オスタリオに問いかけるというより独り言のようだった。

　オスタリオは自分に向けられた声ではないと気づきながらも、そ知らぬ風を装ってリカードへと言葉を投げ返した。

「ウェスペルの敷しき地ち外に出てきているわけだし、野生の獣けものなんかに対する警けい戒かいのためじゃないのか？　事前に下見しているとはいえ、餌えさ場ばを求めて移動してくる奴やつもいるからな」

「それはまぁ、確かにそうだけど……」

　もっともらしいオスタリオの説明にも、リカードの表情が完全に晴れることはなかった。

「っていうかさ、学園のほうから説明はなかったのかよ？　あんただって、頼まれてこの場にきているわけだろ？」

「あいにく、生徒の監督役を手伝ってくれって言われただけでね。慣れない環かん境きようで不安になる生徒も出るだろうし、声をかけて回るだけでも安心するだろうから教父にいて欲しいって言われると、ちょっと断り切れないもんがあるのよ」

　オスタリオはへらりと笑い、リカードはほんの少しばかり気の抜ぬけた顔になる。

「まぁ、あんまり考え過ぎなくてもいいんじゃないか？　ウェスペルは生徒の安全に最大限の配はい慮りよをする──ってのが基本方針だし、今回はちょっと警戒が厳重ってだけのことで。多くて困るって性質のものでもないだろうしな」

「……そうだな」

　得心がいかないながらも、目つきを和やわらげてリカードはうなずきと声を返す。

　ふっと気が緩ゆるんだ一いつ瞬しゆんの隙すきを狙ねらうように、オスタリオがさりげなく発した台詞がリカードの耳に滑すべり込んだ。

「ああ──もしかしたら」

　ひそやかな笑みを宿した言葉が、耳の奥に深くこびりつく。

「吸きゆう血けつ鬼きでもうろついているのかもしれないな。ウェスペルじゃここ最近、妙な事件も続いていたみたいだし……警戒しても少しも不思議はない」

「……え？」

「ほら、入学式のあとから変なものを見たとか、声を聞いたとか言って騒いでいる連中がいただろう？　最近は少なくなってきてるみたいだが──知っているか？　先月には礼拝堂の中がめちゃめちゃに荒あらされるなんて事件もあったんだぜ？」

　ちらちらと躍おどる炎が映しこまれ、朱しゆを帯びた明るい緑色に輝かがやくオスタリオの瞳からはどんな感情も読み取れない。

「それって……」

「──なんてな。ちょっとはびびったか？」

　にっと人の悪い笑みを浮かべて、オスタリオが発した声がリカードの言葉を止める。

「夜中にするような話じゃなかったな～。悪い悪い、一人で手洗いに行けなくなったら自分の運の悪さを嘆なげいてくれ。ウンなだけに──あ、つまらなかったか？」

　先程とはうって変わった明るい口調にリカードは思わず脱だつ力りよくし、半眼になってオスタリオを睨にらみつける。

「まぁ、あんまり細かいことは気にするなって。思い悩なやむのは若者の特権だが、いちいち考えすぎるのもよくないぞ。主に毛根と胃に与あたえる打だ撃げきの問題で」

「……前にあんた、悩むのも大事みたいなこと言ってなかったか？」

「程度にもよりけりってことよ。特に毛根は、あとになって地味にじわじわ影えい響きようが出てくるんだぞ～。歳を取ってから髪かみの量で悩みたくないだろう？」

　いやに具体的な脅おどし文もん句くを口にしつつ、へらりと笑ってオスタリオはリカードを見返す。

「礼拝堂を荒らしたのは、生産区から逃にげ出してきた雄お牛うしだってよ。大事な聖印まで叩たたき壊こわしてくれた不届き者だが、罰ばちが当たってローストビーフにでもなったんじゃないかね」

「そ……そうなんだ」

　リカードの声がわずかに硬かたいのは、礼拝堂で暴れた犯人を知っているためである。

（表向きは牛の仕し業わざってことになってるのか……確かに、アルヴィンに恨うらみを抱いだいた吸血鬼の仕業だなんて、大っぴらにするわけにはいかないもんな）

　現場に居合わせるどころか、当の吸血鬼に命まで狙われかけたリカードは内心冷や汗あせを流しながら思う。

「ちょっとした冗じよう談だんのつもりだったが、お前さんには刺し激げきが強すぎたみたいだな」

　オスタリオは棒を吞のんだようなリカードの顔を見て苦笑し、手を伸のばして暗ダー紅クロ色ーズの髪をくしゃりと撫なでる。

「絶好の眠ねむ気け覚ざましにはなっただろうが──脅おどかして悪かったな。そうそう吸血鬼なんて歩き回っちゃいないだろうから安心しろ」

「だ、誰だれも恐こわいなんて言ってないだろ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、誰にも言ったりしねえから。吸血鬼を恐がるのは人として当たり前のことだしな。恥はずかしく思う必要なんかないぞ？」

「だから恥ずかしいもなにも、恐いなんて思っちゃ──！」

　声を荒あららげるリカードを笑っていなし、オスタリオは下ろしていた腰こしを悠ゆう然ぜんと上げる。

　見張り頑がん張ばれよ～、と言い残して去っていく姿からは、リカードの言葉を本気で受け取っている様子はまるで感じられなかった。

　口を尖とがらせてオスタリオの背中を見送り、リカードは火の勢いがやや弱くなっていることに気づく。

　慌あわてて薪たきぎを放ほうり込むと、木の爆はぜる音とともに火の粉が舞まい上がった。

　燃え上がる炎ほのおをリカードは目を細めて見つめやる。眠ねむ気けはすでに遠く去り、頭の中ではオスタリオが何気なく残していった言葉がくり返し巡めぐっていた。

　──吸血鬼でもうろついているのかもしれないな。

　当人は冗談だと笑っていたが、リカードの意識に焼き付いたその言葉が消えてしまうことはなかった。

　ある意味、正せい鵠こくを射てもいるのだからなおさらだ。

　ウェスペルの中には、人間に知られぬまま自由に歩き回る吸血鬼が──吸血鬼以外の人外の種族も存在する。人間に危害を加える恐おそれはないとはいえ、そればかりは否定のしようもない事実だった。

（わかって言ってるわけじゃないだろうけど……）

　もちろんオスタリオの言う吸血鬼と、人間との共存を望んでウェスペルで暮らしている吸血鬼たちは違ちがう。

　人間に害をなす凶きよう悪あくな吸血鬼は、リカードにとっても敵だった。

　相あい討うちという形で父親を奪うばわれた身としても、人々を吸血鬼から守る退治師ハンターを目指している身としても許すことはできない。

（一いつ緒しよくたにされるのは納得いかないけど、アルヴィンたちのことを知らなければそれが普ふ通つうなんだろうな……）

　人間を襲おそう吸血鬼がいる限り、吸血鬼を敵視する人間もいなくなることはない。以前ウェスペルに侵しん入にゆうした吸血鬼──ハイデを手引きしたのも、アルヴィンを危険視する人間の一人だったのである。

　ウェスペルが警戒しなければならないのは、人を襲う吸血鬼ばかりではない。

　吸血鬼すべてを危険なものと決め付け、一ひと括くくりにして敵視する人間もまた無視せざるべき外敵だ。

　考えれば考えるほど悩みは深まり、リカードはため息をついて思考を打ち切った。

　オスタリオの言う毛根への影響が心配になったわけではないが、いくら考えたところで答えなど出ない問題だ。自分が考えるべき問題でもない。

　無意識に縮めていた首を伸ばし、リカードは凝こりをほぐすように腕うでや肩かたを回す。

　懐ふところから出した時計を見て時刻を確認し、ふと空を振ふり仰あおいだリカードの脳のう裏りをよぎったのは明日は晴れるといいなという素そ朴ぼくな願いだった。







　リカードの願いが通じたように、翌朝天幕を出た生徒たちの頭上には雲一つなく晴れ渡わたった空が広がっていた。

　眠ねむい目をこすりながら、生徒たちは残り火で朝食の仕度をする。

　昨日ほどの騒さわぎは巻き起こらなかったものの、班によっては多少の被ひ害がいも出しつつ無む発はつ酵こうのパンとスープという朝食が用意された。

　朝食を済ませたところで生徒たちは整列し、今日一日の予定が伝えられる。

　リカードの班は他の班と一緒に、森の中で合同の戦せん闘とう訓練を受けることになっていた。

（人目が気になって昨日は剣けんの稽けい古こができなかったし、ちょうど良かったかもな）

　浮うき立つ気持ちを抑おさえきれないリカードだったが、監かん督とく役の教職員に混ざって立つトリアに気づいてわずかに顔がしかめられた。

　野外学習を行うのは一年生だけで、二年生のトリアには普通に授業があるはずだ。

　むろん生徒会役員には、活動時における授業の免めん除じよなどの特権がある。成績優ゆう秀しゆう者しやが揃そろっているため、授業を受けなくても試験だけで進級が可能という者も多い。トリアの場合、すでに進級に必要なだけの単位は取り終わっている可能性も高かった。

　授業についていくだけで汲きゆう々きゆうとしている自分とは雲うん泥でいの差だ、とリカードはやや僻ひがみっぽく思う。

（臨時役員には授業免除なんて特権もないし、本当にただの雑用係だよな。まぁ、俺が下手へたに授業なんてさぼったら、試験の時に泣きを見る羽目になるんだろうけど）

　目を合わせないようにしてトリアから視線を外し、リカードはぞろぞろと移動を始める生徒たちのあとに続いた。

　トリアの目が自分を追っていることに、リカードが気づくことはなかった。

　野営地を離はなれて森の中に移動すると、軽く手足を曲げ伸ばす運動をしてからリカードたちは剣を抜ぬいて構える。

　ずっしりと手に伝わってくるのは、木ぼつ剣けんではなく使い慣れた長ちよう剣けんの重みだ。

　野外学習では実戦を想定した訓練を行うため、特別に真しん剣けんの所持が許可されている。大半の生徒が貸たい与よされた剣を手にしている中、リカードが持つのはウェスペルに入学する前から使い続けている私物の長剣だった。

　大事な相棒を堂々と振るえるのが嬉うれしく、リカードの口元にごく淡あわい笑みが浮かぶ。

　傍はたから見れば怪あやしいことに気づき、表情を引き締しめるとリカードは教師の指示に従って剣を型通りに振るい始めた。

　型稽古のあとは近くの生徒同士で組み、対戦形式での訓練が命じられる。

　小休止の度たびに組み合わせを替えて、日が高くなるまで訓練は続けられた。おぼつかない手つきの生徒たちも徐じよ々じよに真剣に慣れ、打ち合う剣の響ひびきも規則的なものへと変わる。

　わずかに安あん堵どの色を漂ただよわせて、監督の教師が休きゆう憩けいの号令をかけようとした時だった。

「──ぁああああっ!!」

　さほど離れていない場所から届いた悲鳴が、剣のぶつかる音を圧おして響き渡った。

　途と端たんに絶えた物音の中に、草を蹴け散ちらして走る足音が放り込まれる。重なって聞こえるのは先程にも増して切実なものを宿した悲鳴だ。

「逃にげろ！　早く逃げろおおっ!!」

　血相を変えて駆かけてくるのは、別の場所で訓練を行っていたはずの生徒たちだった。

　彼らの口から放たれたのが、自分たちへと向けた警告であると理解するのに一いつ瞬しゆん以上の間があった。

　その場に居合わせた人間が、警告の意味を理解した時にはすでに遅かった。

　生徒たちが走り出てきた森の奥から、木々をへし折って近づいてくる巨きよ大だいな獣けものの姿を全員が目もく撃げきしたのである。

「あれは──鉄爪クロウ熊ベア!?　まさか、こんなところに……!!」

　教師の一人が愕がく然ぜんと目を剝むいて呟つぶやいたが、誰の耳にもその声は入らなかった。

　見上げるような大きさの獣を前に、他に注意を払はらう余よ裕ゆうを持つ者はいなかったのだ。

　灰はい褐かつ色しよくの剛ごう毛もうが生えたずんぐりとした身体からだに、太くたくましい手足。見た目は森に生息する一いつ般ぱん的な熊くまとよく似ていたが、倍近い体長と手足に備わった鈍にび色いろの長い爪つめが別の生き物であることを主張する。

　木を易やす々やすとなぎ倒たおした膂りよ力りよくも、普通に見かける獣の範はん疇ちゆうを大きく超こえている。

「──生徒は野営地まで退たい避ひ！　班ごとに固まって行動しろ!!」

　訓練の手を止めた生徒たちに向かって一声怒ど鳴なり、監督役の教師が携たずさえていた長剣を抜いて獣の前へと駆け出していく。

　他の教師も剣を片手に、威い嚇かく的な唸うなりをあげる鉄爪熊の進路に立ち塞ふさがる。

　生徒の間からあがりかけた悲鳴は、素す早ばやい指示と生徒を逃がすまで時間を稼かせごうとする教師たちの行動によって寸前でせき止められた。

　恐きよう慌こう状態で逃げ出そうとしていた生徒たちの目に、理性の光と余裕が戻もどる。

　周囲を見回して仲間の姿を確認し、班員同士で集まって野営地の方向へと走っていく。

「リカード、早く！」

　一瞬迷うように教師のほうをうかがいやったリカードに、他の班員が焦あせりをにじませた声を投げやった。

「あ、ああ……」

　留とどまって教師に加勢するべきではないかという思いが頭をかすめたが、ぐいと袖そでを引かれてリカードは仲間とともに走り出す。

　しかし走り始めて間もなく、前方を行く生徒たちの中から悲鳴じみた叫さけび声があがった。

「──こっちにも来てる!!」

　その声に呼び寄せられるように、木々の間から先程とは別の鉄爪熊が姿を現す。

　大きさや体色はわずかに異なるが、鋭するどく輝かがやく爪の凶きよう悪あくさは遜そん色しよくない。横手から襲いかかってくる鉄爪熊に、生徒たちは悲鳴をあげて散り散りになって逃げる。

「くそ……っ！」

　道を逃げ戻ってくる生徒たちを、搔かき分けるようにしてリカードは獣に向かって走る。

　一人の生徒が転てん倒とうし、鉄爪熊がそちらに首を向けるのが見えた。恐きよう怖ふのあまり足がもつれて立ち上がれない生徒に近づき、大きく腕を振り上げる。

　絶望の色を浮かべた顔に、鋭い輝きを放つ爪が叩たたきつけられようとする。

　寸前、リカードは手にしていた剣を抜き放って生徒と鉄爪熊の間に飛び込んでいった。

「ぐっ！」

　振り下ろされた腕を斬きり払うが、かろうじて軌き道どうを逸そらすのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　剣を振り抜いたリカードのすぐ脇わきを獣の爪がかすめ、風圧が身体を叩いていく。リカードは油断なく前を見み据すえ、背後の生徒に怒鳴り声だけを投げた。

「早く行け！」

　並ならぬ気き迫はくを帯びた声に、へたり込んでいた生徒も慌あわてて動き出す。

　生徒の気配が離れていくのを感じ、リカードは心中で胸むねを撫なで下ろしながら目の前の相手の動きに神経を集中した。

　リカードの一いち撃げきは、獣にとってかすり傷程度の痛手しか与あたえていない様子だ。

　それでも邪じや魔まをされた怒いかりがあるのか、鉄爪熊はリカードの頭めがけて先程以上に鋭く爪を振ふり下ろそうとする。

　受けるのも逸らすのも無理だと察し、リカードはその場で素早く身を屈かがめる。

　頭の上を薙ないでいった爪に、背筋が粟あわ立だつのを感じながらリカードは強く地面を踏ふみ込んで鉄爪熊の足元を剣で斬り払った。

　分厚い毛皮に阻はばまれて傷は与えられないが、注意を引くことには成功する。

　気が逸れたためか、リカードに再び振り下ろされようとしていた鉄爪熊の腕うでは目測を誤って地面に叩きつけられた。抉えぐれた地面から飛び散った土や草の塊かたまりに強襲され、思わぬ誤算に顔をしかめてリカードは口に入った土を吐はき出す。

（だけど……なんとかやれる！）

　獣の動きは十分目で追いきれる範はん囲い内で、回かい避ひに専念すれば攻こう撃げきを受ける恐おそれもない。

　こちらの攻撃も通用しないのは厄やつ介かいだったが、急所を狙ねらうなどの攻撃方法はまだあるし最悪増ぞう援えんが駆けつけてくるまでの時間稼ぎができればいい。

　リカードは振り下ろされる爪をかいくぐっては、相手を挑ちよう発はつするように小刻みな攻撃をくり返す。隙すきを見ては目や喉のど元もとといった急所に攻撃を加えようとするものの、体格の違ちがいもあって剣けんを届かせることもできなかった。

「く……っ！」

　徐々にリカードの顔にも疲つかれがにじみ始める。

　その時、待ちわびていた声がようやくリカードの耳に届いた。

「──大だい丈じよう夫ぶか!?」

「なんとか──って、あんたかよ!?」

　ぎりぎりで鉄爪熊の攻撃をかわして飛び下がり、駆けつけてきた相手の顔に目をやったリカードの口から安堵とも驚おどろきともつかない言葉が洩もれた。

　ご挨あい拶さつだな、と黒の上下に身を包んだディスが目元に笑みを宿して言い放ちざま、鉄爪熊に飛びかかっていく。

「助けにやってきた相手に、その言い草はないんじゃないか!?」

　走ってきた勢いも乗せて放たれた蹴けりは、鉄爪熊の顎あごの下にまともに命中した。

　リカードの倍くらいありそうな獣の巨きよ体たいが、一瞬宙に浮うき上がったほどの威い力りよくがある蹴りだった。目を丸くしているリカードを尻しり目めに、ディスは身体をふらつかせている鉄爪熊の脳天に思いきり拳こぶしを振り下ろす。

　鈍にぶい物音があたりに響き渡わたるのと同時に、鉄爪熊は顔から地面に叩きつけられた。

　半分ひしゃげた獣の頭部を引きつった顔で見下ろし、リカードはすぐ側そばに着地したディスにやや硬かたい声で礼を言った。

「あ──りがとうな、助かったよ」

　声に含ふくまれる微び妙みような感情を気にもかけず、ディスはにっと顔をほころばせる。

「なに、無事で良かったさ。訓練に出ていた生徒が野営地に駆け込んできた時は、なにが起こったかと思ったからな」

　そう言って、絶命している鉄爪熊へと向けたディスの顔から笑みが消える。

「まさか鉄爪熊が出るなんてな──こいつらはもっと山の奥のほうに生息しているはずだぜ。事前の調査でも、巣や縄なわ張ばりを示す痕こん跡せきなんかは見つかっていなかったし……」

　当とう惑わくした顔でリカードはその様子を眺ながめていたが、鉄爪熊が一いつ匹ぴきではないということを思い出してはっと視線を巡めぐらせた。

「──ディス、まだ向こうにも鉄爪熊が！」

　リカードの声にディスも表情を硬くして、訓練を行っていた場所へと駆かけ出す。

　すでに生徒は野営地に逃にげたようで、周辺に人の姿は残っていなかった。人の往復で形作られた道とも呼べぬ道を、ディスは獣けもののような速度で走り抜ぬけていく。

　リカードが追いついた時には、すでにディスは鉄爪熊に向かって攻撃を加えていた。

　逃げそびれた生徒たちの目に配はい慮りよしてか、さすがに今度ばかりは腰こしに帯びていた剣を抜いている。斬るというよりも叩きつけるような粗そ雑ざつな動きだったが、腕わん力りよくそのものが違うため獣は瞬またたく間に斬り伏ふせられる。

　脳天を割られて倒れた巨きよ大だいな獣を、足止めをしていた教師たちは呆ぼう然ぜんと見やった。

「──怪け我が人は!?　重傷を負った奴やつはいねえか!?」

　ディスの問いに我に返って、教師たちは慌てて首を横に振る。

　幸い重傷者はおらず、傷を負った者もかすり傷程度のものだった。何人かの教師が空き地の隅すみに固まっている生徒たちに駆け寄っていく一方、足止めの中心となっていた中年教師は鉄爪熊の亡なき骸がらに厳しい視線を注いでいた。

「……なぜ、鉄爪熊がここに？　簡単に生息地を移動することなどない獣だぞ？」

「あんたもそう思うか、リュゼル……」

　信じがたいと言いたげな教師の言葉に、苦い表情を浮かべてディスが応える。

　耳に入ったその声にリカードは眉まゆを寄せ、剣を収めて二人に近づくとそれとなく会話に耳を傾かたむけようとする。

　しかし、踏み出しかけたリカードの足は途と中ちゆうでぴたりと止まった。

　盗ぬすみ聞きめいた行こう為いに気が引けたせいではなく、鉄爪熊が出てきた方向の森の中に見覚えのある姿を見て取ったためだった。

　ここにいても不思議はない相手だったが、リカードの足は自然に動き出す。

　騒そう然ぜんとした空き地に背を向け、人ひと影かげは森の奥へと踏み込んでいく。音を立てないように気をつけながら、下草や藪やぶを搔き分けてリカードは進む。

（なにを……してるんだ？）

　訝いぶかしげに見やるリカードの視線の先で、人影は足を止めて地面からなにか拾い上げる。

　手のひらほどの大きさの褐かつ色しよくをした硝子ガラス瓶びんだった。空の瓶をしばし見下ろすと、大事そうに布でくるんで懐ふところにしまい込む。

　周囲を軽く見回して歩き出した相手の顔を、リカードは幾いく多たの言葉を胸のうちに吞のみこんで見つめやった。

　木々の間から洩れ込む弱い日差しを、反射して光る眼鏡のレンズ。

　額にかかるのは一筋の乱れもなく整えられた栗くり色いろの髪かみ。

　身を包む制服はこの場にそぐわぬ印象だが、いっそ堂々として見えるほど端たん然ぜんと着こなした姿は他の誰だれとも見み間ま違ちがえようがない。

　来た時とは別の方向へ去っていく人影──トリアを、リカードは息を潜ひそめて見送る。

（どうして、一人で……あの瓶はいったいなんなんだ？）

　次々と胸に浮かぶ疑問は、答えの得ようもないものばかりだった。

　本人に問い質ただせばわかるのかもしれないが、周囲の目をはばかるような様子が声をかけることをためらわせた。

　胸のうちに宿った疑念は徐じよ々じよに大きく膨ふくれ上がり、はっきりとした警けい戒かいの感情となって深くリカードの心に根を下ろし始めていた。







　鉄爪熊の襲しゆう撃げきによって、野外学習は急きゆう遽きよ中止されることが決定された。

　野外学習の目的の一つは、危険な害がい獣じゆうに対処する術すべを身につけることでもあったが、ただの獣の襲撃とはわけが違う。事前に入念な現地調査を行い、生徒の手に負えないような生物は前もって駆く除じよしてあったにもかかわらず、この近きん隣りんにいないはずの危険な獣が現れたのだ。

　周囲を見回った教師たちが他の鉄爪熊の姿がないのを確認してはいたが、生徒の身の安全を考えれば中止の決断が下されるのもやむを得なかった。

「──なんだって!?」

　見張りを厳重にして生徒たちに昼食を摂とらせ、野営地を引き払はらってウェスペルへと出発しようとした時だった。

　息せき切って駆けつけた職員がもたらした報しらせが、教師たちの顔色を変えさせた。

「ウェスペルで火事……!?　死傷者は出なかったのか!?」

「火事が起きたのは生産区で、人ひと気けも少ない区画だったので……幸いなことに人的被ひ害がいが出ることはありませんでした」

　抑おさえた声音で告げる職員の顔には、言葉の内容の割に無念そうな表情が漂ただよっていた。

　報告を受けた教師は問いたげな光を目にのぞかせるが、ざわつく生徒の姿を視線で示されて開きかけた口を閉じる。

　一方、リカードのもとにも学園からもたらされた火災の報せは届いていた。

「火事？　どこで？」

「燃えたのは畑だってよ……」

　周囲の生徒の声が、妙みような胸むな騒さわぎを覚えるリカードの耳に自然に流れ込んでくる。

　口伝えに聞こえる断だん片ぺん的な情報に、苛いら立だたしげにリカードは視線を巡らせる。その目が側を通り過ぎた一人の生徒の姿をとらえた。

「……シン？」

　生徒の中にまぎれたリカードには気づかず、シンは足早に歩み去っていく。

　一いつ瞬しゆんためらいをのぞかせ、教師や生徒の注意が自分に向けられていないのを確認してから、リカードはシンの背中を追って歩き始めた。

　目的地はさほど遠くなく、シンは生徒から離はなれて立つトリアを見つけて声をかける。

　トリアがこちらに顔を向けるのと同時に、リカードは周囲で不安そうに顔を見合わせている生徒たちの陰かげに身を潜めた。

「火災のことですか？　今、耳に入ったのですが……燃えたのは例の場所だと」

「ああ」

　切れ切れに聞こえてくる会話に、リカードは耳をそばだてる。

「被害状じよう況きようは──どの程度の火災だったのですか？　まさか、全ぜん焼しようということは……」

「火のまわりが速くて、消火が追いつかなかった」

　言葉少なに告げるシンの声に、あるかなしかの悔かい恨こんがにじみ出る。

　意味するところを悟さとってトリアの目が見開かれるが、次いで投げられた声に感情は含まれていなかった。

「火災の原因は？　あそこには一いつ般ぱんの職員は近づきませんし、火気については特に厳重に管理されているはず──失火の可能性はまず考えられない」

「……燃え跡あとには、油を撒まいた跡があった」

　なお低く抑えられたシンの声は、リカードの耳に届く限界に近かった。

　思わず息を吞んだリカードの視線の先で、トリアは切れるような光を浮うかべた目を細めた。

「失火ではなく放火……ですか。かなり周しゆう到とうに計画されていたもののようですね。犯人もまだ見つかっていないのでしょう？」

　半ば確信じみたトリアの問いかけに、シンは黙だまったままうなずきだけを返す。

「野外学習のおかげで学園内の人員が手て薄うすになったところを狙ねらわれましたか。鉄爪熊の騒さわぎもあるいは……あまりにも都合良く話が運びすぎている。鉄爪熊の一件がウェスペルに報されたすぐあとに出火するなんて、騒ぎが起こることを前もって知っていたとしか思えない」

「アルヴィン──生徒会長の見解も同じだった」

「ただの嫌いやがらせにしては手が込みすぎている気もしますが、狙われたのがあの畑ともなれば労力に見合うだけの効果はあるでしょう。なにしろウェスペルの生命線といってもいいのですから──あの霊果ロアの栽さい培ばい場は」

　呟つぶやくようにトリアが口にした一言に、リカードは耳を疑いそうになる。

　思わずあげそうになった声を懸けん命めいにのみ込み、自身を抑えるように強く拳こぶしを握にぎり込む。

　あまりにも急激に表情を変えたことで、周囲の生徒が訝しげに目を向けるのにもリカードは気づく余よ裕ゆうがなかった。

　トリアとシンはいっそう声を低めて、厳しい顔つきで言葉を交わす。

　話の内容が気になったが、リカードのいる場所からは周囲のざわめきのためもあって二人の会話を聞き取ることはできなかった。続きを聞きたければ、二人に見つかるのを承知の上で、もっと側そばに行くしかない。

　いっそのこと堂々と姿を現して、話を聞こうかとリカードが思いかけた時、

「──いた、リカード！」

　後ろからかけられた声に、リカードは危あやうく飛び上がりそうになった。

「なにしてるんだよ、もう点呼始まってるぞ！」

「え？　あ、ちょっと……」

　探しにきた班員に腕うでを摑つかまれ、しどろもどろの口調でリカードは謝る。

　やや太めの生徒はリカードの言葉に耳も貸さず、引きずるようにして待機していた場所へと戻もどろうとする。

「あんまり団体行動を乱すような真似まねするなよ！　班員が揃そろってなかったら、出発することもできないんだぞ！」

「わ、悪い……」

　つられて急ぎ足になりながら、リカードは後方にちらりと視線を送る。

　点呼のために整列を始めた生徒たちの向こうに、真しん剣けんな顔で話し合っているシンとトリアの姿が見えた。

　にわかに騒がしさを増した周囲の様子にも、まるで注意を払う気配はない。

　リカードは軽く唇くちびるを結んで前を向くと、腕を引っ張る班員の足取りに合わせて待機場所へと向かっていった。







　野外学習の実習地からウェスペルに戻った生徒たちが、再三にわたる点呼の末に解散を命じられたのは日もだいぶ傾かたむき始めた頃ころだった。

　集合場所となった大講堂を出て、生徒たちはそれぞれの寮りようへ連れ立って向かう。

　預けられていた剣けんや荷物は回収され、野外学習の残る一日が臨時の休日とされたこともあり、疲つかれが残っているはずの彼らの足取りは軽かった。

　そんな中、リカードが足を向けたのは寮ではなく生徒会室のある中央校舎だった。

「──アルヴィン！」

　途と中ちゆうから駆かけ足になりながら、生徒会室へと飛び込んでいったリカードに部屋の奥からアルヴィンが視線を向ける。

　ちょうど人が出で払はらっているところらしく、室内に彼以外の姿はなかった。

　部屋の中は野外学習の準備をしていた時以上に散らかり、アルヴィンが向かう机の上にも報告書と覚しき紙の束が散乱している。紙に走り書きされた乱雑な文字は、ウェスペルの内外で起きた事件の大きさを物語っているようだ。

「戻ってきたか、リカード」

　ずんずんと部屋を横切り、目の前で足を止めたリカードにアルヴィンは微笑を向ける。

　いつもの皮肉なものではない、安あん堵どの気配のにじむ笑みだった。しかしリカードはそれには気づかず、アルヴィンの正面まで歩み寄って声をあげた。

「火事が起きたって──霊果ロアの畑が燃やされたってのは本当か!?」

　机の上に身を乗り出し、ほとんど食いつかんばかりの剣けん幕まくで尋たずねるリカードにアルヴィンはわずかに眉まゆを寄せる。

「耳に入ったのか……どこでその話を聞いてきた？　霊果のことも……」

「どうでもいいだろ、そんなこと！　霊果がなかったら、人間の血の代わりになる疑似血液も作れなくなっちまうんじゃないのか!?　そっちのほうがよほど一大事だろ!?」

「……確かに、一大事ではあるな」

　リカードの勢いに圧されたように、軽く口を閉ざしてからアルヴィンは声を発した。

「畑に火を放つような連中の侵しん入にゆうを許したという点でも、野外学習のほうに目が向いて警備の隙すきを作ったという点でも──おまけに犯人さえいまだに捕とらえられておらん」

　おそらくすでにウェスペルの外に逃にげているだろう、とアルヴィンは瞳ひとみの表情を険しくして呟く。生徒が鉄爪熊に襲おそわれたという報せがもたらされたこともあって、出火の前後はウェスペル全体が混乱していたのだ。

　警備の隙を衝つくのは、普ふ段だんに比べれば格段にたやすくなっていたはずだった。

「なにより問題なのは、今回の一件が明らかに霊果を標的としていたことだ。よりにもよってあの場所を適確に狙って火を放ったとなると……霊果の重要性も、栽培場の位置も知られていたということになる」

「最初から、霊果の畑を狙って火をつけたと……？」

「他にいくらでも火を放つ場所がある中、燃やされたのが霊果の畑というあたり、偶ぐう然ぜんとは考えられまい？　普ふ通つうなら簡単に近づくこともできない場所だぞ」

　皮肉げな笑みがアルヴィンの口元に閃ひらめき、リカードは霊果の畑の周囲を取り巻いていた森を思い出して口をつぐむ。

「鉄爪熊がそちらに現れた件も、裏で繫つながっていると考えるべきだろうな。偶然にしてはできすぎている。生徒に被ひ害がいが出なかったのが不幸中の幸いだったが──こればかりは野外学習に人員を多めに割さいていたのが功を奏したようだ」

　誰だれかのよけいな活かつ躍やくもあったようだが、とアルヴィンはリカードを意味ありげに見る。

　リカードはむっとした表情を顔にのぞかせたが、アルヴィンの口にした言葉の前半のほうに引っかかるものを感じた。

「……鉄爪熊が現れたのも、仕組まれたことだったっていうのかよ？」

「おそらくは。獣けものの中には、特定の匂においに引き寄せられる習性を持つものもいる。それが人間には嗅かぎ取れないようなかすかな匂いであってもな……鉄爪熊の嗅きゆう覚かくは人間の数百倍だ。他の場所から匂いで誘ゆう導どうしてくるのはそれほど難しくはあるまい」

　アルヴィンの言葉を聞いて、リカードの脳裏を閃くように一つの光景がよぎった。

　鉄爪熊が現れた森の中で、トリアが拾い上げた空の硝子ガラス瓶びん。

　人目をはばかるように布で包んで懐ふところにしまいこんだ──正当な理由があってのことなら、教師たちやディスに一声かけていてもいいはずだった。

　胸のうちに重苦しく広がる疑ぎ惑わくを、口にするべきかどうかリカードは迷う。

　その沈ちん黙もくをどう受け取ったのか、アルヴィンは瞳に苦笑じみた光をにじませるとリカードに向かって言った。

「心配するな、すでに警備は通常の状態に戻っているし、危険な獣であれ害意を抱いだく者であれそう易やす々やすとウェスペルに侵入させたりはせん」

「別に、そんなことを心配してるわけじゃ……！」

「違ちがったのか？　ずいぶん暗い顔をしているから、ウェスペルの中が本当に安全か判じかねているのかと思ったのだが」

「そうじゃなくて……！」

　いつもの調子で声を荒あららげかけてから、リカードは真剣さを増した瞳をアルヴィンの顔へと据すえ、低く抑おさえた口調で言い放った。

「──俺が心配してるのは、霊果ロアがなくなってお前らが大だい丈じよう夫ぶかってことだよ」

　揺ゆるぎない眼差しの奥に浮うかぶのは、不安ではなく懸け念ねんの色だ。

「霊果がなければ、お前らの食料になる疑似血液も作れないんだろ？　そうなっても今と同じように人間の側で暮らしていけるのか？　ただでさえ、吸血衝しよう動どうなんて厄やつ介かいなものがあるっていうのに……本当に人間の血を吸わずにいられるのか？」

「……我が慢まんできなくなった時は、お前の血を分けてもらうことになるかもな」

　真剣に言葉を重ねるリカードを、間近に見つめ返してアルヴィンは声を返した。

　思わずぎょっとした顔になるリカードに、アルヴィンはくつくつと笑って「冗じよう談だんだ」と付け加える。冗談にしては本気の響ひびきの強い声だったが、自身の言葉を否定するアルヴィンの口調からは気負いが感じられなかった。

「霊果が収しゆう穫かくできなくなった場合に備えて、疑似血液は常に多めに備び蓄ちくしてある。節約すれば一年程度は保もつはずだ。その間に次の霊果を育てることができれば、お前が心配しているような事態に陥おちいることはない」

「一年……って、そんなに簡単に育つのか？」

「これまで蓄ちく積せきしてきた知識と経験は伊達だてではないぞ。まぁ、さすがに今ほどの収穫量は望めないだろうが──ただ問題は、種が確保できるかどうかだな」

　自信ありげに言い切ったアルヴィンの顔が、わずかに曇くもるのがリカードの目に映った。

「かなり無理な品種改良を進めてきたから、畑で収穫された霊果からは苗なえを育てるための種を取ることができない……畑ごと霊果が失われるような事態は想定していなかったからな。挿さし木をするにも、あれだけ派手に焼けてしまったのでは……」

　苦々しげな呟つぶやきは、ほとんどアルヴィンの口の中で溶とけるようにして消える。

　だが、かろうじて聞き取れた部分だけでもリカードの顔色を変えるには十分だった。

「種がないって……霊果を育てられないってことか!?」

「育てられないわけではない。種の入手については心当たりもある──お前が心配する必要はないから、今は大人しく寮りように戻もどって休んでいろ」

　口元に笑みを含ふくませて、しかしきっぱりとアルヴィンはリカードに向けて言った。

　響きこそ柔やわらかだったが、リカードがそれ以上関かかわりを持つことを断固として拒きよ絶ぜつする言葉だった。

　虚きよをつかれたように黙だまったのち、リカードは先程以上の剣幕でアルヴィンに詰つめ寄る。

「大人しく休んでなんていられるわけないだろ！　お前らが大変な時だってのに!!」

「お前が関わる必要のない問題だと言っているんだ。わからないのならはっきり言ってやろうか？　──これは私たち吸きゆう血けつ鬼きの問題だと」

　鋭するどい光をたたえた薄うす紫むらさき色いろの瞳が、リカードが口にしかけた反論を封ふうじる。

「お前の手を借りずとも、私たちの力だけで解決できる。お前はよけいな真似まねをせず、カタが付くまで大人しくしていればいい」

「……俺が邪じや魔まだって言いたいのか？」

　リカードの言葉には、怒いかりではなく傷つけられたような響きがあった。

　ちらりとアルヴィンの目に迷いに似た揺らぎが生じたが、顔には出さずに冷たい口調で彼は言い放った。

「事態を搔かき回して悪化させかねない要因は、排はい除じよしておきたいと思うのが当然だろう」

「……っ！」

「どれくらい自分が役に立つと思っているのか知らんが、多少剣けんの腕うでが立つ程度の人間に頼たよらなければならないほどウェスペルの人材は不足しておらん。それとも剣以外でなにか取り柄えと呼べるものがお前にあるのか？」

「それは……！」

　リカードは思わず反はん駁ばくしかけたが、続く言葉はなかった。

　悔くやしげに口を閉じて目を伏ふせるリカードに、アルヴィンはほんの少しだけ苦いものを帯びた声で冷然と告げた。

「ことが一大事なだけに、下手な人間に手出しをされて取り返しのつかないことになっては困る。お前は一人の学生として生活することだけ考えていればいい」

「………」

　きつく嚙かみしめたリカードの唇くちびるから洩もれる声はなく、しばらくの沈黙のあとで彼は一言だけ言葉を口にした。

「……俺は役に立たないか？」

「少なくとも、今回の件に関してはな」

　ためらいもせずにアルヴィンは答えを返し、リカードは弾はじかれたように顔を上げる。

　アルヴィンに向けられた目には実力を認めてもらえない悔しさよりも、力になれない失意が色いろ濃こくにじんでいた。

　ぐっと顔を歪ゆがめると、リカードは勢いよく踵きびすを返して生徒会室を出て行く。

　開け放たれた扉とびらを、アルヴィンは椅い子すに腰こしを下ろしたまま身動きもせずに見つめていた。

　がらんとした部屋の入り口に向ける瞳ひとみに表情はなく、わずかに寄せられた眉まゆに漂ただよう憂ゆう慮りよの気配だけが彼の内心を知る手がかりだった。
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「くそ……っ！」

　足早に学園の構内を歩きながら、リカードは胸の中で燻くすぶり続ける感情を吐はき出すように呟いた。

　お前は役に立たない、とアルヴィンに宣告されたことが悔しくてならなかった。

　それ以上にアルヴィンたちが直面している問題に、手も足も出ずただ傍ぼう観かんするより他にない自分の力のなさが悲しかった。

（わかってる……俺なんかが手を貸さなくたって、アルヴィンなら上手うまくやれることくらい）

　知識や経験で、アルヴィンを上回る存在というのはそういないだろう。なにしろゆうに数百年は生きている吸血鬼である。

　こと頭を使う方向で、リカードがアルヴィンに手を貸せることなどありはしない。

　少しは自信のあった剣の腕うで前まえに関しても、特別視するようなものではないとあっさり切って捨てられた。

（他に取り柄がないことなんて、重々承知してるさ。俺くらいに剣の使える奴やつだって、探せばいくらでも見つかるだろう……）

　沈しずんだ気分で足元を見つめながら、リカードは機械的に足を動かしていく。

（だけど、どんな小さなことでもいいから力を貸したいって思うのは間ま違ちがってるか？　大変な目に遭あっている奴がいるなら、誰だれだって助けになりたいって思うはずだろ。それすらも迷めい惑わくだっていうのかよ？）

　悄しよう然ぜんとした足取りで、リカードは自分の生活する寮へと向かって歩いていく。

　傾かたむいた日は地平に近づき、うっすらと朱しゆを帯びた光が街路を染めている。長く伸のびた建物の影かげから出ると、金色の日差しがリカードの目を鈍にぶく刺さした。

　わずかに細められたリカードの目が、ウェスペルの外へ延びる道に向けられる。

　南にある正門ではなく、森の中にある東門に繫つながる道だった。普ふ段だんは使用されてはおらず、門の木戸にも鍵かぎがかけられている。

　唯ゆい一いつ使われるのは野外学習の実習地への往復で、ほんの一時間ほど前に通ったばかりの道をリカードは複雑な心境で眺ながめやった。

「結局、俺にできるのは手伝いの雑用くらいか……」

　苦い思いのこもる呟きを放って、寮へ向かおうとしたリカードの足が止まった。

　人ひと気けのない道の先を、門の方向へ進んでいく人ひと影かげが見えた気がしたのだ。

　訝いぶかしげに寄せられたリカードの眉が小さく動いたのは、人影が山歩きでもするような荷物を背負っていたためだった。

　一いつ瞬しゆん、野外学習の生徒が一人残っていたのかとも思うが、リカードは首を振ふってその考えを否定する。生徒は全員揃そろっていることが点呼で確認されたはずだ。

（じゃあ、誰が……？）

　胸に浮うかんだ疑念に導かれるように、リカードは人影を追う形で歩き出していた。

　距きよ離りがあるため人影はリカードに気づきもせず、木々の間を延びる道を一定の歩調で歩んでいく。足取りに焦あせりは見えないが速度はかなり速い。

　見失わないようにリカードも足を速め、人影に続いて森の中へ踏ふみ込んでいく。

　前方に見え隠かくれする人影を追って道を進んでいくと、やがて前方にウェスペルの境界を示す石いし塀べいと小さな木戸が見えてくるのがわかった。

　野外学習の生徒が戻ったことで、門はいつも通り閉ざされて鍵もかけられている。

　門の前で足を止めた人影が、懐ふところから鍵を取り出す。同時に目立たぬ服装をした相手の横顔を見て取って、リカードは思わず声をあげそうになった。

（あれは──トリア!?）

　目を見開いたリカードの視線の先で、トリアは木戸にかけられた錠じようを鍵で開ける。

　開いた錠をそのままに、木戸だけを閉めて出ていくトリアをリカードは動くこともできずに見送った。

（まさか……いや、でも）

　人目を避さけるようにしてウェスペルを出ていったトリアの姿──それを見てリカードが思い出したのは、鉄爪熊の襲しゆう撃げきのあとに彼が見せた不ふ審しんな行動だった。

　迷いを瞳にのぞかせたまま、リカードは閉じられた木戸に歩み寄っていく。

　門の向こうの気配を探さぐりながら、そっと扉を押し開ける。隙すき間まからうかがってトリアの姿が近くにないことを確かめ、リカードは細く開いた扉の間に身を滑すべり込ませた。

（戻もどってアルヴィンに知らせたほうがいいんじゃないか……？　トリアが拾った瓶びんのことも、結局言いそびれちまったし）

　迷いを顔にのぞかせながら、道の先に見えるトリアを追ってリカードは歩き出す。

　首を突つっ込むなとアルヴィンに釘くぎを刺されたばかりだが、今戻ればトリアを見失ってしまうことになる。彼がなにか企たくらんでいるのなら目を離はなすのは得策ではないはずだ。

　トリアは黙もく々もくと歩みを進め、周囲の景色は次し第だいに深い森の奥へと変わっていく。

　実習地に向かうのは別の道であることに、リカードはやや遅おくればせながら気がついた。人が一人通るのがやっとの細い道だ。

（いったい、どこへ行くつもりなんだ……？）

　すでに追つい跡せきを始めてから一時間近くが経過し、あたりは闇やみに包まれ始めている。

　訝しさと不安が入り混じった呟つぶやきをリカードは胸の中で発し、同時に先を行く人影の様子が変わったのを見て取った。

「──っ！」

　足を止めて周囲を見回したトリアを、森の中から飛び出してきた影が襲おそう。

　黒っぽい毛並みをした犬ほどの大きさの獣けものだ。俊しゆん敏びんな動きで襲いかかる獣の牙きばを、トリアは地面に身を投げ出すようにしてかわす。

　起き上がったトリアの手には剣けんが握にぎられ、彼は膝ひざをついた姿勢で獣と向かい合った。

　山の中に生息する木グロウ狼ウルフと呼ばれる獣だろう。前に住んでいた村の近くでも何度か現れたことがあり、それほどの脅きよう威いではないことをリカードは知っている。

　──ただし、それは遭そう遇ぐうしたのが一いつ匹ぴきだけの場合だ。

「トリア！」

　藪やぶの中から飛び出した二匹ひきの獣が、背後からトリアに襲いかかるのを見てリカードは思わず声をあげていた。

　追跡がばれるという考えが頭の隅すみをかすめたが、頓とん着ちやくしている暇ひまはなかった。

　トリアはわずかに驚おどろいた様子を見せたものの、背後から襲いかかる獣に気づいて冷静に剣を振るう。鼻先を斬きられた獣が悲鳴をあげて後退し、残る二匹を剣で牽けん制せいしながらトリアは鋭するどい目つきでリカードを見やった。

「なぜ、君がこんなところにいるんですか!?　ウェスペルの外ですよ!?」

「そんなのはお互たがい様だろ！」

　腰こしに帯びていたままの剣を抜ぬき、リカードはトリアに走り寄る。

「それより、今はこいつらをなんとかしないと！」

　リカードの言葉と同時に、様子をうかがっていた木狼が飛びかかってくる。

　いつの間にか木狼は数を増やし、六匹ぴきがリカードとトリアの周囲を囲んでいた。リカードは襲いかかってきた木狼の顎あごを跳はね上げた剣けん先さきで切り裂さく。

　返した刃やいばは逆の方向から迫せまっていた一匹の脳天に振り下ろされ、情けない悲鳴に背を向けてリカードは次の相手に向き直る。

　トリアも負けずに剣を振るっていたが、リカードに比べると太刀たち筋すじに鋭さはなかった。

　かろうじて獣を近づかせないのが精せい一いつ杯ぱいで、内心訝しく思いながらもリカードは次々と襲いくる獣を撃げき退たいしていく。

　並の相手ではないことを悟さとったのか、やがて木狼の群れは二人の側そばを離れていった。
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　出方をうかがうように距離をおき、身を翻ひるがえして森の中へ消えていく。容易に仕留められない獲え物ものには拘こう泥でいしないのが野生に生きる獣の知ち恵えだ。

　木狼の姿が残らず見えなくなると、リカードはほっと息を吐はいて剣を鞘さやに収めた。

　緊きん張ちようの糸が切れたことで、今いま更さらのように全身に疲ひ労ろうが押し寄せてくる。

（そういえば、今日は朝から動き回ってばっかりだったよな……鉄爪熊とも戦ったし、実習地からウェスペルまで歩かされもしたし）

　半ば現実逃とう避ひに近いリカードの思考を遮さえぎったのは、後方から投げられたトリアの冷ややかな声だった。

「……それで、君がここにいる理由は説明してくれるんですよね？」

　忘れていたかった現実に否いや応おうなく直面させられ、疲つかれとは理由を異にするぎこちない動きでリカードはふり返った。







「なにを考えているんですか、君は？　自分がやっていることの意味を正確に理解しているんですか？」

　棘とげだらけのトリアの声に、リカードは身を縮めながらおおよその経緯いきさつを説明した。

　トリアに疑いを抱いだいているという部分だけは除外した上である。ウェスペルを出ようとしているところを目もく撃げきし、気になってあとをつけてきたと告白するリカードにトリアは眉み間けんを指で押さえて深いため息をついた。

「追跡されているのに気づきもしなかったなんて……周囲への警けい戒かいは怠おこたっていなかったつもりなんですが」

　沈ちん痛つうな表情でトリアは呟き、リカードはやや慌あわてたように言葉を追加する。

「ま、まぁこっちも見つからないように気を配っていたわけだから……」

「多少気を配った程度の素人しろうとにも気づけないようでは、警戒している意味などありませんよ。森の中にばかり気が向いていたとはいえ……」

　むっとした気配がリカードの顔をよぎるのを見ようともせず、顔を上げるとトリアは冷たく言い放った。

「僕の不ふ手て際ぎわでもありますし、ここまで勝手についてきたことは不問にします。ですから、今すぐ来た道を戻ってウェスペルに帰りなさい」

「帰れって……じゃあお前はどうするんだよ!?　さっきみたいに獣にでも襲われたら、一人で撃退できるのか!?」

「あれは間が悪かっただけですよ。木狼はこのあたりには多くはありませんし」

　突き放す響ひびきを帯びた声に、リカードは思わず眉まゆを吊つり上げて言い返す。

「だけど実際出くわしたじゃないか！　また同じようなことがないって、どうして言い切れるんだよ!?」

　食い下がるリカードを、トリアは煩わずらわしげに眉をひそめて見つめやる。

「なにをそんなにむきになっているんです？　僕を一人にしてはおきたくない理由でもあるんですか？」

「り、理由なんてなにも、そんなことは……！」

　ぎくりと表情を強こわ張ばらせ、リカードは慌てて首を横に振ふってみせた。

　トリアの目に浮うかぶ疑念の色が濃こくなり、さらなる追つい及きゆうを防ぐためにリカードはやや語調を強めて続ける。

「お前こそ、こんなところでなにしてるんだよ!?　妙みようにこそこそ一人で行動して……人のことなんか言えるのか!?」

「それを君に答えなければいけない理由がどこに？」

　逆に質問する形で返された答えは、きっぱりとした拒きよ絶ぜつの意を表していた。

　答える義理も必要もないと、あまりにも明めい瞭りように告げる声と態度にリカードは思わず鼻白んだ表情をのぞかせる。

「僕の目的がなんであれ、君に明かす必要はありますか？　単に興味を引いたというだけで、勝手に人のあとをつけてくるような人物に」

「別に、それだけってわけじゃ……」

「でしたら、僕のあとをつけてきた理由をまず君が話してください。さぞ立派な理由があるのでしょう？　ウェスペルで大人しくしているようにという、アルヴィンの言葉を無視するほどなのですから」

「それは……」

「話せないなら、黙だまってウェスペルに戻もどることですね。君の助けなど僕は必要としていませんし、少し頭を冷やして自分が置かれている状じよう況きようを考えてみるといい──今ウェスペルを出るということが、どれだけ危険な行こう為いなのか」

　温ぬくもりのかけらも帯びていないトリアの言葉を、黙って聞いていたリカードの目にちらりと訝いぶかしげな光が浮かんだ。

「……危険な行為？　ウェスペルの外が危険ってことか？」

　しまったと言いたげな表情が、トリアの瞳ひとみの奥深くを一いつ瞬しゆんかすめる。

　表情の変化は気のせいかと思うほどにわずかだったが、リカードは目ざとく見て取ってトリアに食ってかかった。

「放火犯がまだこのあたりをうろついてるってことか!?　だったら、お前一人で行動するのも十分危ないことなんじゃ!?」

「君に心配されるいわれはありません。黙ってウェスペルに戻っ──」

「そんなこと言われて放ほうっておけるかよ！」

　問答無用の勢いで言い放ち、思わず言葉を吞のんだトリアをリカードは揺ゆるがぬ意志を込めた瞳で見返した。

「知り合いが危ない目に遭あうとわかってて、放っておけるほど非情な性格してねえんだよ！　たとえお前が吸きゆう血けつ鬼きだろうと──木狼にも遅おくれを取るような奴やつ、一人で置き去りにしてウェスペルに帰ることなんてできるわけないだろ!!」

「なにを、馬ば鹿かな……」

「ああもう！　とにかく俺はついていくからな！　どうしても帰れって言うなら、また隠かくれてあとをつけていってやらぁ!!」

　開き直ったように胸を張って宣言するリカードを、トリアは目を丸くして見つめる。

「……君は馬鹿ですか？」

　ややあってトリアの口から出たのは、彼にしては珍めずらしく直ちよく截せつ的な言葉だった。呆あきれ果てたと言いたげな声に、リカードは怒いかりの色をのぞかせもせず堂々と胸を張って答えた。

「馬鹿だってことは重々承知の上だ」

　ついていく義理も義務もないことは、誰だれよりリカードがわかっている。

　トリアに対する疑いを理由とするのならば、いみじくも口にしたように隠れてついていけばいいだけのことだった。なにも正面から同行を宣言する必要などない。

「開き直りですか……いいです。もう暗くなってきているし、君を一人で帰して途と中ちゆうで迷子になられてはかえって困る。それに、君のお粗そ末まつな頭脳でも帰ったふりをしてついてくる程度のことは考えつくでしょうし」

　心の中を読み当てられて、リカードは知らずぎくりと背筋を強張らせる。

　そのためトリアの言葉の意味するところに気づくのが一いつ瞬しゆん遅おくれた。わずかな間のあと同行を認められたとわかり、リカードはトリアに向けた顔を輝かがやかせる。

「ただし」

　機先を制するように、トリアが口を開きかけたリカードに言い放った。

「ここから先、僕の指示には必ず従ってもらいます。反論も質問もいっさい認める気はありません。その条件が吞めないのなら殴なぐってでも置き去りにしていきます」

「わかった、条件を吞むから……！」

　冗じよう談だんの気配もない視線を向けられて、リカードはこくこくと何度もうなずく。

　トリアは視線に込めていた険をごくわずかに和らげ、ついてくるように身み振ぶりで示すと先に立って歩き始めた。

「では、もうしばらく先まで進みます。野営をするのに適した場所がありますので」

　それだけ言ってふり返りもせず歩み出すトリアを、リカードは慌てて追いかける。

　傾けい斜しやの緩ゆるい坂道をしばらく登り、一転して下っていった先にあった小さな空き地でトリアは足を止めた。

　空き地の隅すみに積まれた枯かれ枝を使って、手早く火を起こす準備をする。

　枝の張った木の下で焚たかれた火に荷物から出した鍋なべをかけ、慣れた手つきで食事を作るトリアをリカードはやや意外そうに眺ながめた。

「……なにか？」

「いや……慣れているなと思って」

「君も受けたばかりでしょう、野外学習。この程度は誰でもできることですよ──君にだってできることじゃ？」

「まぁ、できることはできるけど……」

　リカードの声に微び妙みような響きがのぞいたのは、トリアが他の生徒に混ざって野外学習を受けている姿が想像できなかったためだ。

　ましてやアルヴィンが、自分の手で天幕を張ったり料理をしているところなんて──

「……ほら、さっさと受け取ってください。冷めます」

　頭の中の想像に気を取られ、リカードはトリアが差し出した皿に一瞬気づかなかった。

　木製の深皿の中では塩しお漬づけ肉と干し野菜を使った穀物粥がゆが、食しよく欲よくをそそる匂においとともに湯気を立てている。

「……え？」

「空腹でへばられてはこっちが迷めい惑わくします。食器は一人分しかありませんから、さっさと食べて返してください」

　押しつけられた皿を受け取り、リカードは礼を言って添そえられていた匙さじを取る。

　トリアは別に用意していたカップを手に、焚き火で温めていた保存用の硬かたいパンを口に運び始めていた。

　粥を食べながらその姿を見やるリカードの頭に、ふと浮かび上がった疑問があった。

「トリア……お前、普ふ通つうに食事を摂とるのか？　吸血鬼なのに……？」

　ちぎったパンを口に運ぶトリアの手が止まり、少しの間のあと感情を排はいした声がリカードの問いかけに答えた。

「……吸血鬼だ、と言った覚えは一度もありませんが？」

「いや、だって……生徒会の役員は吸血鬼だって、アルヴィンが……」

「正確には、今期の生徒会の役員は『ほぼ全員が』吸血鬼です。君の頭では覚えていられなかったのかもしれませんが、アルヴィンは確かにそう言ったはずですよ」

「え？　じゃあ……」

　吸血鬼以外の種族なのか、と問おうとしたリカードにトリアは静かに告げた。

「僕は人間です。人間であることに誇ほこりも感謝の念も持ってはいませんが」

　告白の内容よりも、まるで温かみを感じさせない声で付け加えられた言葉にリカードは目をむいてトリアの顔を見つめた。

　人間であることを恨うらんでいるような、冷たく重い響ひびきをまとった声だった。

「どうして……人間なのに、そんな……？」

　リカードの反応から自らの声ににじんだ感情に気づいてか、トリアはわずかに目を伏ふせるとそっけない口調で言った。

「別に、人間がアルヴィンの側そばにいたところでおかしくないでしょう？　彼は人間と吸血鬼の共存を望んでいるのですから」

　返されたのはリカードの問いかけが求めるものとはやや異なる答えだったが、あえてそれを指し摘てきすることはできなかった。

「自分に危害を加えないとわかっている相手を恐おそれる必要もありません。簡単に失われる人の理性よりもはるかに強固な精神で、アルヴィンは自分自身を律している。それに、たとえ──糧かてとして僕の命が奪うばわれることがあっても、アルヴィンを恨むつもりは毛頭ありません」

　むしろ本ほん望もうだと言うように、トリアの口元に混じり気のない笑みが浮うかぶ。

「僕はアルヴィンに命を救われました。この血も、この命も彼がいなければすでにこの世には存在していない。だったら、彼のために使われるのは当然のことでしょう」

「……お前」

　呆ぼう然ぜんとリカードは声を発したが、トリアは顔を向けようともしなかった。

　狂きよう信しん的ともいえる言葉を口にしながらも、トリアの瞳ひとみにはしっかりとした理性の光が宿っている。口を挟はさめないものをその瞳に感じ、言葉を吞みこむリカードにトリアは言った。

「……食事が冷めますよ」

　話の流れを完全に無視した一言に、リカードは思わず目を瞬またたかせる。

　手にした深皿にようやく視線を戻もどし、湯気が消えかけているのを見てリカードは慌あわてて匙を粥の中に突つっ込んだ。

　味わう余よ裕ゆうもなく七割ほど口に運んだところで、リカードはぎこちなく口を開いた。

「あのさ……トリア。アルヴィンがお前の命を救ったって……本当か？」

「噓うそをついてどうするんです、そんなこと」

　先程以上にそっけない口調で、トリアは投げられた問いを叩たたき落とす。

「どういう状じよう況きようだったかは知らないけど……命を救ってもらったからって、殺されても文句はないなんて簡単に言うべきじゃないと思うぜ。まるで、アルヴィンを信じてないみたいに聞こえる……」

「……信じていない？」

　細くはっきりとした眉まゆを、トリアはごくわずかに持ち上げる。

　明らかな不快感をのぞかせた表情だったが、リカードは手元の深皿に落とした視線を向けることなく言った。

「アルヴィンを信じていたら、命を奪われるなんて考える必要ないことだろ？　あいつは人を襲おそったりなんかしない。たとえ話でも、万が一でも、そんなこと言わないでやれよ」

　吶とつ々とつと語るリカードを見やるトリアの視線が、見る見る冷ややかなものになっていく。

「君に……そんなことを言われる覚えはありませんね」

　氷の響きをまとった声に、弾はじかれたようにリカードが顔を上げた。

「吸きゆう血けつ鬼きについて、君はどれだけのことを知っているんです？　つい最近までただの悪あつ鬼き──人間の天敵だとしか思っていなかった君が？」

「それは……！」

「吸血鬼が人を襲うのは吸血鬼の本能ですよ。どんなに理性で抑おさえ込もうとしても、たやすく抑えきれるものではない。その程度の理解も覚かく悟ごもなく、アルヴィンの表面だけを見て『人を襲ったりなんかしない』ですか？」

　反論を差し挟む隙すきもない口調で言い切り、トリアは瞳に皮肉な笑みをのぞかせた。

「アルヴィンが一度でも血を吸うことがあれば、きっと君はすぐさま手のひらを返したように裏切り者と罵ののしって、彼を狩かる側へ回るんでしょうね」

「そんなこと……！」

　かっとして言い返したリカードだが、最後まで続けることはできなかった。

　心の奥まで見み透すかすようなトリアの眼差しが、勢いだけで「ない」と言い切ることをためらわせた。

「元来、吸血鬼は人間の天敵です。本能のままに生きるのであれば、吸血鬼は必ず人間を殺す──人間が人間を殺すのと同じように」

　思わず口ごもるリカードに、トリアは瞳にのぞかせた笑みを消して言い放った。

「人間は人間を殺しますよ。怒いかりや憎にくしみで、恐きよう怖ふで、欲よく望ぼうで、時に自分の身を守るため──あるいは誰だれか大切な相手を守るため、人と争い人を殺す。違ちがいますか？」

「………」

「吸血鬼が人間を襲うのが本能なら、人間が人間と争うのだって本能です。吸血鬼に対たい抗こうするのだって、その本能が形を変えただけのものに過ぎないのかもしれない。吸血鬼は人から生まれたものなのですから」

　リカードは身動きもせず、彼の言葉に耳を傾かたむけるしかなかった。放たれた言葉の衝しよう撃げきが大き過ぎて、まともに言葉を口にすることさえできなかった。

（いや……）

　鈍にぶった思考の片かた隅すみで、リカードは自分の身体からだに起きている異変を自覚する。

（頭が、うまく回らない……？　トリアの台詞せりふのせいじゃない、さっきから……急に、考えがまとまらなく……なって）

　意識を急激に侵しん食しよくしていく眠ねむ気けが、異変の正体であることにリカードは気づく。

　ぐらりと視界が傾き、手に持っていた深皿が中身ごと地面に落ちた。頭の隅すみをもったいないという思いがかすめ、同時にリカードは一つの可能性に思い当たった。

（まさか……薬でも盛られた!?）

　愕がく然ぜんとするリカードだったが、すでに全身の感覚が遠いものとなっていた。

　抵てい抗こうもなく地面に倒たおれ、ぶつけた身体の痛みさえもはっきりしない。急速に薄うすれていくリカードの意識に、先程と変わりなく響くトリアの言葉がかろうじて届いた。

「吸血鬼だから人間を殺すのではなく、人間だから人間を殺すのですよ。自分のために他者を犠ぎ牲せいにするのは、人間だろうと吸血鬼だろうと変わりはしない。自らの意志でその本能に抵抗しない限り──あらゆる言い訳を並べて、人間は人間を犠牲にし続ける」

　感情の揺ゆれが一片たりとも存在しない声こわ音ねで、トリアは容よう赦しやない現実を突きつける。

「後々のことを思うなら、君をここで殺しておくのが最も賢かしこい方法なのでしょうね。吸血鬼にとっても、人間にとっても……君の存在は最大の切り札であり脅きよう威いでもある」

　どういうことだ、という思いがリカードの胸をよぎるが言葉にはならなかった。

　すでに指一本動かせないリカードの側に屈かがみ込んで、トリアは地面に落ちていた深皿と匙さじを拾い上げる。

　呟つぶやくようにトリアが口にした、言葉の断片だけがリカードの耳に残った。

「アルヴィンの……さえなければ……」

　言葉の意味を考える余裕もなく、リカードの意識は闇やみに吞のみこまれる。

　横たわったまま動かないリカードを、トリアは冷たい眼差しで見下ろした。その瞳には先程まではなかった感情の色がのぞいていたが、意識を失ったリカードの目には決して触ふれることはなかった。







「う……ぅ」

　喉のどの奥から唸うなり声を洩もらし、リカードはゆっくりと瞼まぶたを開いた。

　一いつ瞬しゆん、ここはどこかという考えが頭をよぎるが、すぐに意識を失う直前のことが記き憶おくによみがえってくる。

「──あいつ！」

　思わず身を起こそうとして、リカードは身体が上手うまく動かないことに気がついた。

　全身を包み込んでいる毛布と、その上から巻き付けられた縄なわが原因だ。まるで芋いも虫むしのような格好で、葉を茂しげらせた灌かん木ぼくの下に押し込められている。

　自分の置かれている状況を把は握あくするのと同時に、リカードの顔が真っ赤に染まる。

「あの野や郎ろう……っ！　人のことをなんだと思って……!?」

　唸りながらリカードは縄を外そうともがくが、しっかりと縛しばられているらしく結び目が緩ゆるむ気配もなかった。暴れたせいで灌木の葉が顔に当たり、リカードは苛いら立だちと怒りでさらに顔を紅潮させる。

「ちくしょおおおおっ！　こんなもんで、俺があきらめると思ってんじゃねえええっ!!」

　茂みを揺らしながらごろごろと転がり回り、わずかに縄が緩んできたところで強ごう引いんに毛布の中から抜ぬけ出す。

　息を荒あらくするリカードの目に、自分と一いつ緒しよに毛布の中から出てきた一枚の紙片が触れた。

　誰が入れたものかは、考えるまでもなく明らかだ。皺しわだらけになった紙にリカードは視線を落とし、同時に髪かみが逆立つかと思うほどの怒りを感じた。

『ウェスペルに戻もどりなさい』

　思わず破り捨ててしまいそうになったが、八つ当たりしたところでなにも解決しないと思い直して乱暴に紙をポケットに突つっ込む。

　煮に立たちそうな頭を深呼吸で懸けん命めいに冷やし、リカードは灌木の下から這はい出すと慎しん重ちように周囲を見回した。

　完全にあたりは暗くなり、ほのかな月明かりだけが木々の輪りん郭かくを浮うき上がらせている。

　足元に気をつけながらリカードは移動し、しばらく歩き回ったところで野営に使った空き地を発見した。

　もちろんトリアの姿はなく、焚たき火も完全に消し止められている。

　土を被かぶせた焚き火の跡あとに触さわるとすでに冷えており、消えてからかなりの時間が過ぎていることがわかった。

「……くそっ、最初から俺を騙だますつもりだったのか」

　悔くやしまぎれの呟きをリカードは放つが、追つい跡せきする手段が断たたれたのは確かだった。

　空き地の先にはこれまでのような道はなく、どの方向へ向かったのかという手がかりがなければあとを追うことはできない。勘かんまかせに追いかけたところで、もと来た方向もわからなくなるのが関の山だ。

（くそ……ここまでなのか？　結局なにもわからないままかよ？）

　トリアの行き先も、目的も──本心も、結局明らかにすることはできなかった。彼が人目を避さけるように瓶びんを拾った理由も、ウェスペルの生命線ともいえる霊果ロアを狙ねらって行われた放火と彼が無関係なのかどうかも。

（──ただ、一つだけ言えることがある）

　アルヴィンに対して、トリアが抱いだいている絶対的なまでの信しん頼らいと尊そん崇すうの念。

　たとえ命を奪うばわれようと、アルヴィンを恨うらむつもりはないと言い切ったトリアの表情に噓うそはなかった。

（あいつがアルヴィンを裏切ることは──どんなに考えてもありそうにない。でも、だったらどうして……あいつはどこに、なにをしに行こうとしてるんだ？）

　どれだけ考えても答えは得られず、リカードは頭を抱かかえてその場にしゃがみ込む。

「ああもう……どうすりゃいいんだよ!?　俺は……」

　まとまらない思考を振ふり払はらうように声をあげた時、リカードの耳にすぐ後ろから飛び込んできた声があった。

「はぁ？　どうするって、なにを？」

「──ぬぁっ!?」

　思いもかけなかった返答に、リカードはつんのめって驚おどろく。

　顔から地面に突っ込みそうになるのを寸前で阻そ止しし、両手と両りよう膝ひざをついた姿勢でリカードはふり返った。

「……ディス!?」

　目を見開いたリカードに、獣けものの耳と尻尾しつぽをあらわにしたディスが手を振って答える。

「おう。ずいぶん探したぜ、リカード」

「探したって……」

　呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで、リカードは胸をそびやかせて立つディスを見上げる。

「俺を？　どうして……まさか、ウェスペルでなにかあったとか!?」

「阿あ呆ほう。お前が寮りように戻ってないって連れん絡らくがあったから、手の空いている奴やつ全員でウェスペルの内外探し回ってたんだよ。こんな場所をほっつき歩いてるなんざ、さすがに誰だれも想像してなかったけどよ……まったく、匂においに気づいた時は自分の鼻を疑っちまったぜ」

　顔をしかめて言ってから、リカードの鼻先に鉤かぎ爪づめの生えた指を突きつける。

「散々人に心配かけさせておいて、いざ見つけたら『ウェスペルでなにかあったとか!?』だもんな。なにかあったのかと思ったのはこっちのほうだ！　ウェスペルのことよりも自分のことをまず先に心配しろ！」

「……ご、ごめん」

　尖とがった鉤爪にやや注意を奪われながらも、ディスの剣けん幕まくに圧されてリカードは謝罪の言葉を口にした。

　探し回っていたというディスの言葉に申し訳なさを感じたためでもある。

　わずかに肩かたを落としたリカードにディスは目の色を和らげると、リカードの鼻先に突きつけた手を頭に移動させてがしがしと乱暴に撫なでやった。

「……まぁ、とにかく無事で良かったさ。アルヴィンの奴なんて、寮にも学校にもお前の姿がないとわかった時は倒たおれそうな顔色になってたからな」

　撫でるというより脳天を振り回されて、リカードは危うく目を回しそうになる。

　抗こう議ぎの声をあげようとして、ディスが口にした言葉の一部が聞き逃のがせない内容であることに気がついた。

「アルヴィンが……倒れそうな顔色？　噓だろ!?」

　考えるよりも早く、リカードの口から言葉が飛び出す。

　慌あわててリカードは手で口を覆おおったが、ディスは腹を立てた様子もなく金緑色の瞳ひとみに意味ありげな笑みを浮かべてみせた。

「見せたかったぜ、あの時のアルヴィンの顔──怒いかりのあまり完全に血の気が引いて、今にも卒そつ倒とうするんじゃないかと思ったくらいだ」

　俺は二度と見たいとは思わんが、とディスはうそぶくような口調で付け加える。

　頭の中にありありとその光景が思い浮かび、背筋に冷水を浴びた思いでリカードはぶるりと身を震ふるわせた。

「今回のことに関しては明らかにお前が悪い。ウェスペルに戻ったら、特大の雷かみなりの一つや二つ落とされる覚かく悟ごをしておくんだな」

　深くうなだれたリカードの肩を、慰なぐさめるようにディスは二、三度叩たたく。

「それより、なんだってウェスペルの外へ出たりなんかしたんだ？　野外学習でなにか忘れ物でもしたのか？　にしては、ずいぶん方向が違ちがうが……」

　軽い口調で尋たずねるディスに、リカードは現状を思い出して勢いよく顔を上げた。

「そうだ、トリアが……！」

「トリア？　あいつがどうかしたのかよ？」

　慌てて周囲を見回すリカードに、きょとんとした顔でディスは言葉を投げやる。

　ディスの顔に視線を戻し、リカードは戸と惑まどい以外の表情がそこにないのを見て取った。一いつ瞬しゆん迷ってから、自分がトリアを追ってきたことをリカードは伝えた。

「……トリアを追いかけてここへ？　あいつ、いったいなにをやってるんだ？」

「それを聞きたいのはこっちのほうだ！　一人でこそこそ行動して、俺にも黙だまって帰れの一点張りで……あげくに一服盛ってここに置いていったんだからな！」

「そういうことを言ってるわけじゃないんだが……」

　ほりほりと顎あごを搔かくディスを尻しり目めに、忘れかけていた怒りがよみがえってリカードは憤ふん然ぜんと声をあげる。

「それもご丁てい寧ねいに、毛布と縄なわでぐるぐる巻きに縛しばり上げて！　人のことをなんだと思ってるんだ!?　そんなに俺が信用ならねえのかよ──それとも本当に、人に知られたら困るような後ろめたいことでもやってんのか!?」

　怒りと苛いら立だちのままに言葉を吐はき散らし、息を荒あららげながらリカードはディスを見る。

　異様にぎらついた目にディスは気け圧おされるものを感じ、及および腰ごしになったところでリカードが荒い語調のまま声を放った。

「ディス──手を貸してくれ！　トリアを追いかけたいんだ！」

「追いかけるって、お前……」

「俺の居場所を突つき止められたあんたになら、ここからトリアがどこに向かったのかわかるんじゃないのか!?　あいつを放ほうっておくわけにはいかないんだ！　あいつがアルヴィンを裏切ったりするなんて、とても考えられないことだけど……」

　表情を歪ゆがませてリカードが口にした言葉に、ディスは吊つり気味の目を丸くする。

「トリアの奴がアルヴィンを裏切る？　そりゃ、太陽が西から昇のぼったって冬の次に秋がやって来たって起こり得ないことだぜ!?」

「わかってるよ！　俺だって疑いたくなんかない！　だけど、あいつ……」

　握にぎり締しめた拳こぶしに視線を落として、リカードは硬かたい口調で自分が目にしてきたものをディスに説明する。

　鉄爪熊が生徒を襲おそった場所のすぐ近くで、人目を忍しのぶように空の瓶を拾い上げたこと。

　普ふ段だんは使われていない門を通って、ウェスペルの外へと出て行き──追ってきたリカードを強引な手段で置き去りにしていったこと。

「単なる勘かん違ちがいならそれでかまわない。だけど、もし……あいつが今回の放火に関係しているなら、このまま放っておいていいわけがないだろ！」

「いや、それは……」

「あんただって、トリアがここに来ていることを知らなかったじゃないかよ！　アルヴィンの命令で動いているなら、どうしてこそこそ人目を避さける必要があるんだ!?」

　遮さえぎりかけたディスの言葉を圧して、リカードの声がしんと冷えた森の空気を揺ゆらす。

　ディスは渋しぶい顔つきで、しばらく考え込んでいる様子だった。やがて彼はあきらめたようにため息をつき、リカードの目を見返して言った。

「本気で……トリアがアルヴィンを裏切ってると思っているのか？」

「……わからない」

　目を伏ふせて、リカードは正直な気持ちを口にした。

「だから、追いかけて確かめたいんだ。それにあいつ、木狼の群れにも一人じゃ対たい抗こうできないみたいだった……ウェスペルの外は危険だとも言ってた！　あいつは吸きゆう血けつ鬼きじゃなくて普ふ通つうの人間なんだろう!?　このまま一人になんてしておけるかよ!!」

　リカードの声にトリアの身を案じる響ひびきが混ざっているのに気づき、ディスは目の色をわずかに和らげる。

「確かに、俺はトリアがウェスペルの外で動いていることを知らなかった……バタついていて気づかなかったって可能性もあるがな」

　浮うかびかけた微笑を消し、真しん剣けんな顔をリカードに向けてディスは口を開いた。

「トリアがアルヴィンを裏切ったり、ウェスペルに不利益をもたらすような行動を取るわけがないとも思ってる。けど、一応事実を確認しておく必要がある。あいつが一人で行動しているならなおさらに、な」

「じゃあ……！」

　リカードの表情が明るくなるのを見て、ディスも口元ににっと笑みを浮かべた。

「とりあえず、トリアを探して話を聞くだけのことはしよう。そのかわりウェスペルに戻もどったら、お前がワガママを言って帰るのが遅おくれたってちゃんとアルヴィンに説明してくれよ。じゃないと、俺がアルヴィンに生皮剝はがされちまう」

　玄げん関かんの敷しき物ものになるのは真っ平だぜ、と告げるディスの口ぶりはあながち冗じよう談だんばかりとも思えなかった。

　微び妙みように引きつった顔で、リカードはうなずきを返す。

「わ……わかった」

　アルヴィンの怒りの矢や面おもてに立つのは勘かん弁べんしてもらいたかったが、ここで拒きよ否ひすれば即そつ刻こく連れ戻されることになるのは確実だ。それにディスの協力がなければトリアを追うこともできないと、リカードは内心で覚悟を固める。

「よし、それじゃあいつの匂においをたどってみるか！　けっこう時間はたっちまってるが、場ば所しよ柄がら他の人間の匂いもないからな。追いかけるのはそんなに難しくない」

　自信ありげに言い放ってディスは歩き出し、リカードは慌てて彼のあとに続く。

　道もない山の中、足早に進んでいくディスを追いかけるのは楽な作業ではなかったが、リカードの顔には心強い味方を得た笑みがあった。







　足を止めることなくディスは草や下した藪やぶを搔き分けて進み、半時ほどが過ぎたところで後ろを進むリカードに目をやった。

　ぜいぜいと息を荒らげているリカードの様子に気がついたためである。

「あ……悪い、ちょっと速すぎたか？」

「いや、いい……急いで、追いかけなきゃ……」

　言いながらも、リカードの顔には濃こい疲ひ労ろうの色が浮かんでいる。ほとんど走るような速度で傾けい斜しやのきつい山の中を──それも障害物を避けながら進んでいるのだから、ある意味当然ともいえた。

　なおも足を前に進めようとするリカードに、ディスは苦笑して背中を向けて屈かがみ込む。

「このままじゃ、トリアを見つける前にお前さんがへばっちまう。運んでやるから俺の背中におぶさりな。どうせ、たいした重さじゃねえんだし」

「い、いいよ……自分で歩く！」

「そんなふらふらの足じゃ、いずれ転んで斜しや面めんを転げ落ちるはめになるぞ！　そうなってから回収するほうがよっぽど手間だ。先を急ぐって言うんなら、変な意地を張らないで素直に背負われとけ！」

　辞退しようとするリカードにディスはやや顔を恐こわくして言い放ち、迫はく力りよくに圧される形でリカードは向けられた背中に身を預ける。

　ひょいとリカードを背負い上げ、ディスは屈んでいた姿勢から身体からだを起こした。

　肩かた越ごしに向けられたのは笑みを含ふくんだ視線で、リカードは先程の表情がディスの演技だったことを知った。

「ま、少し体力が戻るまでそこで休んでろ──元気が出たらまた走りゃいいんだからよ」

「……体力が戻ったら、すぐ下ろしてもらうからな」

　ディスは微笑してうなずくと、先程よりも速度を上げて歩き出す。歩調は歩くと走るの中間くらいで、人間一人背負っていても足取りに危うげなところはない。

　身体に伝わる振しん動どうと、顔を叩たたく夜風を感じながらリカードはおもむろに口を開いた。

「あのさ、ディス……」

「なんだ？」

　息一つ乱さず、ディスは前を向いたまま声を投げ返す。

「トリアは……アルヴィンに命を助けられたって言ってた。アルヴィンに救われた命だから、アルヴィンのために使うのが当然だって。あの言葉……とても俺には、噓うそを言ってるようには思えなかった」

「そりゃそうさ、噓でなんかあるわけがない」

　ディスは小さく笑って、肩越しに視線と声をリカードに投げ返す。

「さっきも言ったろ、トリアがアルヴィンを裏切るなんて太陽が落っこちてきてもあり得ないことだって」

「そうだっけ？　微妙に言い回しが違ちがったような気が……」

「細かいことは気にすんなって。トリアは子供の頃ころから、アルヴィンを親代わりにして育ってきたようなもんだからな。少々行き過ぎなきらいもあるくらい、アルヴィンのことを尊敬している。まぁ、口ではけっこううるさいことも言うんだが」

　アルヴィンも妙みように抜ぬけているところがあるからな、とディスは声を殺して忍び笑う。

「アルヴィンに育てられたって……トリアの両親は？」

「さぁ、亡なくなったとしか聞いてないな。アルヴィンが旅先で見つけて、身よりもなかったから連れてきたと……うちじゃ珍めずらしくもない話だけどな。俺もガキの頃に親が死んで、一人で放ほう浪ろうしてるところをアルヴィンに拾われたクチだし」

「そうなのか？」

　やや驚おどろいたように目を丸くするリカードに、ディスはおうともよ、と深刻さの感じられない口調で言う。

「正直、最初は何様とか思ったりもしたけどな。人の首根っこ引っ捕つかまえて『お前は獣けものか？』なんて抜かしやがるし……さらに『この小こ汚ぎたない生き物をきれいにしてやれ』とか言って、沸わかした湯の中にドボン、だぜ？」

「あ～、なんかその光景が目に浮かぶような……」

　リカードはディスから視線を外してあらぬ方向を眺ながめやる。肩かたを揺らして笑いながら、ディスは「だろう？」と声を投げた。

　その目の奥に浮かぶ、苦さとも懐なつかしさともつかない光にリカードは気づかなかった。

「まぁ、こっちも気が立って散々暴れたあとだったからな。本気を出したアルヴィンには手も足も出なかったが……」

「そんなに強かったのか、アルヴィンって……」

「俺がガキの頃の話だぜ？　かれこれ百年近く前になるか……今でも勝てるとは思えないが、多少はまともな勝負に持ち込めるだろうよ」

「……とことん反則だよな、吸きゆう血けつ鬼きって」

　ディスが口にした百年という言葉に、内心で衝しよう撃げきを受けながらリカードが言葉を返す。

　目の前の男性が齢よわい百歳前後のお年寄りという事実も驚きだが、体格にも身体能力にも優すぐれた彼がアルヴィンには勝てないと断言するのだ。

　常識の通用しない相手だとは理解してはいたが、もはや驚くより呆あきれる他ない。

　言葉を交わしながらも速度を落とすことなく、ディスは森の中を足早に進んでいく。

　途と中ちゆうで体力の回復したリカードが下ろせと騒さわぐ場面もあったが、暗い森の中では思うように進めないはずだと説得され、渋しぶ々しぶディスの背中に収まった。

　複雑な顔つきのリカードを背中に乗せて、ディスは相変わらず人一人背負っているとは思えない速度で森を進み──突とつ然ぜん、その足が止まった。

「……ディス？」

　問いかけるリカードに、鋭するどい目で周囲を見回しながら言葉を返す。

「おかしい。人の──トリア以外の人間の匂いがする」

「人間？」

「ああ。しかも複数だ……鉄の臭いもする。ちょっと急ぐぞ」

　険しい響ひびきを帯びた声を放つのと同時に、ディスは地を蹴けって勢いよく走り始めた。

　リカードが疑問を口に出す余よ裕ゆうもなかった。今までとは比べ物にもならない強きよう烈れつな振動に襲おそわれて、あげかけた悲鳴をこらえるのがやっとだ。

　背中の荷物を気にかけるそぶりも見せず、ディスはさらなる加速を続ける。

「……ちょ、ちょっとじゃねえだろ、これは！」

　その声もディスの耳には届いていないようだった。彼は厳しい顔つきで周囲を見回しながら足を進めていく。

　やがてディスが立ち止まったのは、なんの変へん哲てつもないように見える森の一角だった。

　梢こずえの切れ間から降り注ぐ月光が、木々の間に茂しげる下草を照らしている。

　リカードを背中から下ろして、ディスは下草を踏ふみ分けて進む。唇くちびるを引き結んだ彼の視線の先にあるものに、リカードはやや遅おくれて気がついた。

　──何者かに踏み荒あらされたと一目でわかる、乱れた下草の跡あと。

　はっきりと残された痕こん跡せきは、ここで誰だれかが争ったことを表している。少なくとも十を超こえる数の人間が、足元に気を払はらう余裕もなく動き回った証しよう拠こだ。

　近くの灌かん木ぼくには剣けんで切られた痕跡もあり、自然とリカードの表情は引き締しまった。

「ディス、これは……」

　声をかけようとした時、獣の耳をしきりに動かしていたディスが突然走り出した。

　草を蹴け立たてて走っていくディスを、見送りかけてからリカードは慌あわてて追いかける。

「──ディス!?」

　大声で呼びかけても、ディスはふり返ろうともしなかった。

　重ねて問いたくなるのをこらえて、リカードはディスの背中を追うのに集中する。全速力で走っているにもかかわらず、少しでも気を抜けば見失ってしまいそうな速度だ。

　どんどん距きよ離りを離はなしていくディスの姿に目を凝こらし、リカードは必死に足を動かす。

　あと少しで見失おうかというところで、ようやく前方のディスが速度を落とすのがリカードにはわかった。

　残る距離をほとんど気力で縮め、ディスの横で荒あらい息を吐はきながら足を止める。

「ど、どうしたん……」

　絞しぼり出すように発したリカードの声を、ディスは唇くちびるの前に指を立てる仕草で遮さえぎった。

　静かにするように身み振ぶりで示し、木々の向こうに視線を送る。ディスの視線を追いかけて、リカードは思わず声をあげそうになった。

　木立の途と切ぎれた先に見えたのは、剣を持った数人の男に囲まれたトリアの姿だった。
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「……っ！」

　あげかけた声を吞のみ下し、奥歯を嚙かみしめてリカードは走り出そうとする。

　寸前でディスの手がリカードの襟えり首くびを摑つかんで制止した。抗こう議ぎの目を向けるリカードに、彼は低く抑おさえた声を投げた。

「馬ば鹿か、無計画に突つっ込んでいく奴やつがあるか！」

「だって、トリアが……！」

　抜き身の剣を構えた男たちを相手に、トリアも剣を抜いて応戦しているが息は荒く足取りもややおぼつかない。衣服のあちこちに斬きられた跡があり、疲つかれと痛みで動けなくなる一歩手前のように見えた。

「俺が助けに行く。お前はここに隠かくれていろ！」

「でも……っ！」

　声を荒あららげかけたリカードの口を、ディスは手のひらでふさぐ。

　ディスの手を両手で摑んで剝はがし、低めた声でリカードは「俺も行く！」と宣言した。

「駄だ目めだ。お前を危険にさらすわけにはいかねえんだよ──あの程度の人数、俺一人でも楽勝だから心配すんな」

「でも、向こうは剣を持っているんだぞ！　お前一人じゃ……！」

　食い下がるリカードに、言い争う時間も惜おしいと思ったのか、ディスはわずかに眉まゆを寄せて考え込むと作戦を提案する。

「だったら──俺が奇き襲しゆうをかけるから、お前はトリアを連れて逃にげろ。あの様子じゃトリアは一人じゃ遠くには逃げられない。俺が敵の足止めをしている間に、できるだけ遠くまで逃げるんだ。適当に時間を稼かせいだら俺もお前たちを追いかける」

　できるか、と視線で問われてリカードは少しためらってからうなずく。

「お前も……ちゃんと逃げられるよな？」

　確かめるようなリカードの問いかけに、ディスは不敵な笑みをうかべて答えた。

「当たり前だ。俺が本気になれば追いつける奴なんかいねえよ。そのことはお前もよく知ってるんじゃないか？」

　自信をにじませたディスの声に、リカードもわずかに表情を緩ゆるませる。

　それ以上話し合いに時間をかけている余裕はなく、二人は目を見合わせると呼吸を合わせて行動を開始した。
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　二手に分かれて、交戦しているトリアと男たちに近づいていく。

　次々と斬りかかってくる男たちの刃やいばを、トリアは懸けん命めいに防いでいるところだった。男たちの動きには無む駄だがなく、声をかけ合うそぶりもないのによく連係がとれている。身なりはありふれたものだったが、集団で戦うことを前提とした高い訓練を積んでいるのがわかった。

（何者だ、こいつら……？）

　リカードの胸を、ちらりと疑問がかすめていく。

　だが男たちの正体について、考えを巡めぐらせている間はなかった。溜たまった疲ひ労ろうが動きを鈍にぶらせたのか、男たちの一人が振ふり下ろした剣をトリアは受け止め損ねる。

　かろうじて身をかわしたものの、大きく体勢を崩くずすことまでは避さけられなかった。

　地面に倒たおれ込んだトリアに向かって、さらに容よう赦しやのない攻こう撃げきが加えられる。かっと頭に血が上って、リカードが作戦も忘れて飛び出そうとした瞬しゆん間かん、

「ぐわっ！」

　黒い影かげが走り、トリアを斬り捨てようとしていた男の身体からだが吹ふっ飛んだ。

　男たちの間に動どう揺ようと警けい戒かいの気配が広がる。同時に、リカードは抑えていた気持ちをぶつけるように力ちから一いつ杯ぱい地面を蹴って走り出した。

　草むらの中で身体を起こしたトリアに、脇わき目めもふらずに駆かけ寄っていく。

　驚おどろきに見開かれたトリアの目がリカードの姿を映した。何事か言いかけるように口が動いたが、リカードは耳も貸さずにトリアの手を摑んで男たちの間を走り抜ぬけた。

　頭上に武器が振り下ろされるが、ディスの妨ぼう害がいを受けてリカードたちの身体には届かない。

「な……っ!?」

　トリアの声を背中で聞きながら、リカードはふり返ることもせず全力で走った。

「なにを……やっているんですか、君は！」

　切れ切れにトリアの声が聞こえたが、リカードに言葉を返す余裕はなかった。

　肩かた越ごしに見えるリカードの必死の形相から、それどころではないと思い直したのかトリアも口を閉じて足を動かすことに専念する。

　背後から聞こえる戦せん闘とうの物音が遠くなり、やがて二人の周囲は静けさに包まれる。

　耳につくのは自分たちの呼吸の音と、草を蹴け散ちらして進む足音のみ。十分な距離を稼いだと判断したところで、リカードは足を止めてトリアに目をやった。

　ぜいぜいと荒い息を吐くトリアは、リカード以上に疲ひ労ろう困こん憊ぱいした様子である。

　その場にくずおれそうなのを気力で支えている状態で、リカードはトリアを見やる目にやや申し訳なさそうな表情をのぞかせた。

「……君、は……本当に、なにを……考えてるん、ですか……」

　リカードの視線に気づいたのか、トリアが険しい顔で苦しげに言葉を放った。

「あ～、無理するなって。まずは少し休めよ」

　どこか気の抜けたリカードの口調に、わずかに眉を寄せながらもトリアは黙だまって荒い呼吸をくり返す。

　乱れていた呼吸が落ち着くのと同時に、トリアはリカードを睨にらんで声を発した。

「帰れ、と僕は伝えたつもりですよ？　どうして君がここにいるんですか──まさか字も読めないなんていうわけじゃないでしょう？」

「……置き手紙なら読んだよ」

　非友好的なトリアの態度に、いささか気分を害しながらリカードは言い返す。

「けど、あんなもんで納得して帰る気になれるわけないだろう！　なんの理由も説明もあったもんじゃねえし。お前、頭いいんだからその程度のこと自分で気づけよ！」

　リカードが放った最後の一言に、トリアの瞳ひとみがはっきりとした怒いかりの色を浮うかべた。

　摑まれたままのリカードの手を振り払はらい、きつい口調でなにか言いかける。しかしトリアの口から言葉が出るより、リカードが目を見開いて息を吞むほうが早かった。

「……そんな!?」

　リカードの視線を追って、トリアは木々の間に見え隠れする人の姿に気づく。

「まさか、さっきの連中……追ってきたのか!?」

　顔色を変えながらも、リカードは再びトリアの手を摑んで走り出した。

　ちらりと肩越しに確認した相手の人数は五人。全員が武装していることを見て取って、リカードは思わず恨うらみ言めいた声を洩もらす。

「ディスの奴、足止めするって言っておいて……全然足止めになってないだろうがよ！」

「いや、あれは……」

　手を引かれたまま、リカードの後ろを走るトリアが声をあげる。

　顔には不快そうな表情が残っていたが、そんな場合ではないとわきまえてかリカードの手を振りほどこうとはしなかった。

「おそらく別働隊です。手分けして森の中を捜そう索さくしていたのでしょう……」

　確信のこもるトリアの口調に、リカードの顔を訝いぶかしげな表情がよぎる。

　しかし悠ゆう長ちように問い質ただしている暇ひまはなく、諸もろ々もろの思いを言葉ごと吞み込んでリカードは前方を見み据すえて走る。

　リカードたちが走り出すのと同時に、背後の人ひと影かげも二人を追って走り始めていた。

　気取られぬよう、気配を殺して接近してきていたらしい。下草を蹴け散ちらして走るリカードの耳に、もはや隠そうともしない複数の足音が届く。

　表情に焦あせりをにじませながら、リカードは懸命に追っ手を振り切る方法を考える。

　走って逃げ切るか、どこかに隠れてやり過ごすか──前者はトリアの体力という不安要素があり、後者はかなりの部分で運任せになる。

（いっそのこと、どこかで待ち受けて迎むかえ撃うったほうがいいか……？）

　リカードの思考がやや物ぶつ騒そうな方向に傾かたむいた時、息を乱しながら走っていたトリアが注意するような声をあげた。

「リカード、前に……！」

　はっとして伏ふせかけていた目を上げると、リカードの行く手に人影が見える。

　回り込まれた、と理解したのは直後のことだった。ほとんど直感的にリカードは進路を変へん更こうし、草木の生おい茂しげる斜しや面めんを駆け上がっていく。

　乱暴に振り回される形になったトリアが、抗こう議ぎの声をあげるのにも気づかなかった。

　徐じよ々じよに傾けい斜しやのきつくなっていく斜面を半ば這はうようにして登り、視界が開けたところでリカードは足を止める。

「……っ！」

　止めざるを得なかった。リカードの前方──ほんの数歩も踏ふみ出せば届くところで、地面が途と切ぎれているのが見えたのだ。

　暗いせいもあって崖がけ下したは見えず、どのくらいの距きよ離りがあるのかもわからない。

　強張った顔でリカードは周囲を見回し、崖以外の方向に逃げ道がないか探し求める。しかし登ってきた方向からも、迂う回かいできそうな他の場所からもすでに追っ手が迫せまってきているのがわかった。

「……悪い」

　追っ手を見据えたまま、リカードは声だけをトリアに投げる。

　表情にも声にも、情けなさと悔くやしさがにじみ出ていた。とつさの判断とはいえ、逃にげる方向を選び損ねてみすみす追い詰つめられる結果を招いたのである。

　トリアはリカードの顔を横目に見やったが、非難の言葉を口にすることはなかった。

　その目には責めるような色もなく、トリアは黙って右手に携たずさえていた剣けんを構える。身み振ぶりで手を離はなすよう求められ、リカードはようやくトリアの左手を解放した。

　同時にリカードも腹を決めて、腰こしの剣を抜いて近づいてくる人影に向き直る。

　こうなれば、力ずくで突とつ破ぱする以外に方法はなかった。人数差や先程の男たちが見せた高い実力など、様々な考えがよぎるのをリカードは頭から締しめ出す。

　今はただ、目の前の相手に集中することを考えるのみ──そう思った時だった。

「リカード」

　森の中から進み出てきた人影が、リカードに声を投げる。

　呼びかけられるとは思わなかったため、リカードはぎょっとした顔になる。だが直後、彼の目は別の意味での驚おどろきに見開かれた。

「──お前っ!?」

「まさか、ここで君に会うとは思わなかった。けど……ウェスペルの中で守られているはずの君が、この場にいるというのは千せん載ざい一いち遇ぐうの機会だ」

　淡たん々たんとした声音で告げる人物の髪かみを、月の光が白っぽい灰色に染め上げる。

　瘦やせぎすの身体からだを包むのは簡素な衣服と革かわの鎧よろい。無造作に整えられた髪の上には鉄てつ片ぺんを縫ぬい込んだ額当てが巻かれている。

　穏おん和わな顔立ちをしているが、リカードに向ける薄うす緑みどりの瞳には険しい光があった。

「クライス……？　どうしてここに……!?」

　半ば呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたリカードの声を、少年──クライスは表情をかけらも動かすことなく受け止める。

　答えはなく、リカードはクライスの顔を見つめたまま荒あららげた声を放った。

「今回の件もお前の企たくらみなのか!?　霊果ロアの畑に火を放って、アルヴィンたちに人を襲おそわせようと……!?」

　問いに近い言葉ではあったが、リカードの声には確信めいた響ひびきが宿っていた。

　クライスはかつてアルヴィンに恨みを抱いだく吸きゆう血けつ鬼きをウェスペルに侵しん入にゆうさせ、両者の共とも倒だおれを図ったことがある。計画は失敗して吸血鬼は倒たおされ、生徒として潜せん入にゆうしていたクライスも逃とう亡ぼうを余よ儀ぎなくされたが、リカードは彼のことを忘れてなどいなかった。

　信しん頼らいを裏切られる結果になったとはいえ、一時は友人として接していた相手である。

　クライスはわずかに目を細めただけで口を開こうとはせず、かわって彼の背後の森の中から渋しぶみのある声が返された。

「我々の今回の目標はアルヴィンの討とう伐ばつではない──今すぐにでも討うち滅ほろぼしたい相手であることに変わりはないが」

　森の中から歩み出てくる声の主に、リカードははっとして視線を移す。

　クライスと同じく、身につけているのは地味な衣服と胸と肩かたを覆おおう機能的な革鎧だ。

　身元を示す手がかりはなく、ただ腰に帯びた長ちよう剣けんの使い込まれた様子と隙すきのない身ごなしが戦せん闘とうを生業なりわいとする者であることを伝える。

「アルヴィンよりも先に排はい除じよしなくてはならない存在がウェスペルにはあった。厳重に守りを固められて、今回は手出しを諦あきらめる他ないと思っていたが……まさか自分から我々の前に姿を現そうとは」

　月光の下もとに現れたのは、癖くせのある金褐かつ色しよくの髪を肩まで伸のばした長身の男性だった。

　同色の髭ひげに半面を覆われて顔立ちは判然としなかったが、年ねん齢れいは二十代の半ばから三十代といったところだろう。

　冷たい光を浮うかべた灰色の瞳ひとみに見据えられ、リカードは無意識に小さく息を吞のんだ。

「……俺、を？　どうして……？」

「自分が何者か、わかっていないとでも言うつもりか？」

　よく響く声で男性が告げるのと同時に、トリアがリカードの身体を思いきり突つき飛ばした。

「──リカード！」

　大きく上体が傾き、転てん倒とうしそうになるのをリカードはぎりぎりで踏み止とどまる。思わず文句を言いかけたが、その声が言葉として放たれることはなかった。

　自分の身体のすぐ脇わきを、羽音をたてて過ぎ去っていく矢の存在に気づいたのだ。

　クライスの背後に弓を構えた男たちの姿を確認し、リカードは喉のどの奥で小さな唸うなり声を洩らした。射程の短い小型の弓だが、この距離であれば十分すぎるほどの脅きよう威いとなる。

　リカードは身を低くして走り出そうとし、引き絞しぼられた弓矢の一つがトリアの身体を狙ねらっていることに気がついた。

「──トリア、避よけろ！」

　リカードは叫さけぶが、トリアが反応するより矢が放たれるほうが早い。

　手を伸ばしても届かず、リカードは羽音を頼たよりに矢の軌き道どう上へ剣を振ふり下ろす。

　半ば勘かん任せの賭かけに近い行動ではあったが、鋭するどく閃ひらめいた刃やいばは飛来した矢の鏃やじりをかすめる形で打ち落とした。

「突っ込むぞ、トリア！」

　リカードの視線の先には、剣を抜ぬいて距離を詰めてくる男たちの姿がある。

　矢を避けるには動き回る他になく、乱戦に持ち込めば味方への誤射を恐おそれて弓矢も使えなくなるはずだった。リカードの意図を了りよう解かいしてトリアはうなずき、足並みを揃そろえて近づいてくる男たちに斬きりかかっていこうとする。

　その寸前、トリアはリカードの腕うでを抱かかえ込むようにして引っ張った。

　傾かしいだリカードの頭の上を風切り音をたてて矢が貫つらぬき、背筋に冷たいものを感じながらリカードは身体を起こす。

　しかし続けて放たれた矢が、胸むな元もとめがけて迫っていることには気づかなかった。

　気がついたのはトリアである。突き飛ばしても間に合わないと悟さとって、彼はリカードと矢の間に身体を割り込ませる。

　勢いがつきすぎて、まるで渾こん身しんの力で体当たりでもかけるような形となった。

「──っ！」

　勢いよく倒れ込んだリカードの身体を、かすめるようにして矢が過ぎ去っていった。

　大きく見開かれたリカードの目に理解と安あん堵どの色が浮かぶ。だが安心するのは少々早すぎるようだった。

　二人の身体が倒れ込んでいった先には、底も見えない切り立った崖がけがあったのだ。

　踏ふみ止まるには体勢が悪すぎ、かつ崖への距きよ離りも近すぎた。気がついた時には二人の身体は崖の縁ふちを越こえて、空中に投げ出されていた。

「──ぅわああああっ！」

　叫んだ声を、リカードは自分のものと意識していなかった。

　長く尾おを引く悲鳴をあげながら、リカードはトリアとともに闇やみに包まれた崖がけ下したへと墜つい落らくしていった。







「……この高さでは、まず助かりませんね」

　リカードたちが落ちていった崖の縁に立ち、クライスが呟くように言葉を口にした。崖下を見下ろす目には、感情を無理に押し殺しているような光があった。

「念のため、下に降りて死体を確認しますか？　隊長」

「いや、その必要はないだろう」

　クライスの横に歩み寄って崖の高さを確認し、近くに降りられそうな足がかりもないのを見てとって男性は低く答えを返す。

「確認のためだけに隊の人間を危険にさらすわけにもいかん。今回は派手に動いたからな──そろそろ撤てつ収しゆうの頃ころ合あいだろう」

　目的は果たしたのだから、と言外に告げて男性は森の中の男たちへと視線を移す。

　軽く手を上げて撤収を命じようとした時、彼の背中に軽けい妙みような響きを帯びた声がかけられた。

「本当に死んでいると思うか？　ターシュ？」

「……なにが言いたい？」

　動きを止めて、男性──ターシュは鋭い視線と声を背後の人物へと投げやる。

　武装した男たちとは別の方向から姿を現したのは、この場にふさわしからぬ漆しつ黒こくの教父服をまとったオスタリオだった。

　明るい緑色の瞳を皮肉げに細め、オスタリオはターシュの顔を見返して告げる。

「あの坊ぼう主ずの悪運を甘く見ないほうがいいと思うがね。万が一生きていて、アルヴィンに助けられるようなことがあれば厄やつ介かいだぜ？」

「この高さから落ちて無事でいられるわけなど……まさか、すでに吸血鬼と化しているとでも言うのか？」

「だったら、とっくに吸血鬼としての力で反はん撃げきしているだろうさ」

　ターシュの疑ぎ惑わくを一いつ蹴しゆうし、オスタリオは肩をすくめて闇に包まれた崖下に目をやった。

「念には念をってことだよ。あいつの口から命を狙われたことがアルヴィンに伝えられたら、ちょっと困ったことになるんじゃないのかい？　お前らの正体は割れていなくても──人間が人間の命を狙った事実は隠かくせないだろう？」

「………」

「火事の一件もあるし、アルヴィンなら背後に誰だれがいるか簡単に見み抜ぬくだろうさ。真祖の血の存在を最も疎うとましく思うのは誰か、な」

　沈ちん黙もくしたターシュを横目に眺ながめて、やや鋭いものをオスタリオは声にのぞかせる。

「せめて事前に連れん絡らくの一つも入れてくれりゃあ、こっちも動きようがあったっていうのに……火事の報せを受けた時は耳を疑ったぜ。よくまぁ俺の存在を無視して、好き勝手やってくれたもんだ」

「霊果ロアの在あり処かも突き止められなかった無能者に、配はい慮りよする必要などあると思うのか？」

「あ～、それを言われると弱いんだよな～」

　へらりと苦笑して後頭部を搔かくオスタリオの顔に先程までの緊きん張ちよう感かんはなく、ターシュの目に険しい色が宿る。

　しかしオスタリオは頓とん着ちやくする様子も見せず、気の抜けた口調で言葉を続けた。

「けど、これだけは言っておくぜ──アルヴィンは自分の保護下にある人間に手を出されて、黙だまって引っ込んでいるような性格じゃない。あの坊主を襲おそったのがお前らだとわかれば、必ずそれなりの報復をしてくるだろう」

「向こうから手出ししてくるというのなら、むしろ好都合というものだ──」

「アルヴィンのもとに、真祖の血の持ち主がいる状じよう況きようであってもか？」

　笑いを含ふくんだままの声だったが、オスタリオの目にはかけらほどの笑みもなかった。

　言葉の響ひびきも内容も無視できるものではなく、ターシュは目つきをさらに厳しくしてオスタリオの顔を見つめやる。

「報復のために、真祖の血の持ち主を吸きゆう血けつ鬼き化させるというのか……？」

「可能性は否定できないだろう。どのみち、いつ吸血鬼化させられたとしてもおかしくはないんだ。真祖の血が脅威だというなら、この機に確実に葬ほうむっておくべきじゃないのか？」

　たとえ虫の息であろうと、生きてさえいれば吸血鬼にすることは可能なんだからな、とオスタリオは軽い口調で付け加える。

　ターシュはその顔を胡う散さん臭くさそうに見やりながらも、しばらく動きを止めて黙もつ考こうした。

　やがて結論が出たのか、ターシュは小さく息を吐はくとクライスに顔を向けて言葉を発した。

「……崖下に降りられそうな場所を探すぞ。山を回り込めば、低くなっている場所が見つかるだろう」

「はっ！」

　隙すきのない身ごなしで礼を返し、クライスは背後の男たちとともに森の中へ去っていく。

　短いやりとりで持ち場を分担し、捜そう索さくを始めるクライスたちの姿をターシュはその場を動かずに見送った。

　崖下から吹ふき上げる風に髪かみを揺ゆらしながら、オスタリオもまた動こうとはしなかった。

　きびきびと捜索に向かう男たちを横目に眺めてから、彼はわずかに細めた目を崖下の方向へ戻もどす。

　口元に漂ただよう苦笑とも微笑ともつかない笑みを、目にした者はいなかった。







　鼻先に冷たい感かん触しよくを覚えて、リカードは意識を取り戻した。

「……つっ！」

　全身が打ち付けたように鈍にぶく痛み、身体からだの下からは木の枝を積み重ねたような弾だん力りよくのある感触が伝わってくる。

　わずかに身じろぎすると、がさがさと耳元で葉の擦すれる音がするのがわかった。

「……ここ、は？」

　かすれた呟つぶやきを発して、リカードは薄うすく目を開ける。

　目の前にあるのは一面の闇だった。何度も瞬またたきをして、リカードは鼻先に付きそうな位置で生おい茂しげる植物の葉がその正体であることに気づく。

　手のひらほどの大きさの葉から、溜たまった水すい滴てきがリカードの顔に滑すべり落ちてくる。

（確か……俺は崖から落ちたはずだ。トリアと一いつ緒しよに……この木の枝が俺を受け止めてくれたのか？　それに、トリアはどこに……）

　徐じよ々じよに思考がはっきりとしてくるにつれて、リカードの顔には現状に対する理解と驚おどろき──そして焦あせりの表情が広がっていく。

「トリア……あいつ、無事なのか!?」

　呟きながらリカードは身を起こし、視界全体を埋うめている枝葉を手で搔き分けた。

　自分には傷らしい傷もなかったとはいえ、落ちた高さが高さだ。自分が無事だったのだからトリアも大だい丈じよう夫ぶなはずだと、心のうちで唱えてリカードは木の枝の間から脱だつ出しゆつする。

　周囲を見回すと、茂った枝葉に半ば埋もれているトリアの姿があった。

　落下の衝しよう撃げきで外れたのか眼鏡はなく、そのせいで少し幼く見える整った顔を月明かりが白く照らしている。

「──トリア！」

　慌あわてて近寄って抱だき起こすと、意識はないが呼吸は安定していた。

　気を失っているだけだとわかって、リカードの肩かたから力が抜ぬける。リカードは抱かかえ起こしたトリアの身体を、重なり合った枝葉の上にそっと横たえた。

「それにしても、本当によく無事だったな……」

　あらためて周囲に目をやり、自分たちが落ちてきた崖がけを見上げてリカードは呟いた。

　夜空を背景に黒々と浮うかび上がる崖は、さながら土と岩石で構成された巨きよ大だいな壁かべだ。木の枝葉に受け止められたのだとしても、よく無事で済んだものだとリカードは今いま更さらのように背筋を震ふるわせる。

「この木には礼を言っとかないと……木？　木だよな、たぶん……？」

　身体の下の感触に違い和わ感かんを覚え、リカードは重なり合った枝を搔き分けて下をのぞき込もうとした。木にしては枝が密生し過ぎているような気がしたのだ。おかげで怪け我がといえるほどの怪我はなかったが、普ふ通つうなら梢こずえを突つき抜けて下まで落ちているはずだった。

　暗い穴のような枝の隙すき間まにリカードが顔を近づけた時、ふいに彼の手の中で押しのけられた枝が動いた。

　かかった力に対する反発ではない、明らかに不自然な生き物のような動きだ。

「──っ!?」

　思わず手を引いたリカードの前で、がさがさと葉を揺らして枝がねじ曲がっていく。

　同時にリカードの足場になっている枝も動き、慌てるリカードの身体に周囲から伸のびてきた幾いく本もの枝が巻き付いてきた。

「な……なんだっ!?」

　崩くずれかけた体勢で、リカードは近づいてくる枝を必死に手で打ち払はらう。

　トリアの身体も枝に搦からめ捕とられようとしており、それに気づいてリカードは周囲の枝を払いのけながら片手でトリアを引き寄せた。

「くそっ！　来るな!!」

　意識を失ったままのトリアを肩を貸すような形で担ぎ、なおも襲い来る木の枝を懸けん命めいに払い続ける。それほど力は強くないのが不幸中の幸いで、枝は少し力を込めて叩たたくだけで別の方向へと逸それていく。

　だが途と切ぎれることなく続く攻こう防ぼうに、リカードの体力は徐々に奪うばわれていった。

　疲ひ労ろうと緊きん張ちようが、リカードの動きを鈍らせていく。ほとんど気力だけで近づく枝を払いのけ、リカードは歯を食いしばって枝の動きに神経を集中した。

「──人間」

　その時、リカードの耳に届いた声があった。

　木の枝や葉の擦れる音を通り抜け、はっきりと耳に届いた声にリカードは驚いたように目を向ける。

　リカードの視線の先には木の枝が厚い壁を作っていたが、声が響くのと同時に絡からまり合った枝がするりと解ほどけて壁は消え去った。地面を這はいずりながら遠ざかっていく枝葉の塊かたまりを見て、リカードはそれが根も幹もない灌かん木ぼくのようなものであると気づく。

　いつの間にか足元の感触も変わり、リカードは草で覆おおわれた地面の上に立っていた。

「何用だ？　ここへは人間の出入りが禁じられているのを知らぬのか？」

　しかし地面の感触に安あん堵どする間もなく、投げかけられた無感動な声にリカードの表情が引き締しめられた。

　壁の向こうから姿を現したのは、枯かれ木のように瘦やせた小こ柄がらな老人だ。

　深い皺しわの刻まれた顔は濡ぬれた大地のような濃こい褐かつ色しよくで、頭には生き成なり色の布を幾いく重えにも巻き付け、同じ色の簡素な形をした長衣を身にまとっていた。

　雪のような純白の眉まゆの下から、鋭するどい光を浮かべた瞳ひとみがリカードを見返している。

「あ……俺は、その……」

　抑よく揚ようのない声こわ音ねと炯けい々けいたる眼光に圧あつ倒とうされ、リカードはわずかに言いよどむ。

　老人はリカードの言葉を最後まで待とうとはせず、感情のない眼差しを向けて平へい坦たんながらもよく響く声で言い放った。

「答えられぬのなら、悪意ある侵しん入にゆう者と見なすのみ。もとより許可なくここへ立ち入る者は、屍しかばねとなって出ること以外許されてはおらん」

「な……!?」

　思わず身構えるのと同時に、距きよ離りを置いていた枝葉の塊が再び不気味にざわつき始める音が耳に入った。

　あたりを見回すが逃にげ道はなく、持っていた剣けんも目につく範はん囲いには見当たらない。

「どうして……殺されなきゃならないんだ!?　俺たちはただ、あの崖の上から落っこちてきただけだぞ!!　たまたま下がこの場所だっただけだ!!」

「偶ぐう然ぜんであろうと、この地に足を踏ふみ入れた者を生かして帰すわけにはいかぬ。不運に免めんじてできる限り苦痛なく殺してやろう──本来なら、崖から落ちた時点で失われていた命だ。どちらにせよ、運がなかったと思ってあきらめるといい」

「あきらめられるわけねえだろ！　他人ひと事ごとだと思って気楽に言うんじゃねえ!!」

　心の底からの声をぶつけるとともに、リカードは老人の顔を睨にらみ返す。

　肩で支えているトリアの意識はいまだに戻らず、状じよう況きようは先程と変わらず──あるいは先程以上に悪いままだった。蠢うごめきながら迫せまってくる枝葉の塊からは、先程までは感じられなかった明確な敵意が伝わってくる。

「生かして帰さないって、どうしてそこまでするんだ!?　そんなに見られちゃまずいものでもあるのか!?　言っとくが俺は、ここがどこかもわかって──」

「この地には人を脅おびやかさず、人に脅かされることも望まぬ吸きゆう血けつ鬼きが暮らしている」

　声を張り上げることもなく老人が投げた言葉に、リカードの口が虚むなしく開閉した。

　言葉を失ったリカードを闇やみの中でも鋭く光る瞳で見つめ返し、老人は古木の洞うろを吹ふき抜けていく風のような声で言った。

「余人に知られることは、この里の消しよう滅めつを意味する。だから信の置ける者以外の出入りを許すわけにはいかぬのだ。我ら吸血鬼が、人間と関わりを持つことなく暮らすこの地の秘密を守るために」

　愕がく然ぜんとしたリカードだったが、徐々に包囲の輪を縮めつつある枝葉の塊を思い出し、慌てて大声を張り上げた。

「ちょ……ちょっと待ってくれよ！　人間と関わりを持たないって……つまり人間を襲おそわないってことじゃないのか!?　だったら俺は敵じゃない!!　人間に危害を加えないなら、お前らもウェスペルにいる吸血鬼と同じってことだろう!?」

「……ウェスペルの吸血鬼を知っているのか」

　感情のない声で老人は呟つぶやいたが、這いずる枝葉の動きが止まることはなかった。

「聞こえてねえのかよ、爺じいさん！　人間を襲わない吸血鬼は俺の敵じゃない！　静かに暮らすのが望みなら、俺は絶対に誰だれにもここのことを話したりなんかしない!!」

「口約束ではどうとでも言える。だが残念だ。ウェスペルの吸血鬼の存在を知る者を、ここで手にかけねばならぬとは」

　老人の口調がわずかに沈しずんだものとなったが、リカードに彼の心情をおもんぱかる余よ裕ゆうなどなかった。

「だから、話を聞けって！　俺はウェスペルの吸血鬼のことも、ここのことも誰にも話すつもりはない!!　口くち封ふうじなんて馬ば鹿かなこと考えるな!!」

　リカードの怒ど鳴なり声もまるで聞こえぬように、老人は近づいてくる枝葉の塊に向けて節くれ立った手を上げる。

　静かに手が振ふり下ろされるのと同時に、ざわつく枝葉がリカードへと襲いかかった。

　四方から伸ばされてきた枝を、軽く顔を引きつらせながらリカードが打ち払おうとした時、すぐ耳元で弱々しい──だがはっきりとした意志の宿る声が聞こえた。

「──アルヴィンの使者である証あかしの指輪が、内ポケットに」

「トリア!?」

　思わず声をあげたリカードだが、同時に腕うでを枝に搦め捕られて焦あせった表情となる。

「待て！　待て待て待て！　アルヴィンに頼たのまれてやってきたんだ、こいつは！　証しよう拠こだって持ってる!!」

　アルヴィンの名を出した途と端たん、周囲の枝の動きがぴたりと止まる。リカードは腕に巻き付いた枝を力任せに振り払って、トリアの懐ふところを手で探さぐった。

　指先に小さく硬かたい感かん触しよくを覚えて、リカードはなにも考えずにそれを摑つかみ出す。

　手の中にあったのは深ふか紫むらさき色いろの石を嵌はめ込んだ白金の指輪だった。装そう飾しよく品としてはやや無骨な印象を与あたえる指輪を、リカードは老人の前に突つき出した。

「これが証拠だ！　よく見ろ！」

　距離があるため見えるだろうかという不安が頭をかすめたが、老人は指輪に刻まれた紋もん様ようをしっかりと見て取ったようだった。

　黄おう褐かつ色しよくの目をわずかに細め、彼は周囲の枝葉に向かって軽く手を振ってみせる。

　するすると枝が下がっていくのを、リカードは安堵の表情を浮うかべて眺ながめやった。無意識に詰つめていた息を吐はき出し、肩に担いだトリアに視線を向ける。

「……大だい丈じよう夫ぶです。放してください」

　返されたのはいつも通りの愛想のない声で、反感と心配が混ざり合った顔つきでリカードはトリアの身体からだを下ろした。

　ふらつきながらも自分の足で立って、トリアは老人に顔を向ける。

「このような形で里を騒さわがせたことをお許しください。アルヴィンより命を受けて、この里で保管されている霊果ロアの種をいくつか譲ゆずっていただくために参りました。人間の僕が使者であることにご不満もあろうかと思いますが、危急の際ゆえどうかご容よう赦しやください」

　一礼してトリアが告げた言葉に、意外そうに目を見開いたのはリカードのほうだった。

「種を……って、それがトリアの用事だったのか？　アルヴィンに頼まれて!?」

　勢い込んで尋たずねたリカードを、トリアは一言も発さずに刺さすような視線で黙だまらせる。

　口を挟はさむなと言葉以上に明めい瞭りように物語る視線を受けて、リカードは続けようとしていた言葉を息ごと吞のみ込んだ。

　二人のやりとりを黙って見つめていた老人は、トリアが視線を戻もどすのと同時に軽く胸に手を当てて古風な一礼を返した。

「闇の王よりの正式な使者であるというならば、大変な失礼をした。こちらこそ無礼を許していただきたい」

「かまいません。この里の事情を知らない人間を連れてくるという不手際を犯おかしたのもこちらです。不幸な偶然が重なってのこととはいえ、本当に申し訳ありませんでした」

　トリアは再び頭を下げ、不満顔で口を結んでいるリカードを無視して言葉を続ける。

「アルヴィンより書状も預かってきております。里の長おさにお渡わたし願えませんか？　本来ならば対面してお願いすべきところでしょうが、里の奥に人間が踏み込むことをこちらの住民は快く思わないでしょう」

「……確かに。書状を預からせていただこうか」

　トリアは老人に歩み寄ると、懐から取り出した封ふう書しよを手て渡わたす。

　封ふう蠟ろうに捺おされた印を見て間ま違ちがいなくアルヴィンの書状であることを確認し、老人はトリアに向かって小さくうなずいてみせた。

「多少時間がかかることゆえ、近くの番小屋でお待ちいただきたい。あばら屋で申し訳ないが身体を休める程度のことはできるだろう」

「いえ、唐とう突とつに押しかけたのはこちらのほうです」

　老人の目配せを受けて、下がっていた枝葉の塊かたまりの一つが再びざわりと動き出す。

　ぎくりと身を強張らせるリカードに、老人は苦笑を帯びた声で言った。

「心配せずとも、誰かが命じぬ限りそれがお前たちを襲うことはない。霊果を作り出す研究の際に副産物として生み出された植物だ。命令を解する程度の知能しか持たぬが、ここではそれなりに重宝しておる」

「………」

　リカードは無言で、誘さそうように不気味にうねる枝葉を見つめる。

　先程襲いかかってきた時と見た目はまったく変わらない。素直についていくには少なからぬ覚かく悟ごが必要だったが、老人の言葉を信じてリカードは足を踏ふみ出した。

　ちらりと後方をふり返ると、老人が背を向けて歩み去っていくのが見えた。

　小さく息を吐き出して、リカードは前方に視線を戻すと少し前を歩いているトリアの背中に声を投げやった。

「どういうことなんだよ？　お前、あの爺さんのことを知っていたのか？」

「直接の面識はありませんよ。ただ──考えてもみてください。ウェスペルの近くに吸血鬼の里があって、それがアルヴィンと無関係だと本気で思えますか？　使わなければ脳はどんどん退化する一方ですよ？」

「うるさいな！　なにか関係があるんじゃないかとは思ってたよ！」

　顔を赤くして喚わめくリカードに一いち瞥べつもくれず、トリアは足を進めながら続ける。

「ここでは、人間に脅かされることなく生きることを望んだ吸血鬼たちが暮らしてます。極力人間と関わりを持たず、静かに隠かくれ暮らすことを願う者たちが」

「爺さんからも聞いたけど……ウェスペルで暮らしている吸血鬼と同じってことだろ？」

「ある一面では。ただ、ここに住む者は人間を心の底からは信用していません。自分の正体が人間に知られれば、必ず狩かりたてられ殺されると信じているんですよ」

「……え？」

　戸と惑まどった表情をのぞかせるリカードに、トリアは前を向いたまま平へい坦たんな口調で告げる。

　リカードの角度からトリアの顔は見えず、その顔に浮かんでいる表情を確認することもできなかった。

「人間に敵対しないという点においては、彼らはアルヴィンの賛同者です。だけど人間と共存していくことは──吸きゆう血けつ鬼きが吸血鬼という生き物である限り、不可能だと思っている。人間が人間である限り、自分たちを脅おびやかす力を持つ生き物を受け入れることはできないだろう、と」

「そんな……」

「ウェスペルは彼らに言わせれば人が多すぎるそうです。いつ寝ね首くびを搔かかれるかもわからない状じよう況きようで安心して暮らすことなどできないというので、アルヴィンがこの里を造ったんですよ」

「でも……実際、お前みたいに吸血鬼と共存できてる人間だっているわけじゃないか？」

　リカードがあげた声に、トリアはわずかに細めた目を肩かた越ごしに向ける。

「他にもアルヴィンたちの正体を知った上で、普ふ通つうにウェスペルで生活している教員や職員もいる。俺だって……人間に敵対する気がないとわかっている相手の寝首を搔こうなんてことは思わない！」

「……それだけの経験をしてきた者が、この里には多いということです。吸血鬼も人間もそう簡単に考えを変えることはできません」

「経験って……？」

　リカードが口にした問いには答えず、トリアは再び前方に顔を向けて歩いていく。

　向けられた背中はそれ以上の問いかけを拒きよ絶ぜつしているようで、リカードは釈しやく然ぜんとしない表情ながらも口を閉じてトリアのあとを追った。







　間もなくたどり着いたのは、木で造られた粗そ末まつな茅かや葺ぶき屋根の小屋だった。

　中には寝しん台だいなどの最低限の家具が揃そろっていたが、使われた形けい跡せきはほとんどない。うっすらと埃ほこりを被かぶった寝台をリカードは顔をしかめて見下ろし、軽く手で払はらってから座り込んだ。

　トリアは窓辺に置かれた、一脚きやくきりの背もたれのない椅い子すに腰こしを下ろす。

　室内には灯あかり一つなく、窓から差し込む月の光だけが唯ゆい一いつの光源だ。薄うす暗くらがりの中に浮かび上がるトリアの顔を、しばらく見つめたのちリカードは思い切ったように口を開いた。

「……あの、身体は……大丈夫か？」

　歯切れの悪い口調で投げたのは、先程から胸につかえていたものとは違ちがう問いだった。

　窓の外に向けていた視線をリカードに向け、トリアは表情を変えることなくそっけない声で答えた。

「ええ、なんともありません」

「そうか……」

　ならよかった、と続ける声には心からの思いが込められていた。

「ここが──この里が、お前の目的地だったんだな」

「はい」

　すでに隠す意味も必要もないと悟さとってか、あっさりとトリアは認めた。

「アルヴィンに頼たのまれて、霊果の種を譲ってもらうためにここへ来た……？」

「そうです。本当なら、もっと早くに到とう着ちやくしているはずだったんですけどね。誰だれかさんを撒まくのに時間がかかったおかげで、ずいぶん遅おそくなってしまいました」

「……どうして、なにも説明しなかったんだよ？　素直にそう言ってくれれば、俺だって追いかけたりなんか……」

「本当に追いかけませんでしたか？　そんなに重要な任務なら、自分も協力すると言って逆に張り切ってついてきたのでは？　君の性格を考えると、その可能性のほうが高いように思えるのですが」

「………」

　あながち否定もできず、リカードは複雑な表情で口を閉じる。

　肩かたを落としたリカードをちらりと横目に見やり、トリアは冷ややかな口調で続けた。

「それに、霊果ロアに火を放った相手が妨ぼう害がいに来ないとも限らなかった……現に僕らも襲おそわれたでしょう？」

「ああ……」

　リカードはうなずいたが、その中にクライスの姿があったことを思い出してわずかに表情が曇くもる。

　本来の狙ねらいが自分であるかのような、彼らの言い分も気にかかっていた。

（クライスは霊果に火を付けたことを否定はしなかった……けど、もともとの狙いは俺だったっていうのか？）

　トリアも同じことに思い至ったのか眉まゆを軽く寄せ、しかしそれには触ふれようとせずに言葉の続きを口にした。

「確実にアルヴィンたちの手から霊果を奪うばうために──万が一、ウェスペルの外で霊果が栽さい培ばいされていた場合に備えて、学園の外で張り込んでいたのでしょう。再び霊果を入手することがないように……いや、あるいは使者を追つい跡せきして栽培場所を突つき止めるつもりだったのかもしれませんね」

　霊果の栽培場所をすべて焼き払うために、とトリアは冷たく笑って付け加える。

「幸い、と言うべきでしょうか。途と中ちゆうで僕が気づいたせいで襲しゆう撃げきに切り替かえましたが……もし気づかずに里に入っていたらと思うとぞっとします」

「どうして、トリアが使者に……？」

　人間のトリアを使いに出すよりも、人間以上の力を持つ吸血鬼やその他の種族の者を使者にしたほうが、無事に任務を成し遂とげられる可能性が高いはずだ。

　リカードの表情から内心を読み取ってか、トリアは口元の笑みをやや深めて言った。

「誰しも考えることは同じでしょう。だからアルヴィンは、わざと足の速い種族の者を何名か偽にせの使者に仕立てて見当違いの方向に向かわせたんです。周囲に潜ひそんでいるかもしれない放火犯の目を引きつけるためにね」

「そのあとで、本命の使者であるお前が出発したってことか……」

「ただの人間がそんな重要な役目を任されるとも思われない──はずだったんですが、考えが少しばかり甘かったみたいですね」

　苦笑混じりに告げるトリアの顔から、リカードは後ろめたい思いで目を逸そらす。

　なにも考えずに自分がトリアについていったせいで、彼の予定が狂くるって男たちに発見される結果となったのかもしれない。少なくとも自分がいなければ、トリアはもっと早くこの里に到着できていたはずなのだ。

「……ごめん」

　こもごもの思いが混ざった声に、トリアは小さく肩をすくめてみせた。

「別に謝る必要はありませんよ。君は君で、自分が正しいと思うことをしてきたのでしょう？　結果として僕も君に助けられたわけですし」

「それだけじゃなくて……」

　軽く息を吸って、リカードは胸のうちにあった思いを口にする。

「俺……お前のことを疑ってた。鉄爪熊が出たあと、お前が人に見られないように瓶びんを拾っているところを見て……人じん為い的におびき寄せられた可能性が高いって聞いて、お前がなにかしたんじゃないかって思ってたんだ」

　だから人目を避さけてウェスペルを出たトリアのあとを追ったのだと、苦いものを無理に吞のみ込んだような口調でリカードは言う。

　トリアは表情を変えずにリカードの告白を聞いていたが、やがて小さく息を吐はいた。

「騒さわぎを招かないように、秘ひ密みつ裏りに瓶を回収したのがかえって仇あだとなりましたか……あの瓶のことなら、アルヴィンには報告済みですよ」

　ますます身の置き場のない様子で縮こまるリカードを見やり、トリアは口元にのぞきかけていた笑みを消すと低い声で問いかけた。

「……どうして木狼から僕を助けたりしたんですか？」

「え？」

「僕に疑いを持っていたのなら、助ける必要はなかったんじゃないですか？　隠かくれて追跡していたのに、僕に見つかる危険まで冒おかして」

　目を丸くするリカードに、トリアは呆あきれたような口調で言葉を紡つむぐ。

「そのあとだって、疑わしいと思っていたのなら見捨てればよかったじゃないですか。なぜ、わざわざ自分の身を危険にさらしてまで助けに来たんです？」

「……ああ、自分でも馬ば鹿かだと思ったよ！」

　掛かけ値なしの本気とわかるトリアの言葉に、リカードはむっとした顔つきで答える。

「だけど、見捨てられるわけねえだろ！　怪あやしかろうがなんだろうが、知っている相手が目の前で危険な目に遭あってるのに助けないわけにゃいかねえよ！　ああだこうだ考える前に身体からだが動いちまったんだよ！」

「……正しよう真しん正しよう銘めいの馬鹿ですね、君は」

　トリアの声には確信が込められていたが、どこか温ぬくもりのある口調だった。

　それには気づかず、勢いよく顔を背そむけながらリカードは言葉だけをトリアに投げやる。

「第一、あの崖がけの上じゃお前だって俺を助けただろう！　あの矢が当たってれば、お前だって無事じゃ済まされなかったはずだぜ！」

「君になにかあれば、君を守ると言ったアルヴィンの言葉を汚けがすことになりますからね。守るのが当然ですよ」

「じゃあ、俺だってお前を助けたのは、お前に万が一のことがあったらアルヴィンが悲しむと思ったからだ！」

　そっぽを向いたままリカードが投げた言葉に、トリアは軽く目を瞬またたかせる。

　思いがけないことを言われたような無防備な驚おどろきの色が瞳ひとみにあったが、一いつ瞬しゆんのあとトリアは表情を隠すように目を伏ふせた。

　わずかな間をおいて投げ返された声は、先程にも増して柔やわらかみを帯びて響ひびいた。

「……では相そう殺さい、ということにしておきましょうか。僕のほうはあまり胸を張って助けたとはいえない状じよう況きようでしたし。いくら矢を避けても、結局崖から落ちたのでは守ったとはいえない。運がなければどちらも死んでいたところでしょう」

　自分の非を素直に認めるトリアに、リカードはやや意外そうな眼差しを向ける。

　トリアの顔をまじまじと見つめ返し、にっと口元に笑みを浮うかべてリカードは言った。

「……だな。お前のうっかりぶりはさておくとして」

「反論はしませんが、あの状況に至るまでの君の失態を数え上げれば比ひ較かくにもならないことをお忘れなく。忘れているなら、一つ一つ思い出させてあげましょうか？」

　笑顔付きで返されて、顔を引きつらせながらリカードは首をぶんぶんと横に振ふる。

　トリアは口元の微笑をわずかに苦笑を含ふくんだものへと変え、再び言葉を発しかけたところで小屋の入り口のほうで物音がした。

　同時に目をやるリカードとトリアの前で、軋きしんだ音を立てて扉とびらが開かれる。

　小屋に入ってきた相手の姿を見て、リカードは驚きと喜びが入り混ざった声をあげた。

「──ディス!?」

　よう、と手を上げて応こたえるディスの顔には、やや疲つかれたような笑みがあった。

「よくまぁ、無事にこの里にたどり着いたもんだな。崖の上で匂においが途と切ぎれた時はもう死んだかと思ったぜ？　本気で寿じゆ命みようが縮まった」

「……ちょっとくらい縮まっても、たいして影えい響きようはないんじゃ？」

　思わずといった口調でリカードが返した言葉に、ディスは精せい悍かんな顔を嫌いやそうにしかめて強こわい黒くろ髪かみを乱暴に搔かき回した。

「冗じよう談だんじゃ済ませられねえんだって、こっちは！　お前らが死んだなんて報告したら、アルヴィンにいったいどんな目に遭わされるかと……敷しき物ものにされるくらいならまだ可愛かわいいほうなんだからな！」

「……あ～、悪かった」

　全身の毛を逆立てたディスに、どこか申し訳ない気分になってリカードは謝る。

　ディスの様子から見て、相当探し回ったことも明らかだ。深々と安あん堵どの息を吐いたディスを同情を含んだ眼差しで見やり、リカードは背後のトリアに視線を戻もどす。

　トリアの目に同情の色はなく、冷れい淡たんこの上ない口調で彼はあっさりと言い捨てた。

「一度痛い目に遭っておいたほうがいいんじゃないですか？　あなたがついていながら、リカードを死んだと確信するような目に遭わせたのは事実ですし」

「お前なぁ……他人ひと事ごとだと思って気楽に」

「あなたがリカードをウェスペルに連れ戻していれば、彼が巻き込まれることもなかったはずです。なんのために、僕が食事に薬を仕込んでまでリカードを置き去りにしていったのかわかってますか？」

「結局あの連中に見つかって、追い詰つめられてた奴やつがなに言ってるんだ!?　そもそも、お前がリカードにあとをつけられたりしなければ問題なかったんだろうが！」

　ディスは尖とがった犬歯を剝むき出しにして怒ど鳴なったが、トリアの指し摘てきが的を射ていたためか腰こしがいささか引けている。

　冷ややかな目でディスを一いち瞥べつし、トリアは情のかけらもない声を投げやった。

「非難は甘んじて受けますが、あなたの責任がうやむやになるとは思わないでください。アルヴィンにはきちんと報告させてもらいますから」

「……妙みようなところばっかり育ての親に似てきやがって」

　呻うめくようなディスの声にほんの少しばかり誇ほこらしげな様子をのぞかせながらも、即そく座ざにその表情を消してトリアは低く言った。

「報告の内容は、この先の働きを見て考えますよ。あの連中が僕たちのことを死んだと思ってくれればいいですが、止とどめを刺さすつもりで探していたら──ウェスペルに戻るまでにもう一戦ないとも限りません」

「できれば、人間相手の荒あら事ごとは勘かん弁べんして欲しいところなんだけどな……」

　手加減が面めん倒どう臭くさくてかなわん、とディスはあらぬ方向に視線を飛ばしてぼやく。

　しかしトリアの言葉を拒きよ否ひする様子は見せず、リカードも表情を引き締しめてしっかりとうなずきを返した。

　クライスたちの態度に対する疑問は、いまだ変わらず胸のうちで燻くすぶっている。

　どうして自分が狙ねらわれたのか──彼らに命を狙われる心当たりなどは当然なく、疑問を解消するためには直接問い質ただす他に手段はない。

　むろん危険はあるだろうが、わけもわからずに命を狙われるのは納得できなかった。

　──自分が何者か、わかっていないとでも言うつもりか？

　クライスと行動をともにしていた男性の投げた言葉が、リカードの脳裏をよぎる。

　自分が何者か、わかっていないはずがない。ウェスペルの学生で、退治師ハンターを目指す人間で、真祖の血の持ち主。

　最後の一つを思い浮かべた時、リカードは胸に予感めいたざわつきを感じる。

　不安にも似たざわつきの正体に思い至ることはできないまま、リカードは考えを打ち切ってトリアに視線を戻した。

　小屋の入り口のほうから、扉を軽く叩たたく音が聞こえたのはその時だった。
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「……これが、霊果ロアの種？」

　小屋にやってきた老人がトリアに手て渡わたした革かわ袋ぶくろの中身を、リカードは物もの珍めずらしそうな顔つきでのぞき込んだ。

　トリアの手のひらの上には、袋から出した何粒つぶかの種が載のっている。

　丸みのある櫛くし形がたで、親指の爪つめくらいの大きさの種だ。リカードを似たような表情で見下ろすディスをよそに、トリアは暗あん褐かつ色しよくの種を袋に戻して老人に礼を述べた。

「ありがとうございます、貴重なものを譲ゆずっていただいて──里の長おさにも、どうぞよろしくお伝えください」

　かまわぬよ、と老人はごく淡あわい笑みを瞳ににじませて答える。

「闇やみの王の頼たのみとあれば、我らに断る道理などない。この程度の頼みを受けたところで、返しきれぬほどの恩義があるのだ」

「……闇の王？」

　訝いぶかしげに眉まゆを寄せて、リカードはぼそりと呟つぶやきを発する。

　前にも聞いたような気がしたが、老人の口ぶりからしてアルヴィンのことを指しているのは間ま違ちがいなかった。疑問に感じているのはリカード一人らしく、他の二人は特に表情も変えずにその言葉を受け止めている。

　言葉の意味を尋たずねようとしたリカードだが、老人が小屋を出て行くほうが早かった。

　残る二人にリカードは問いの視線を向け、口を開こうとしたところでトリアが種の入った袋を手にしたまま言った。

「あとは、この種を無事にウェスペルに持って帰るだけですね。できればリカードにはここに残って、ウェスペルから増ぞう援えんが来るのを待ってもらいたいところですが……」

「なに言ってるんだよ！　お前ら二人だけで行かせることなんてできるわけないだろ！」

　ほとんど反射的にリカードは声を荒あららげ、トリアは肩かたをすくめて息と言葉を吐はく。

「……と言うと思いました。それに、いくらアルヴィンの使いで来たと言っても、人間が長く留とどまることをこの里の住民は歓かん迎げいしないでしょうからね」

　実際のところ使者ですらないわけですし、と皮肉を含んだ口調でトリアは告げる。

　痛い部分をつかれてリカードが軽く顔をしかめるのを横目に見ながら、トリアは厳しさを増した声こわ音ねで続けた。

「あの連中があきらめたという保証もありませんし、出発するなら見つかりにくい夜のうちのほうがいいでしょう。僕らはともかく、ディスは夜目がききますし」

「……ああ、そうだな」

　リカードはうなずきを返し、手早く打ち合わせをして三人は小屋を出て行く。

　崖がけから落ちた時にリカードとトリアが手放していた剣けんは、動く植物が回収してディスが預かってきていた。トリアの眼鏡も同様だが、レンズが割れて使い物にならなかったためトリアは裸ら眼がんのままだ。

　霊果の種はトリアの提案により、全員で分けて持つことになった。万が一、種を奪うばわれたり紛ふん失しつしたりすることがあっても被ひ害がいを最小限に抑おさえるためである。一ひと粒つぶでも種が届けば、挿さし木などの方法で霊果の木を増やすことはできる。

「……それにしても、全然住人の姿を見なかったな」

　しばらく足を進めてから、ふと気づいたようにリカードが後方をふり返って言った。

　遠目にちらほらと石造りの家らしきものが見えるが、外を出歩いている人ひと影かげはどこにも見当たらない。

「住んでいるのは吸きゆう血けつ鬼きのはずだし、まさか全員寝ねてるってこともないよな……？」

「そんなわけがあるか──皆みな、隠かくれているだけだ」

　呆あきれた口調でディスが言葉を返し、リカードは怪け訝げんそうな表情を顔にのぞかせた。

「隠れるって……まさか、俺たちが来ているからか？」

「この里の吸血鬼は、人間を信用していないと言ったでしょう。だから自分の姿を見られないように隠れているんですよ……万が一にも狩かられることがないように」

「……狩ったりなんかしねえよ」

　トリアが挟はさんだ言葉に、リカードは渋しぶい表情で呟くように言う。

「言葉だけで信用できるのなら、誰だれも苦労はしません。この里に住んでいる吸血鬼の大半は、普ふ通つうの人間よりも多少筋力が強い程度の力しか持っていませんし。専門の訓練を積んだ人間に襲しゆう撃げきされれば、たいした反はん撃げきもできずに全ぜん滅めつするでしょう」

　人間の血を吸わずに生きるということは、吸血鬼として成長できないということでもあるとトリアは告げる。

「人を襲おそってないのに……殺されるのか？　そんなのおかしいだろ？」

「実際に被害が出ていようがいまいが、吸血鬼というだけで人間は吸血鬼を殺します。いずれ必ず、誰かが犠ぎ牲せいになるのだからと──君だって、ちょっと前まではそう思っていたのではありませんか？　吸血鬼はすべて人間の敵なのだ、と」

「それは……！」

「人間にとって吸血鬼は恐きよう怖ふの象しよう徴ちようですからね。恐怖という感情が暴走すれば、相手がどんな性質を持つかなんてことは関係なくすべてが排はい斥せきの対象となる……時には吸血鬼に嚙かまれた、ただの被ひ害がい者しやでさえも」

　リカードは声を返そうとしたが、トリアの口調の重さに沈ちん黙もくするしかなかった。

　二人の間に流れる重苦しい空気を感じ取ってか、ディスがわざとらしいほど明るい声で誰にともなく呼びかけた。

「──辛しん気きくさい話なんかあとにして、さっさとここを出ようぜ！　夜が明けるまでにウェスペルに戻もどらなきゃならねえんだろ!?」

「そうですね」

　トリアは答えたが、声にはそっけない響ひびきが漂ただよっていた。

　納得のいかない顔つきで足を進めるリカードをディスは気き遣づかわしげに眺ながめ、無表情のままのトリアが二人にやや遅おくれる形で続いた。

　一行は里を抜ぬけて、周囲をぐるりと取り巻いている崖へと近づいていった。

　断だん崖がいの一部には細い切れ間があり、かろうじて人がすれ違ちがえる程度の隙すき間まを通ってリカードたちは外の森に出て行く。暗くてよくは見えなかったが、不自然になだらかな足元と壁かべに刻まれた掘ほり跡あとが人工的に造られた道であることを示していた。

　もとからあった自然の隙間を、あとから広げる形で造り上げたものなのだろう。

　隙間は途と中ちゆうから完全な洞どう穴けつに変わり、リカードはディスに手を貸してもらってなんとか出口までたどり着く。最後は這はい出る形になった洞穴をふり返ってみれば、穴の出口は植物の蔓つるに覆おおわれてまったく周囲と見分けがつかなかった。

「……こっちが本来の出入り口ってわけか」

「簡単に見つかっちゃ困るからな」

　感心したように呟くリカードに、先に立って歩き始めたディスが悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべて告げる。

「それより行くぞ。こっちだ」

　先導するディスのあとを追って、リカードとトリアは周囲を警けい戒かいしながら歩いていく。

　道もない森の中をディスは迷いもせずに進み、時として深い藪やぶや足あし跡あとの残りやすい苔こけの密集地などを迂う回かいしながら、着実にウェスペルの方向を目指していった。

　一時間ばかりが過ぎただろうか──リカードは足元の地面が、人の足で踏ふみ固められた道に変化したことに気づく。

「あともう少しで、ウェスペルの北門が見えてくるはずだ」

　リカードの表情の変化を読み取ったように、先を進むディスが肩かた越ごしに笑みを含ふくんだ言葉を投げる。

　わずかに安あん堵どの息を洩もらし、リカードが足を速めようとした──瞬しゆん間かん。

「伏ふせろ！」

「──うごがっ!?」

　ディスがリカードの肩を摑つかんで、その場に力任せに押し伏せた。

　顔から地面に突つっ込んでリカードは奇き声せいを上げるが、すぐ先の地面に突き立った矢を見て出かかった文句を引っ込める。

「狙ねらわれているぞ、走れ！」

　ディスの声にリカードは弾はじかれたように立ち上がって、指し示されたウェスペルの方向へと走り出す。

　前を走っているトリアに瞬またたく間に追いつき、リカードは周囲を視線で探さぐった。

　周囲は森に囲まれているため、どこから矢を撃うってきているか判断はつかなかった。次々と撃ち込まれる矢の方向から、後方だろうと見当をつけるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　夜で視界が悪く、森の木や枝が天然の障害物ともなるため、走っていれば矢に当たる危険は少ない。だが相手の姿が見えないということは反撃もできないということだった。矢が尽つきるまで逃にげるという選せん択たくもあるが、それを許すほど生なま易やさしい相手とも思えない。

「──っ！」

　身体からだのすぐ脇わきを矢がかすめていき、リカードはあげかけた声を吞のみ込んだ。

　さらに別の矢がリカードの背中を射い貫ぬきかけ、寸前でディスが振ふり下ろした拳こぶしに払はらい落とされる。

「ちっ！　狙われてるのはリカードか!?」

　焦あせりをにじませた声を聞いて、リカードは自分が狙われているとディスに教えるのを忘れていたことを思い出す。

「そうだよ！　なんでか知らないけど、俺の命を狙って──！」

「真祖の血のせいかよ！　くそ、いくらなんでも動くのが早すぎるんじゃねえか!?」

　ディスの声には驚おどろきの色はなく、逆にリカードが戸と惑まどったような表情をのぞかせた。

「真祖の血？　なんで……？」

　思わず問いの声をあげたリカードだが、すぐに飛んでくる矢に意識が引き戻される。

　リカードを狙って射かけられる矢を払い落としながら、ディスは苛いら立だたしげな目を後方へと向けて低く唸うなった。

「ったく、うっとうしい……！　だいたいの位置は見当ついたから、ちょっと行って弓持ちを潰つぶしてくるぜ！」

　言い捨てるなり、ディスは勢いよく方向を変えて森の中へ飛び込んでいく。

「ディス!?」

「止まるな！　そのままウェスペルまで走れ！」

　最後にディスが投げ捨てた声と、素早く腕うでを摑んで引っ張るトリアの手がリカードをウェスペルへと向かわせる。

「おい……！　ディスを置いていくのか!?」

「君と霊果ロアの種をウェスペルに送り届けるほうが先です！　ウェスペルの敷しき地ちに入りさえすれば、向こうには手出しできないはず……！」

「でも、ディスが……！」

「あんな単たん細さい胞ぼう、殺しても死にませんよ！　むしろ一度死ぬくらいの目に遭あったほうが慎しん重ちように行動する癖くせがつくんじゃないですか！　護衛対象を放ほうり出して敵の撃げき破はに向かうなんて、頭が悪いにもほどがあります!!」

　トリアの声にはめったに見せることのない明確な憤いきどおりがにじんでおり、そのあまりの迫はく力りよくにリカードは飛び火を恐おそれて口をつぐむ。

　ややすると、ディスの活かつ躍やくもあってか撃ち込まれる矢の本数は急激に少なくなった。

　距きよ離りが開いたのか狙いも甘く、リカードの表情がほんの少し安堵めいた色を浮かべる。だが安心するのはまだ早く、後方を見やったトリアが軽く目を見開いた。

「追っ手が……！」

　つられてリカードも後ろを見やり、武装した数人の男の姿を確認する。

　あの役立たず、とトリアが舌打ちするのを聞こえないふりをして、リカードは前方に視線を戻す。

　細い道の先に、ウェスペルの門はまだ見えてきてはいなかった。

　暗い森の中をうねるように延びる道の先を見通すことはかなわず、どれくらいの距離があるのかも判断できない。

（そう遠くはないんだろうが……逃げ切れるのか？）

　やや弱気な疑問がリカードの胸をかすめた時、隣となりを走るトリアが乱れ始めた息の間から声を押し出した。

「僕が敵の足止めをしますから、その間にウェスペルに逃げ込んでください。今ならきっと、警備の者が近くにいるはずです」

「ちょ……なにを言って……!?」

「自分が狙われていることはわかっているでしょう？　君には、彼らに狙われるだけの理由がある──こうなることはわかっていたんです。真祖の血の持ち主がウェスペルにいると知ったら、必ず始末しようとする人間が現れるということは」

「どういう……」

　口に出しかけた言葉を、リカードは最後まで続けることはできなかった。

　走っているリカードの足元に短たん剣けんが突き立ち、その柄つかに足を取られて勢いよく彼は転てん倒とうしたのである。

「──ぐっ！」

　とっさのことで受け身も取れず、リカードは胸から地面に叩たたきつけられる。

　かろうじて顔だけは腕で守ったが、痺しびれたような痛みが身体の前面に広がった。リカードは顔をしかめながらも素早く身を起こし、痛みを無視して走り出そうとする。

　しかし、地を蹴けろうとしたリカードの足を、前方から投げられた若い声が止めた。

「──無む駄だだ。もうすでに包囲されている」







　リカードが目を見開いたのは、その声の持ち主に心当たりがあったためだ。

　予想に違たがわず、森の中から姿を現したのはクライスだった。彼に続いて五人ほどの男たちが歩み出てくるのを、リカードは言葉もないまま見守った。

　後ろからも追っ手の気配が迫せまってきている。トリアは素早く剣を抜ぬき放って、地面にへたり込んでいるリカードに叱しつ咤たの声を投げた。

「ぼんやりしている場合ですか!?　リカード！」

　背中を張り飛ばされたような気分で、リカードは慌あわてて立ち上がって剣を構える。

　しかしクライスに向けたリカードの目には、敵意だけではなく戸惑いにも似た色が浮うかんでいた。

「どうして俺の命を狙う？　お前らに恨うらまれる理由はない──とは言い切れないけど、前回の計画を阻そ止ししたことだったら逆さか恨うらみにも程があるぞ！」

　途と中ちゆうで思い出して、台詞せりふを訂てい正せいするリカードにクライスは冷え切った声を返す。

「そんなことが理由じゃない。君が生きていること自体が、僕らにとっては見過ごせない厄やく災さいなんだ」

「どういう──」

「真祖の血の持ち主が野放しになっているということが、人類にとってどれだけ危険か君にはわかっていない。君が吸きゆう血けつ鬼きに血を吸われて、最悪の吸血鬼となってよみがえれば凶王の再来ともなりかねないんだ」

　表情一つ揺ゆらすことなく突つき付けられた宣告に、リカードの目が大きく見開かれる。

「凶王……ヴェルフリード？　まさか……俺が、そんなものに……」

　人類を長きにわたって苦しめ続けた、史上最悪の吸血鬼。思いもかけなかった名を出されてリカードは顔から血の気が引くのを感じる。

　凍こおりついたように言葉も動きも止めたリカードを、鋭するどい眼差しで睨にらみ据すえたままクライスは言葉を続けた。

「真祖の血──その言葉の意味を知った時はぞっとしたよ。吸血鬼に限りなく近く、一度でも血を吸われれば死後確実に吸血鬼化する体質……あるいは血統。数百年に一度くらいの確率でしか現れないみたいだが」

　リカードに向ける目には、吸血鬼に向けるものと変わりない警けい戒かいの色が満ちている。

　同じ人間を見ているとは思えない目つきだった。リカードは背筋に冷たいものを感じながら懸けん命めいに声をあげる。

「待てよ、俺は……！」

「しかもよみがえった時点で、数百年を生きた吸血鬼に匹ひつ敵てきする力を手に入れる。これが脅きよう威いでなくてなんなんだ？　君が生きていれば、人類は常に最悪の吸血鬼の出現に怯おびえなくてはならなくなる。君を殺すのに他に理由が必要だと思うのか？」

「そんなこと──」

　リカードの言葉を遮さえぎるように、クライスは周囲の男たちに手を上げて合図を送る。

　問答無用とばかりに襲おそいかかってきた男たちの刃やいばを、リカードとトリアはそれぞれ手にした剣で打ち払はらった。

　鋭く重い斬ざん撃げきに、剣を握にぎったリカードの手がじんと痺れる。予想はしていたものの、思った以上の技量の高さにリカードの顔が自然と歪ゆがむ。一対一でも勝てるかどうか怪あやしいのに加えてこの人数差である。

（けど、黙だまって殺されてなんかやるものか……！）

　横合いから振ふり下ろされた剣を、リカードは前に身体からだを投げ出す形で避よけた。殺気を帯びた刃が頭の上を通り抜けていく気配に首をすくめながら、回転の勢いを借りて立ち上がるとクライスに斬きりかかっていく。

「勝手に決め付けんな！　俺だって吸血鬼になんてなりたくないから──自分で自分を守れるように、ウェスペルで鍛きたえてるんだ！」

　鋭く突き出された剣にわずかに目を見開きながらも、クライスは落ち着いた剣さばきで受け流す。リカードは思わずたたらを踏ふみ、体勢が崩くずれたところにクライスが剣を振り下ろす。

　不自由な姿勢のまま、リカードは身を捻ひねってぎりぎりでクライスの剣をかわした。

「アルヴィンだって、ウェスペルにいる限り俺のことは守ると約束してくれてるんだ！　俺が吸血鬼になる心配なんてする必要ないんだよ!!」

「──君はアルヴィンのことをどれだけ知っているんだ？」

　返されたクライスの声に、苛いら立だちとも憎にくしみともつかない響ひびきがにじんだ。

　リカードは思わず手を止めて、クライスの顔を見つめ返す。明らかな隙すきが生じたが、攻こう撃げきを加えようとはせずにクライスは底冷えのするような声で告げた。

「アルヴィンが人間に好意的な吸血鬼だと本気で思っているのか？　彼がかつてなにをしたのか──凶王を生み出した者が誰だれなのかを知らないから、そんなことが言えるんだ！」

「……え？」

「アルヴィンが血を吸い尽つくして殺した人間の一人が、吸血鬼と化したことで凶王ヴェルフリードが誕生した。暁ぎよう王おうに討ち果たされるまでに、いったいどれだけの人間が凶王に殺されたと思っている？　凶王が生み出した吸血鬼は今も多くの犠ぎ牲せい者しやを出し続けているんだぞ！」

　怨えん嗟さのこもったクライスの言葉に、リカードは呆ぼう然ぜんとした顔つきになって呟つぶやく。

「凶王を……アルヴィンが生み出した？」

「そうだ。彼さえいなければ、凶王が誕生することも──凶王が残した吸血鬼に人間が苦しめられることもなかった。なのに彼を信用できるのか？　アルヴィンが人に危害を加えていないなど、どの口で言えるというんだ!?」

「それは……！」
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「仮に今、アルヴィンが人を襲っていないとしても、過去に犯した罪まで消し去ることはできない。そんな罪人を信用しろと？　凶王を生み出した張本人が側そばにいるのに、どうやって安心しろと言うつもりだ!?」

　まして、ウェスペルにいる吸血鬼はアルヴィン一人ではないのに、とクライスはリカードを睨み据えたまま付け加える。

「血を吸った吸血鬼にも、強大な力を与あたえるのが真祖の血の特性。だったら君が吸血鬼と化すのは時間の問題だろう。君のまわりにいる吸血鬼が、いつまでもその誘ゆう惑わくに耐たえられるはずもない──アルヴィンも含ふくめてだ」

　クライスの目に危険な光が閃ひらめき、リカードは突き出された剣への反応が一いつ瞬しゆん遅おくれる。

　喉のど元もとを狙ねらった剣は寸前で跳はね上げた剣の鍔つばにぶつかり、狙いをわずかに逸それてリカードの首筋をかすめていった。

　ちりっとした痛みが首筋に走り、伝い落ちる血の感かん触しよくが妙みようにはっきりと感じられる。

　顔をしかめたリカードに、クライスは感情を消した声を投げやった。

「君は吸血鬼から人間を守る退治師ハンターを目指しているんだろう？　だったら君は、この場で死ぬべきだ。最悪の吸血鬼となって人類に災わざわいをもたらす前に……そうすることが将来必ず生じる被ひ害がいを防ぐ唯ゆい一いつの方法なんだ」

「ふざけるなよ！　どうして俺が吸血鬼になると勝手に決め付けるんだ!?　アルヴィンだって──過去になにがあったにしても、今は本気で人間との共存を望んでいるんだ!!」

　アルヴィンの名を口に出した時だけ、リカードの表情が複雑な内心を映して歪む。

　伝説として語り継つがれる最悪の吸血鬼を誕生させたと聞かされて、さすがにリカードも冷静ではいられなかった。凶王の時代に爆ばく発はつ的に数を増やした吸血鬼とその末まつ裔えいが、現在も被害を出し続けていることも知っている。

　吸血鬼との戦いで命を落としたリカードの父親も、被害者の一人といえるのかもしれない。

「だいたい、俺を吸血鬼にするつもりだったらとっくにしてるはずだろ！　機会はいくらでもあったんだ！」

　それでも、クライスの言葉を諾だくとして受け入れることはできなかった。

　噓うそをついているとは思わない。クライスの声には真実を語っている者特有の真しん摯しさと、説得力があった。ここで自分に噓をついたところで意味もない。

　アルヴィンがどれだけ生きているのか、過去にどのようなことがあったのか──リカードはなに一つ知らない。それは事実だ。

　だが、クライスの言葉一つで崩れ落ちるほど、築いた信しん頼らいは脆もろくはなかった。

　接してきたのはほんの数ヶ月。アルヴィンはもちろん、リカードにとっても決して長いとは言えない時間だ。普ふ段だんはなにかとからかうアルヴィンに反発してばかりで、ゆっくり話をした記き憶おくも多くはない。

（でも、アルヴィンは……黙っていることはあっても、噓を言うような奴やつじゃない！）

「お前がなにを言おうと、俺はアルヴィンを信じる！　ああ、知らないことも聞かされてないことも山ほどあるさ！　けど、そんなもんこれから聞いてけばいいだけのことだ！　あいつの性格からして、素直に話してくれるとも思えないけどな!!」

「君は……」

　クライスの声と視線に、明確な怒いかりの色がこもる。

「アルヴィンがしてきたことを知ってなんとも思わないのか!?　彼のせいでどれだけの人間が死んだと──今出ている吸きゆう血けつ鬼きの被害も彼が遠因と言えるんだぞ！」

「凶王を生み出したのがアルヴィンなら、確かにそう言えるのかもしれない……けど、わざと生み出したわけじゃないだろ!?　どういう経緯いきさつがあったのかはわからないけど、俺の知るアルヴィンなら人を苦しめる存在を意図的に生み出すような真似まねはしない！」

　声をあげるのと同時に、リカードは身体ごとぶつかるようにして剣けんを叩たたきつける。

　クライスは危なげなく受け止めたが、勢いに圧おされて二、三歩後退した。リカードはさらに踏み込もうとするが、クライスが突つき出した剣に阻はばまれて足を止める。

「だいたい、将来人間の敵になるかもしれないから殺すなんて言われて、はいそうですかって納得できるわけないだろ！　なんのかのと言ったところで、お前らがやろうとしていることはただの人殺しだ！」

「……っ！」

　クライスの剣を握る手に力がこもるのと同時に、弱々しいながらも嘲ちよう笑しようを含んだ声がリカードの背後から投げられた。

「人のためだと言い訳を重ねて人を殺すのが、人間という生き物なんですよ」

　男たちの攻撃を懸命に防ぎ、荒あらい息の間からトリアは言葉を紡つむぎ出す。実力でも数でも勝まさる相手にひたすら防戦を重ね、疲ひ労ろうは限界に達しつつあるように見えた。

　大きな傷を負っている様子はないが、立っているのはほとんど気力のなせる業わざだ。

「大のために小を捨てる、より多くの人間の安全のために罪のない人間の命を奪うばう──立派な言い分ですが、根底にあるのは使命感でも正義感でもないただの恐きよう怖ふ心ですよ。自分可愛さで我を失って、僕の家族を殺した人間たちとあなたがたはなにも変わらない」

　トリアの口元には笑みが浮うかんでいたが、瞳ひとみには声と同じくどんな感情もなかった。

　気け圧おされたようにクライスたちの攻撃の手が鈍にぶり、リカードも肩かた越ごしに困こん惑わく混じりの視線を向ける。

「吸血鬼に血を吸われた僕の母は、吸血鬼と化したと決め付けられて村の住民に殺されましたよ。母を庇かばった父も、兄も……一度血を吸われたくらいで、吸血鬼になることはないと誰もが知っているはずなのに」

　トリアの言葉を聞いて、リカードは彼が幼い頃ころに両親を失ってアルヴィンに育てられたという話を思い出す。

「母が死ぬ原因を作ったのは吸血鬼だったかもしれませんが、実際に手を下したのは同じ人間である村の住民たちです。ありもしない脅きよう威いに怯おびえて、それまで親しく付き合っていた人間を『村のため』という大義名分のもとに殺した。きっと今も何事もなかったように暮らし続けているはずです。自分たちは正しいことをやったのだと彼らは信じているのですから」

「……それは、不幸な例外だ」

　クライスが低く発した声に、トリアは目だけを細めて答えた。

「いいえ、人間の本質ですよ。自分たちの安全を脅おびやかすものはすべて──その可能性があるというだけでも排はい除じよしなければ気が済まない。普段は理性によって抑おさえつけているだけなんですよ。だから大義名分を得れば簡単にたがが外れてしまう……」

　あなたたちのように、とトリアはクライスから視線を外さずに口の動きだけで伝える。

　クライスの目に怒りの色がのぞいたが、トリアは頓とん着ちやくすることはなかった。

「人間の心の奥底には、他人を傷つけてでも自分を守りたいという気持ちが潜ひそんでいる。その事実に目を背けて、人間は善なる生き物だと喧けん伝でんする人間ほど平気で人を傷つけるんですよ。自分の中の悪を認めようとはせずに、他人を悪と決め付けて一方的に攻こう撃げきするんです」

「黙だまれ……っ！」

　激発したクライスが声を張り上げた時、男たちの背後から低い声が投げられた。

「ただの詭き弁べんだ。まともに取り合う必要などない、クライス」

「隊長……」

　水をかけられたように冷静さを取り戻もどした瞳で、クライスが呟く。

　声の方向に視線を移したリカードが見たのは、崖がけの上で現れた金褐かつ色しよくの髪かみの男性だった。

　抜ぬき身の剣を手に歩み寄ってくる男性には隙すきがなく、リカードが束になってかかっても敵かなわないと思わせるほどの実力がうかがい知れる。

　自然と剣を握にぎる手に力がこもり、身を硬かたくするリカードの前でクライスが声を発した。

「……申し訳ありません。安い挑ちよう発はつに引っかかりました」

「早急に片付けて撤てつ収しゆうするぞ。ここはウェスペルに近すぎる──アルヴィンの手勢が駆かけつけでもすれば面めん倒どうなことになる」

　それを狙って時間稼かせぎをしていたのだろうしな、と男性はトリアを鋭するどい目で見やる。

　トリアは答えようとしなかったが、口元に薄うすく浮かんだ笑みが男性の言葉を肯こう定ていしていた。

　しかし表情に余よ裕ゆうはなく、殺気もあらわに剣を構え直す男たちを見み据すえながらトリアはリカードに抑えた声を投げた。

「逃にがすのも難しいようですが……最後まで君のことは守りますから、君は自分を守ることをなにより優先してください」

「おい……っ!?」

　リカードがふり返ろうとするより早く、クライスが勢いよく剣を突き出してくる。

　周囲の男たちが、呼吸を合わせて襲おそいかかってきたのは同時だった。トリアが背中を守っているが、動きは鈍く横からの攻撃には対応しきれない。左右から斬きりかかってこようとする男たちを警けい戒かいしながら、リカードは急所を狙ねらって加えられるクライスの攻撃を避よける。

「くそ……っ！」

　徐じよ々じよに追い詰つめられていく状じよう況きように、リカードは歯は嚙がみしながら呻うめき声をあげた。

　そこに隊長と呼ばれた男性が、重く容よう赦しやのない斬ざん撃げきを叩きつける。一いち撃げきで剣を弾はじき飛ばされそうなほどの攻撃を、リカードは両手で剣を握って必死に防ぐ。

　リカードも防戦一方だったが、トリアはそれ以上の苦戦を強しいられているようだった。剣を握っているのがやっとのところに、次々と休む間もなく攻撃が加えられる。

「──くっ！」

　懸けん命めいに応戦するが、もはや集中力も体力も限界に達していた。

　トリアの手から剣が弾き飛ばされ、横手から振ふり下ろされた剣が肩かた口ぐちを浅く切り裂さく。身を捻ひねったことで致ち命めい傷しようは避けられたものの、武器を失ったことは傷を負った以上の大きな痛手となった。

　しかし、トリアの目は戦せん闘とう意い欲よくを失ってはいなかった。空手となったトリアを確実に仕留めようと迫せまり来る刃やいばを、瞬またたきもせずに睨にらみ返す。

「トリア！」

　視界の端はしをかすめた光景に、リカードは思わずふり返って声をあげる。

　注意が後方に逸それた瞬しゆん間かん、クライスはリカードの心臓めがけて剣を突き出した。月光を白く弾く刃が、リカードの身体からだに届こうとした瞬間──

　宙を裂いたいくつかの銀光が、クライスと男たちの腕うでに深々と突き刺ささった。







「──っ!?」

　愕がく然ぜんと目を見開いたのは、クライスたちだけではなくリカードもだった。

　痛みと衝しよう撃げきでクライスたちの攻撃は逸れ、リカードとトリアの衣服を浅く裂くに止とどまる。彼らの顔にも驚おどろきの色があったが、即そく座ざにそれは警戒と敵意に取って代わられた。

　矢に貫つらぬかれた腕を庇いながら、武器を構えようとするクライスたちに声が投げられる。

「動くな。次は利きき腕だけでは済まされんぞ」

　一度でも耳にすれば決して忘れることのできない、磨みがき上げた貴石のような艶つやと深みのある声だった。

「……アルヴィン？」

　半ば信じがたい思いで、リカードは目にしている相手の名前を呟つぶやいた。

　アルヴィンはわずかに目を細めると、羽織ったインバネスコートの裾すそを翻ひるがえしてリカードへと歩み寄ってくる。

　漆しつ黒こくのコートが夜よ闇やみと溶とけ合い、灰アツ金シユブ色ロンドの髪と白い顔が浮かび上がって見えた。

　アルヴィンが歩み出てきた森の中には、矢を構えた幾いく人かの──人ならざる姿も含ふくんだ影かげがあった。

　道の中ほどまで歩み出ると、アルヴィンは地面に突つき立っている短たん剣けんを無造作に抜く。

「誰だれかの落とし物にしてはずいぶん品物がいいな。それに見覚えもある──暁ぎよう光こう騎き士し団だんに配備されているものか」

　手にした短剣を見せつけるようにして、アルヴィンは腕を押さえて立っている男性に笑みを含んだ言葉を放った。

　リカードが息を吞のんだのは、アルヴィンが口にした男たちの正体のためだ。

「……暁光騎士団？　こいつらが!?」

　呆ぼう然ぜんと呟いたリカードに言葉を返そうとはせずに、アルヴィンは敵意に満ちた視線を向ける男性の顔を見つめやる。

「暁光騎士団第五隊長ターシュ・エルンデット──だったか？　この世からすべての吸きゆう血けつ鬼きを消し去るべきと、ずいぶん声こわ高だかに主張していたそうじゃないか」

　無言のままの男性──ターシュの瞳に不ふ審しんげな光がちらついたが、言葉に出して問いかけることはしなかった。

　油断なく自分を見据えるターシュに、アルヴィンは口元の笑みを深める。

「ウェスペルを潰つぶそうと策を弄ろうしていたのもお前たちだな？　さすがに生徒の大勢いる学園に血に飢うえた吸血鬼を放ほうり込むまでは予想外だったが……敵と憎にくむ吸血鬼と手を組むとは、そこまで私たちの存在が目め障ざわりだったのか？」

「……手を組んだ覚えなどない」

　憎ぞう悪おを滴したたらせたターシュの言葉に、そうだったな、とアルヴィンは肩かたをすくめた。

「私ともども葬ほうむり去るつもりで送り込んだのだから、手を組んだというのは間ま違ちがっているか。だが、ウェスペルの生徒を犠ぎ牲せいにしようとしたことは否定できまい？　私たちを討うち滅ほろぼす口実を得るために──わざと吸血鬼に生徒を襲わせようと仕向けたのだろう？　もし死者が出ていたら、どう言い訳をするつもりだったのだ？」

「………」

「吸血鬼の住む学園に在ざい籍せきしているのだから、犠牲者が出ているのが当然だとでも思っていたのか？　それとも、吸血鬼の設立した学園に喜んで通っているような愚おろか者なら、一人や二人死んだところで惜おしくはないと思ったか？」

「……黙れ」

「お前たちお得意の、より多くを助けるためなら少数が犠牲になるのは仕方がないという理り屈くつか？　だが、いつウェスペルで吸血鬼の被ひ害がいが発生した？　正しい情報に見て見ぬふりをして自分たちの正義を押し通そうとしているだけのことではないか」

　いつの間にかアルヴィンの声からは笑みが抜け、ひやりとした響ひびきが言葉の端はし々ばしからにじみ出ていた。

「リカードのこともだ。いずれ吸血鬼となって人類に仇あだをなすから殺すと言うのならば、お前たちは人類すべてに剣けんを向けなくてはならなくなるぞ──すべての吸血鬼は人間から生まれるのだからな」

「馬ば鹿かなことを……ただの人間と、真祖の血の持ち主を一ひと括くくりにできるわけが」

「いまだ実現していない可能性という点においては同じだ。より被ひ害がい者しやの数が多くなるから？　吸血鬼と化してからでは討ち取るのが困難だから？　すべてリカードが吸血鬼と化した場合を前提としての話ではないのか？」

「確実に起こり得る未来に備えることのどこがおかしい。真祖の血は吸血鬼を引きつける──ましてウェスペルなどという吸血鬼の巣に暮らしているのなら、いつ吸血鬼と化したとしても不思議はない！」

「──では、今ここにいるリカードが吸血鬼と化していない理由は？」

　わずかに声を荒あららげたターシュに向かって、アルヴィンは冷ややかな言葉を投げやる。

　口元に残る刃のような微笑よりも、突き付けられた問いの内容がターシュの反論を封ふうじた。一いつ瞬しゆん口ごもったターシュが目を鋭するどく光らせて言葉を放つ前に、アルヴィンは語調を強くして続けた。

「お前たちは目に入るものすべてを、自分たちの都合のいいようにしか解かい釈しやくしようとしない。吸血鬼はすべて悪であり、人を襲おそわない吸血鬼など存在しない──確かにある意味では正しい対処法かもしれん。お前たち人間は吸血鬼に比べてあまりにも弱く、人間に害をなす吸血鬼の数はそうでない者に比べてあまりにも多い」

　瞳ひとみに浮うかびかけた憂ゆう慮りよの色を消し、アルヴィンはターシュを見み据すえて言い放つ。

「だが、他者を犠牲にしようとする者が間違うことは許されん。自分たちが正しい行いをしているのだと無条件に信じ、都合の悪いものを排はい除じよしようとするのはただの独善だ。人のためと言いながら、単に吸血鬼を憎む自分たちの心を満足させているだけに過ぎない」

「なにを……！」

「お前たちが知り得たことを、他の誰も知らないとでも思っているのか？　ウェスペルに吸血鬼が住んでいる事実が、これまで問題視されなかった理由を考えたことはあるのか？　言っておくが、暁光騎士団の上層部はとうの昔から私たちの存在を知っているのだぞ」

「それは──討とう伐ばつするに足る確証を貴様らが摑つかませなかったためだろう」

「いや、違ちがう」

　低く唸うなるようなターシュの声を、一言のもとにアルヴィンはばっさりと切り捨てた。

「討伐する必要がないことを、騎士団の上層部が知っているからだ」

「馬鹿な！　でたらめを……！」

「──でたらめなんかじゃない。れっきとした事実さ」

　投げられた声は、アルヴィンのものではなかった。豊かに響く低声にターシュは目を向け、予想と違たがわぬ姿を道の上に発見する。

「オスタリオ……貴様！」

　驚きと怒いかりを等分に含んだ視線を受け止めて、オスタリオはおどけるような仕草で軽く肩をすくめてみせた。

「……裏切ったのか？　人類の盾たてたる騎士団の一員が!?」

「裏切ったとは人聞きが悪いな。最初から俺は、ウェスペルに対する監かん視し役であるのと同時に、無む闇やみに手出ししようとする連中の動きを探さぐる役目を任されてるんだ」

　真しん剣けん味みの感じられない態度とは裏腹に、オスタリオの声には厳然とした響きが宿っていた。

「騎士団の監視役がいれば、ウェスペルの内情を知ろうとする連中は確実に接せつ触しよくしてくる……情報を摑むにはこれ以上の立場はないだろう？　もっとも、お前らに流す情報を制限しすぎたせいで、勝手な行動を許す結果となっちまったが」

「我らを……吸血鬼に売ったのか？　確実に真祖の血を葬るべきだと言ったのは、逃とう亡ぼうを阻そ止しするための罠わなだったのか!?」

「さすがに一いつ般ぱん人にまで手出ししようとするほど、血迷った奴やつを放置しておくわけにはいかんだろ？　お前らの行動が世に知られれば、騎士団への信しん頼らい低下も招きかねないんだよ。それに俺は、アルヴィンにお前らを引き渡わたすつもりなんかないぜ？」

　意味ありげな笑みを浮かべて、オスタリオは森に向かって軽く片手を掲かかげてみせる。

　一呼吸ほどの間をおいて姿を現したのは、揃そろいの鎧よろいに身を包んだ十数人の男性だった。革かわに銀の象ぞう嵌がんを施ほどこした鎧には、羽ばたく鳥を模した紋もん章しようが描えがかれている。

　実物を目にするのは初めてだったが、リカードはその紋章の意味するところを知っていた。

「……暁光騎士団の〝暁あかつきの鳥〟」

　リカードの呟つぶやきはごく小さく、誰の耳にも届かずに口の中で消える。

　同どう輩はいの登場にターシュも驚おどろきを隠かくせない様子だったが、その場の全員の注意が逸それた隙すきを見み逃のがすことはなかった。

　無傷の左手に剣を握にぎり替かえて、鋭い一いち撃げきをリカードの喉のど元もとに叩たたき入れようとする。

　完全に視界から外れていたため、リカードが彼の動きに気づくことはなかった。しかし無防備に立つリカードの首を剣が断つ寸前、間に割り込んだ腕うでが斬ざん撃げきを受け止めた。

「──っ!?」

　剣の唸りと肉を断つ音に、リカードが息を吞のんで目を向ける。

　彼が目にしたのは間近に立つアルヴィンと、その腕の中ほどまで食い込んだ刃やいばだった。

「アルヴィン！」

「油断し過ぎだぞ、阿あ呆ほう」

　苦痛の色を漂ただよわせながらも、アルヴィンは余よ裕ゆうのある態度を崩くずさずに声を投げる。

　ターシュへと戻もどした顔にはリカードに向けたものと同じ、どこか馬鹿にしたような笑みの気配があった。

「せめて真祖の血の持ち主だけでも始末しておこうと思ったか？　たいした執しゆう念ねんだな」

「災わざわいとなるとわかっているものを見逃す道理がどこにある。貴様とて同じだ──どれだけ巧こう妙みように人の目を欺あざむこうとも、いずれは本ほん性しようを現す。貴様が第二の凶王を生み出さないという保証などどこにもない。いや、貴様自身が第二の凶王となることも……」

「──アルヴィンが人を脅おびやかす存在になんて、なるわけがないだろ！」

　こらえきれないようにリカードが放った言葉が、その場の空気を大きく震ふるわせた。

　ターシュの表情が動くことはなかったが、アルヴィンはわずかに目を瞬またたかせてリカードへと視線を送る。

「そんな気があるなら、ウェスペルなんて造らずとっくに凶王にでもなんにでもなってるはずだろ！　三百年以上も前からアルヴィンはウェスペルにいたんだぞ！　それだけ時間があったってのに、アルヴィンがなにをしようとしてるのか、人を襲う意思があるかどうか見み極きわめることもできなかったって言うのかよ!?」

　自分が命を狙ねらわれる理由がわかった時以上の憤いきどおりが、リカードの心を支配していた。

　アルヴィンのどこを見ている、とリカードは思う。確かに性格はよいとは言えないが、人を襲う気がないということはウェスペルの現状が証明している。

「第一、痛い思いをしてまでとっさに人を庇かばうような奴が、人を苦しめるような存在になんてなるわけがないだろ！」

「信頼を得てから裏切るのも吸きゆう血けつ鬼きの常じよう套とう手しゆ段だんだ。人の姿はしていても、吸血鬼に人の心など存在してはいない。すべての人間が心こころ穏おだやかに暮らすためには、吸血鬼をこの世から消し去る以外に方法などないのだ」

　リカードの言葉にも眉まゆ一つ動かすことなく、ターシュは揺ゆるぎのない声を返す。

　どれだけ言葉を重ねても、彼の心には届かないようだった。思わず口をつぐんだリカードに代わって、アルヴィンが静かに滑すべり込ませるように声を投げやった。

「吸血鬼を残らずこの世から消し去ることは不可能だ」

　言い聞かせるのではなく、単なる事実を指し摘てきするかのような口調だった。

「お前たちにその力がないと言っているのではない。吸血鬼に比べて人間は数が多い──常に新しいものを生み出し、過去の失敗を糧かてに成長する力も持っている。あるいはいつか、吸血鬼をも圧あつ倒とうする武器を手に入れるかもしれん」

　ほのかな憧どう憬けいにも似た響ひびきが、アルヴィンの声の奥底ににじむ。

　だが、とアルヴィンは軽く目を伏ふせて続けた。

「仮にこの世に存在するすべての吸血鬼を滅ほろぼすことができたとしても、必ず人の中から再び吸血鬼は生まれる。真祖の血とはそういうものだ。人間の中に眠ねむる吸血鬼の因子が代を重ねて結集し、限りなく吸血鬼に近い存在を作り出す。そして持ち主が生に執しゆう着ちやくしたまま死ぬことで祖を持たない、初代の吸血鬼としてよみがえる」

「じゃあ、俺も……？」

　アルヴィンの言葉に顔色を失って、リカードが声をあげる。

　ちらりとその顔を見やって、アルヴィンは安心させるような笑みをのぞかせた。

「可能性はあるが、絶対というわけではない。お前はそこまで血が濃こいわけでもないようだしな──なにより、思い残すことなく生しよう涯がいを終えれば、純血に近い真祖の血の持ち主であっても吸血鬼としてよみがえることはない」

　リカードの肩かたからわずかに力が抜ぬけるのを見て取り、アルヴィンは瞳ひとみの奥に自じ嘲ちようめいた色を漂わせて言った。

「強い憎にくしみ、怒り、殺意が真祖の血の持ち主を、吸血鬼として生まれ変わらせる。私もその中の一人だ。信じていた人間に裏切られて死に、吸血鬼としてよみがえって彼と彼に荷か担たんしたすべての者の血を憎ぞう悪おを込めて啜すすった。まさか、その一部が吸血鬼としてよみがえるなどとは考えもしなかったがな」

　アルヴィンも自分と同じく真祖の血の持ち主であったと知り、リカードは目を丸くして闇やみに浮うかぶ白い横顔を見やる。

「私が失敗に気がついた時には、すでに手て遅おくれだった。吸血鬼の数は瞬く間に増ぞう殖しよくし、彼らが手当たり次第に人を襲おそったことで国は一年と保もたずに滅んだ。私が何人の吸血鬼を滅ぼしても焼け石に水だった。最初に吸血鬼と化した、私を裏切った男を仕留めることも結局できはしなかった」

「まさか、それが……」

　頭の端はしで閃ひらめいた可能性を、リカードは恐おそる恐る口に乗せる。

「ああ。後の凶王ヴェルフリード──史上最悪の吸血鬼と呼ばれることになる男だ」

　息を吞んだリカードの前方で、ターシュが喉のどの奥でくぐもったような笑い声をあげた。

「やはり、貴様が諸悪の根源なのではないか。一つの国を滅ぼし、人類を長年にわたって苦しめた吸血鬼を生み出し、それでよく『討とう伐ばつする必要がない』などと平気で言えたものだ。過去の罪は罪にはならないのか？　お前が生きていること自体が、お前のせいで命を奪うばわれた者への冒ぼう瀆とくだと思い知るがいい！」

　アルヴィンの腕に食い込んでいた刃を引き、ターシュは横よこ薙なぎに剣けんを振ふり払はらった。

　今度はアルヴィンも反応できない速度だったが、彼の首がはね飛ばされるよりも早く横合いから突つき出された剣が、ターシュの剣を音高く弾はじき飛ばした。

　騎き士し団だんの鎧をまとった大おお柄がらな男性を間近に見て取り、ターシュは低く声を洩もらす。

「セイドル騎士団長。まさか、あなたまで……」

「もうやめておけ。足あ搔がいたところで見苦しいだけだぞ、ターシュ」

　茶色の髪かみを短く刈かり込んだ男性は、朴ぼく訥とつとした顔に沈ちん痛つうな色を漂わせて言った。

「暁ぎよう光こう騎士団は吸血鬼の手から人間を守るための組織だ。吸血鬼を討つことを優先して人間の命をないがしろにしたのでは、騎士団の存在意義そのものが問われることになる。お前たちはやり過ぎたんだ──大人しく戻って、処分が下されるのを待て」

「なぜ……その吸血鬼を放置しておくのだ!?　凶王を生み出した元げん凶きようだぞ！」

「確かに、彼がいなければ凶王がこの世に現れることはなかっただろう。だが、凶王をこの世から葬ほうむり去るのも──彼の力なしには果たし得なかったことだ」

　セイドルと呼ばれた男が口にした言葉に、ターシュだけではなくリカードや周辺の男たちの顔にも驚きよう愕がくの表情が宿る。

　まさか、と震える声を発したのは、ターシュの後ろに立ったクライスだった。

「あり得ない……凶王を討うち滅ぼしたのは、暁王レキークであったはずだ」

「レキークに力を貸して、凶王とその配下を滅ぼすのに一役買ったのがアルヴィンだ。むしろ彼こそが主力であったと言ってもいい……人々に不安を与あたえぬように、当時ですら極ごく秘ひに伏されたことではあったがな」

　吸血鬼に対する人間の恐きよう怖ふは、現在の比ではなかったのだからとセイドルは語る。

　リカードはアルヴィンの顔をうかがいやったが、ターシュに向けたままの顔からはいかなる感情も読み取ることはできなかった。

「暁光騎士団が結成されてのちも、吸血鬼とのつながりが表に出れば非難を受けるのは明白であったため、アルヴィンがレキークに協力した事実は公表されなかった。凶きよう悪あくな吸血鬼が世にあふれている中で、人間に友好的な吸血鬼の存在を明らかにすれば吸血鬼への警けい戒かい心しんを失ってよけいな犠ぎ牲せいを出す恐れもあった──いや、これは言い訳だな」

　苦い光を榛はしばみ色いろの目によぎらせて、セイドルは自分自身の言葉を打ち消す。

「騎士団は凶王を討ち果たしたというレキークの功績に、傷が付くのを恐れた。吸血鬼に対たい抗こうできる唯ゆい一いつの武力集団としての権けん威いにも。だからアルヴィンの存在は公表せず、ただ騎士団の上層部でのみ代々語り伝えられていくこととなった。アルヴィンが人間を害したという明確な証しよう拠こがない限り、決して手を出してはならないという不文律とともに」

「人間に賞賛されることなど、最初から私は期待してはいなかったぞ」

　皮肉というには柔やわらかい響きを含ふくんだ声を、アルヴィンはそっけなく投げやった。

「それに私は、私なりの筋を通しただけだ。あの男を見つけ出すまでに数百年の月日を要したことで、奪われなくていい無数の命が奪われたことも事実。失われた命に対する責任を取ろうなどとは思わんし、取れるとも思いはしなかったが──あいつを葬り去るのは吸血鬼としての生を与えた私の役目だった」

「だが、貴方あなたの力がなければ凶王を滅ぼすことはできなかった。凶王が生み出した数多あまたの吸血鬼たちも。レキークの功績に貴方が大きく貢こう献けんしていることは事実なのだ」

「人間を救おうという思いなど、あの当時の私にはなかった。ただ自分の不始末を自分の手で片付けたかっただけだ。あの男には個人的な恨うらみもあったしな」

　複雑な感情を奥底に隠かくしたセイドルの言葉にアルヴィンは肩をすくめて応じ、苦笑を含んだ目でリカードの顔をちらりと眺ながめやった。

　なにかを思い出すような視線に、リカードは戸と惑まどった顔つきで目を瞬またたかせる。

　アルヴィンはターシュに視線を戻もどすと、目元に残る笑みを消して言葉を投げやった。

「過去の罪は罪にはならんのかと聞いたな？　人間の基準に照らし合わせるなら、私は確かに大罪人だろう。この手で人を殺し、国を滅ぼす原因をも作った。私が吸きゆう血けつ鬼きとしてよみがえることがなければ、死なずに済んだ人間も大勢いただろう」

　気を吞のまれたようなターシュの顔を、アルヴィンは目を細めて見つめやる。

「だが、罪を問うのはお前ではない。死者の存在すら己おのれを正当化するために利用するお前には罪を問う資格などない。生者も死者も、お前にとっては吸血鬼を討つための道具でしかない。人を救うというお題目を唱えながら、たやすく犠牲を肯こう定ていできるのがその証拠だ」

「私は……！」

「死者はなにも思わず、なにも語らない。生者が死者にできることなどなに一つない。なにをしたところで失われた命が戻ることはない以上、生者の自己満足としかならない」

　一片の温ぬくもりも含まずに響くアルヴィンの声が、ターシュが発しかけた言葉を遮さえぎる。

　氷でできた刃やいばを思わせる声だったが、向けられている先はターシュではなくアルヴィン自身であるとわかった。

「だから、私は死者に対して責任を取ろうとは思わない。傲ごう慢まんといわれようとも、私にできるのは同じ死者を生み出さないよう過あやまちをくり返さないことのみ。死んだ者ではなく生きている者のために、少しでもましな未来を選び取っていくことのみだ」

　声の冷たさとは裏腹に、アルヴィンの瞳にはいつしか淡あわい笑みが浮かんでいた。

「そう、私に説教してくれたお節せつ介かいが一人いてな。わずかでも罪の意識があるのなら、死んだ者のためにではなく生きている者のために償つぐなえと──永遠にも近い命を持っているのだから、寿じゆ命みようのある人間では不可能なことをやってみせろと」

　アルヴィンが口にする人物の名がリカードには薄うす々うす想像がついたが、言葉に出して確かめることはしなかった。

　単に利害が一いつ致ちしただけで、アルヴィンがレキークに力を貸したとは思えない。

　レキークという人物のどこかに、アルヴィンが力を貸してもいいと思えるだけの理由があるのは明らかだった。そしてアルヴィンの言う『お節介』という人物像は、不思議なほど自然に知りもしないはずのレキークの人ひと柄がらと重なった。

「だから私は、残党の掃そう討とうに一区切りついたところでウェスペルを設立した。吸血鬼と人間が傷つけ合うことなく、ともに生きていく未来を築くための足がかりとして。敵意さえなければ吸血鬼だろうと平気で味方に引き込む、あの馬ば鹿かの影えい響きようを受けたとは思いたくないが──奴やつが見られなかった未来を実現するのも、悪くはないと思ったことは否定できんな」

　リカードと同じ想像を抱いだいたのか、表情を強張らせて沈ちん黙もくするターシュをアルヴィンは瞳ひとみに映して告げる。

「人間のくせに吸血鬼を恐おそれず、話ができるのなら獣けものよりは人間に近いなどと平気で言い放つような奴だった。武力でしか人間を救えない現実を知りながら、吸血鬼との共存を可能にする方法がないか真しん剣けんに考え続けてもいた」

　私に血液の提供を申し出たのもその一いつ環かんだろうな、とアルヴィンは苦笑して呟つぶやく。

「一人でも話の通じる吸血鬼がいたのだから、共存できる可能性はまったくのゼロではないというのが奴の持論だった。そんなことでダシにされても、少しもありがたくはなかったが……ただ、奴の言葉には不思議な説得力があった。力では敵うはずのない吸血鬼を討ち倒たおそうなどという馬鹿げた夢に、何十人もの人間を巻き込んでしまうくらいだから当然かもしれないが」

「まさか……」

　硬かたい顔つきのまま、ターシュは低くかすれた声を唇くちびるから押し出す。

　彼の言わんとすることは、アルヴィンにも理解できているようだった。ターシュに向けた目を動かさず、アルヴィンは小さなうなずきとともに言葉を返した。

「まさか暁王などという大おお仰ぎような名で呼ばれることになるとは、本人も思っていなかっただろうな。奴は──レキークはただ、人間が吸血鬼に脅おびやかされずに生きられる世界を望んでいた。それも吸血鬼を残らず滅ほろぼし尽つくすのではなく、対等の立場で共存することによって」
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　呆ぼう然ぜんと立ちすくんだターシュの腕うでをセイドルが摑つかんだが、もはや彼は抵てい抗こうするそぶりも見せなかった。

　近づいてきた騎き士したちに縄なわで拘こう束そくされ、虚うつろな顔つきのまま連れ去られていく。

　クライスや他の男たちも同様だった。自分たちが正しい行いをしていると心の底から信じていた彼らにとって、アルヴィンの発言はそれほどまでに衝しよう撃げき的な内容だったのだろう。

　操あやつり人形のような足取りで立ち去っていくクライスを、リカードは複雑な顔で見送る。

　うつむいたクライスの目がほんの一いつ瞬しゆん自分に向けられた気もしたが、確かめる間もなく彼は人ひと垣がきの向こうに消えていった。向けられた目に浮うかんでいたのが敵意ではなく、なにか言いたげな色であったことは気のせいではないと思いたかった。

　気持ちを切り替かえるように大きく息を吐はいて、リカードはアルヴィンに視線を戻した。

「あ……さっきはありがとうな、助けてくれて」

　様々な事実を一度に知りすぎたことでいくぶん口調がぎこちなくなったものの、まず最初にリカードが口にしたのは礼の言葉だった。

「傷は大だい丈じよう夫ぶか？　かなり深かったみたいだけど……」

「忘れているのか？　私のこの身体からだは仮の器うつわだぞ。確かに痛いことは痛いが……腕を切り落とされなかっただけでも御おんの字というところだろう」

　皮肉めいた口調で、何事もなかったようにアルヴィンは言葉を返す。あ、と気づいた表情になるリカードに、彼は呆あきれの色の混ざる笑みを浮かべて言った。

「本当に忘れていたのか……まぁ、本体であればかなりの痛手を受けていたことは間ま違ちがいないだろうがな。さすがに、騎士団の持つ信しん仰こうの念のこもった武器というのは厄やつ介かいだ」

　深く断ち切られた衣服からのぞくアルヴィンの腕には傷一つなかったが、リカードはそれが幻げん術じゆつによって形作られた幻まぼろしであることを知っていた。

　血や汗あせ、さらには吸血鬼の再生能力までも完全に模も倣ほうする高度な幻術だ。

　ほっと息を吐くリカードにアルヴィンは表情をわずかに和らげ、しかし口元にどこか剣けん吞のんな笑みをのぞかせると手を伸のばしてリカードの鼻を摘つまんだ。

「んがっ!?」

「そんなことよりも、お前がここで殺されそうになっていたことのほうが大きな問題だと私は思うが？　なぜお前が、ウェスペルの外をふらふら歩いているんだ？　私が間に合わなかったら、お前はあの連中に殺されていたんだぞ？」

　アルヴィンの口調はごく穏おだやかなものだったが、ぎりぎりと鼻を摘み上げる力と声にのぞく言いようのない迫はく力りよくが完全に裏切って余りあった。

　リカードの背中を冷や汗が伝うが、あまりの迫力に圧あつ倒とうされて言葉も出ない。

　鼻を摘まれている痛みのせいもあったが、アルヴィンの言葉が極きわめて正論に近かったことも理由の一つであった。

「一人で勝手に歩き回るなと私はお前に言ったはずだな？　霊果ロアの件についても、よけいな手出しはするなと。お前の耳はただの飾かざりか？　それとも頭の容量が少なすぎて、聞いたことが端はしから零こぼれ落ちていくのか？」

「むが、むがおがぐきぐ……！」

　アルヴィンの手に力がこもり、リカードの口から意味不明の叫さけびが洩もれる。

　これでは満足に答えも返せないと悟さとったのか、アルヴィンは片眉まゆを軽く上げるとリカードの鼻から手を離した。

「は……鼻が、もげるかと思った……！」

　両手で顔を押さえて呻うめくリカードに、アルヴィンは冷ややかな視線と言葉を投げる。

「この程度の力でもげるわけがなかろう、軟なん弱じやく者め。仮にもげたところで、顔に特とく徴ちようがついてよかったのではないか？」

「いいわけあるか！　親からもらった大事な顔だぞ!!」

　涙なみだ目めで怒ど鳴なるリカードの声を、柳やなぎに風とばかりに聞き流してアルヴィンは話題を戻もどした。

「自分の身が可愛いと少しでも思うなら、もっと慎しん重ちように行動しろ。構内のどこにもお前の姿がないと聞いた時は、怒いかりのあまり目眩めまいがしたぞ。自分が狙ねらわれる存在だという自覚がないにも程がある」

「……俺だって、まさか人間に命を狙われるとは思ってなかったよ」

　わずかに肩かたを落として、リカードは悄しよう然ぜんとした表情でアルヴィンに言い返した。

　真祖の血を狙う吸きゆう血けつ鬼きに襲おそわれる可能性はリカードの頭の中にもあったが、同じ人間に命を狙われるとは考えもしなかったのだ。

「どうして……教えてくれなかったんだよ？　真祖の血が人間に危険視される恐れがあるってこと……お前らにはわかってたんだろ？」

　よく考えてみれば、アルヴィンがリカードを守ろうとしていたことは明らかだった。

　一人になるなとくり返し釘くぎを刺さしたり、野外学習にも多数の教職員が同行していたり。リカードを霊果の件に関かかわらせようとしなかったのも、警けい戒かいの厳重なウェスペルから出さないためだったと思えば納得がいく。

「きちんと教えてくれれば、俺だって勝手にウェスペルから出るような真似まねはしなかったよ。トリアのことだって、最初から使者に出したと知らせてくれていれば、不ふ審しんに思って追いかけたりはしなかった……はずだ」

　リカードの声には八つ当たりじみた非難の色があったが、アルヴィンはその点には触ふれようとはせずに顔を曇くもらせて告げた。

「確かに私の見通しが甘かったのは事実だ。お前を狙うのが吸血鬼だけではないということを知らせておけば、お前を危険な目に遭あわせずに済んだのかもしれない。こればかりは言い訳のしようがないな──悪かった、リカード」

　言いながら軽く頭を下げるアルヴィンを見て、リカードは目と口をぽかんと開く。

　まさか素直に謝罪されるとは思わず、言葉を失うリカードにアルヴィンはやや不本意そうな表情を見せた。

「……なんだ、その顔は？」

「いや、お前が謝るなんて……明日は吹雪ふぶきにでもなるんじゃ？」

　思わず洩らした一言にアルヴィンは目を細め、今度はリカードの耳を摑んで思いきり引っ張った。

「お前が私のことをどう考えているのか、よくわかった。言っておくが今回のことについては私にも非があるが、一番の問題は人の話をろくに聞かないお前にあるぞ!?」

「痛たたたたっ！　だからって耳を引っ張るな!!」

「そもそも人間に命を狙われる恐おそれがあると話したところで、お前はすんなり私の話を信じたか？　実際に自分の目で確かめない限り、話半分に聞くのが関の山じゃないのか!?　吸血鬼に狙われるというだけでも十分な脅きよう威いなのに、平気でウェスペルの外を出歩くような危機意識の薄うすい奴やつが、同じ人間をどの程度本気で警戒できるというのだ!?」

「わかった、わかったから……！」

　叫ぶリカードの耳から手を離して、アルヴィンは呟つぶやくようにぼそりと付け加えた。

「ろくに警戒もできんなら、ぎりぎりまで知らせずにすんだほうがマシかと思ったのだ。もう少し時間があれば、人間に危険視されるとわかっても傷つかぬくらい心が強く育っていたかもしれないのだから……」

　アルヴィンの声はごく小さく、リカードの耳には部分的にしか聞こえなかった。

　訝いぶかしげな顔でアルヴィンを見やろうとした時、後方から重く響ひびく男性の声が投げられた。

「部下がウェスペルを騒さわがせたことをお詫わびする。我々の監かん督とく不行き届きだ──そちらの少年も、生まれ持った資質のせいで命を奪うばわれかけたことはとても許せることではないと思うが、せめて謝罪だけでもさせて欲しい。本当に申し訳なかった」

　歩み寄ってきたセイドルに深く頭を下げられて、リカードは目を白黒させる。

「あ……いや、俺は……」

「ずいぶん手回しが良かったな。そこの不良教父から報せを受けて、ウェスペルの近くで張り込んででもいたのか？」

　アルヴィンが表情も変えずに言葉を投げ返すと、セイドルの背後で闇やみに溶とけ込むように立っていたオスタリオが口元に笑みを刻む。

「お見通しか。リカードが真祖の血の持ち主だとわかってすぐに、騎き士し団だん本部に報せを送っておいたんだよ──危険なものは片付けちまえって短たん絡らく思考の連中が、真祖の血の存在を知ればなにを考えるかはわかりきったことだからな」

「リカードが命を狙われるのは時間の問題……か。そこまでわかっているのなら、あの連中の手た綱づなをしっかり握にぎっていてもらいたかったものだが」

「自分らが正しいことをやっていると思ってる連中が、素直に上の指示に従うとでも？　普ふ段だんから上層部の方針を弱よわ腰ごしと非難してるような奴らだ。手綱を締しめたところで、吸血鬼の跳ちよう梁りようを許すのかと反発してかえって暴走するだけだろうよ」

「なるほど。騎士団を呼び寄せたのはリカードを守るためではなく、手を出す確率の高い餌えさに獲え物ものが引っかかるのを待つためか。実に合理的だな」

　挑ちよう発はつするような笑みを浮うかべたアルヴィンの言葉を、オスタリオはへらりとした笑顔のまま受け止めた。

「ああ。狙われている当の本人は、お前らが総力を挙げて守ってくれるだろうしな。おかげでこっちは強きよう硬こう派はの動きに注意することに集中できた。まぁ、なんか不備があったみたいで少々危険な目に遭ってはいたが、結果的に無事だったんだから問題はないってことだよな？」

　リカードが少人数でウェスペルの外を歩いていたことをやんわりと指し摘てきされ、アルヴィンの眉がぴくりと動く。返されたのは槍やりの穂ほ先さきのように鋭するどい視線だったが、オスタリオはかまわず言葉を紡つむいだ。

「こっちとしては、一いつ般ぱん人を殺そうとしている現場を押さえることができたから結果としては上々だったし。ああ安心しろ。本当にリカードの身に危険が及およんだ時は、可能な範はん囲いで助けるつもりだったぞ」

　オスタリオとアルヴィンの間を流れる殺さつ伐ばつとした空気に、居い心地ごこちの悪さを感じたのかセイドルが小さく咳せき払ばらいして口を開いた。

「その言い方では誤解を招きかねんぞ、オスタリオ。強硬派が暴走している証しよう拠こを摑つかむことも目的の一つだったが、第一の目的は真祖の血の持ち主を彼らから守ることだ。騎士団の人間が同じ人間に危害を加えることなど、決してあってはならん」

「騎士団長自ら動くとは、深刻な事態だという認識はあったようだな」

「当然だ。騎士団への信しん頼らいが低下することがあれば、我らは吸血鬼と戦うための最大の武器を失うこととなる。人々が私たちを信じる思いが、私たちの武器に吸血鬼に対たい抗こうし得るだけの力を与あたえているのだぞ」

　にこりともせずにアルヴィンに言葉を返し、セイドルは自身が腰こしに帯びている使い込まれた長ちよう剣けんを見下ろす。

　アルヴィンとオスタリオのやりとりを、やや腰の引けた様子で眺ながめていたリカードが問いの声をあげた。

「オスタリオ教父は……騎士団の関係者だったのか？　アルヴィンが吸血鬼だってことも、最初から知って……？」

　その声で気づいたように、オスタリオはリカードに目をやってあっさりと答える。

「ああ。一応、ウェスペルの監かん視し役として派は遣けんされている。ウェスペルの目をごまかすために教父としてな──とはいえ、こっちの正体も目的も最初からお見通しみたいだったが」

「隠かくす気があったのか？　隙すきあらば心臓を抉えぐろうと殺気を叩たたきつけていた奴が」

「さぁ？　そんなヘマをした覚えはないな～。教会と騎士団には密接な関係があるからって、神経尖とがらせすぎてただけじゃないのか？　まぁバレちまったものは仕方ないってことで、水面下で協力関係結んで、騎士団上層部との橋はし渡わたし役をすることにしたのさ」

　ちなみに教父の資格はちゃんと持ってるからな、とオスタリオは笑って付け加える。

　リカードは胡う散さん臭くさそうな表情でオスタリオを見やったが、気の抜ぬけた笑みを浮かべる顔から真しん偽ぎのほどはうかがい知れなかった。

「ウェスペルに手出しをしようとする連中の動きを探さぐるのも、任務の一いつ環かんだ。小出しに情報を流して、向こうの計画を事前に潰つぶす──けど、少々やりすぎたみたいで、こっちに接せつ触しよくせずにウェスペルを探ったり、攻こう撃げきをしかけてくる連中が出てくるようになっちまった。こうなるとわかっていたら、もう少し仕事の手を抜いておいたんだけどな」

「力足らずを怠たい慢まんの言い訳にするつもりか。不良教父が」

「あんな連中の侵しん入にゆうを許すほど、穴だらけの警備しといてなにを言いやがる。陽動にまんまと引っかかって、霊果ロアに火まで放たれたくせに」

　口元に笑みをたたえたまま、非友好的な視線をアルヴィンとオスタリオは交わし合う。

　両者の間に割り込むには勇気が必要だったが、悪化する一方の空気を放置しておくわけにもいかず、リカードは意を決して応おう酬しゆうの隙すき間まに声を放ほうり込んだ。

「あ、あの連中の処分ってどうなるんだ？　軽い処分で、また命を狙ねらわれることになるなんてのは御ご免めんだぜ!?」

　リカードの声に、セイドルが少しばかりほっとしたような口調で答えを返した。
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「それはあり得んから安心するといい。どんなに軽くても数年の謹きん慎しん処分は免まぬがれん。その上で更こう生せいの余地が認められるようなら、監視付きで別々の部隊に配属し直すことになる。首しゆ謀ぼう者しやのターシュに関しては、最悪追放という措そ置ちを取ることも考えられるが……」

　目を離はなすのは危険だろうし、職務に差し障りが出るほどの傷を負ったという名目でどこかの修道院に幽ゆう閉へいすることになるはずだ、とセイドルはわずかに沈しずんだ声で告げる。

「彼らの行ったことは、騎士団の存続を危うくさせるほどの重大な罪だ。だが、彼らの考えに共感を抱いだく者の数は決して少なくはないだろう。団に属する人間の大半は、吸きゆう血けつ鬼きを悪あしき敵としてしか見ていない。方法の是ぜ非ひはともかく、すべての吸血鬼を討うち滅ほろぼすべきだという彼らの考えに疑問を差し挟はさむことはあるまい」

「一歩間ま違ちがえれば、またあの連中のように暴走する人間が出てきかねないということか」

　声こわ音ねに鋭いものを残したままアルヴィンが投げた言葉に、セイドルは力強く頭かぶりを振ふって言い返した。

「暴走などさせはしない。感情のまま己おのれの欲よくを満たそうとする者にも、狭せまい正義にとらわれて本来の目的を見失う者にも、人類を守る盾たてたる資格はない。団の内規を引き締めて、吸血鬼を狩かるために私たちがいるのではなく、吸血鬼に害される人間を一人でも減らすために私たちがいるのだということを思い出させてやる」

　意識改革はそれからだ、とセイドルは誰だれにともなく言い聞かせるような口調で呟つぶやく。

　アルヴィンはわずかに目を細めてその顔を見やり、口元に刻んだ笑みを深めてリカードへと視線を移した。

「不安が残らんわけではないが、騎士団のほうはこいつに任せておいて問題あるまい。もし、また手出しをしようとする輩やからがいれば、監かん督とく不行き届きの責任をこいつに取らせれば済むだけの話だからな」

　複雑な顔つきになるセイドルを捨て置いて、アルヴィンは傍かたわらで傷の手当てを受けているトリアへと目をやる。

　側そばにはディスの姿もあり、リカードは安あん堵どの色を漂ただよわせた顔で声をあげた。

「ディス、無事だったか！」

「当たり前──と言いたいところだが、ちょっとヘマしちまってな。肝かん心じんなところでお前らを助けに行けなかった……面めん目ぼくない」

　目を赤くしてしきりに鼻をこするディスを、リカードは心配そうに見つめ返す。

「無事だったから、それはいいけど……いったいなにがあったんだ？」

「唐とう辛がら子しの粉末の入った袋ふくろを顔面に叩きつけられただけだ、そいつは。勝手に護衛対象の側を離れて自じ滅めつした奴やつに、同情する必要などないぞ」

「これでも一応、森の中に潜ひそんでいた連中は全員捕とらえたんだぜ……」

　冷ややかに言い捨てるアルヴィンに、ディスはやや情けなさそうな表情を浮かべる。

　ぺたりと獣けものの耳を伏ふせた姿は、大おお柄がらな体格にも似合わず同情を誘さそうものだった。しかしアルヴィンはもちろん、ウェスペルから駆かけつけた職員に包帯を巻かれているトリアの反応も冷れい淡たん極まりなかった。

「それくらい当然でしょう。果たすべき最優先の責務を忘れて独走したのですから、最低限の成果は出してもらわなくては困ります」

「結局、リカードのもとに敵が向かうのを防ぐこともできなかったようだしな。なんのための護衛なのだ？　そもそもお前がリカードを発見してすぐウェスペルに連れ戻もどしていれば、あの連中と出くわすこともなかったはずだぞ」

「俺か！　俺のせいか!?　連れん絡らく不備でトリアがあの里に向かうことを知らされてなかったのも俺のせいになるのか!?」

　たたみかけるように両者から言われて、ディスは引きつった顔で叫さけび声をあげる。

　ディスの追い詰つめられた様子に、さすがに申し訳ない気分になってリカードは口を開こうとする。だが彼が言葉を発するより早く、森の中から姿を現したシンがアルヴィンに歩み寄って声をかけた。

「近きん隣りんの捜そう索さくは完かん了りようした。捕らえた敵は騎き士し団だんに引き渡わたしたが、万一逃にげた者がいないか捜索範はん囲いを広げてしらみつぶしに当たっている──次の指示は？」

「ああ……そうだな。捜索は他の者に任せて、私たちはウェスペルに戻るぞ」

　抑よく揚ようのない声で報告を行うシンに、アルヴィンは笑みを浮うかべてリカードを見やる。

　トリアほどではないものの、リカードの身体からだのあちこちにも細かい傷がある。アルヴィンの視線に気づいてリカードは自分の身体を見下ろし、じくじくと意識に訴うつたえかける痛みを今いま更さらのように自覚して顔をしかめた。

　今晩の体験をふり返ってみれば、これだけの傷で済んだのは奇き跡せきに近い。

「リカードもトリアも、少しでも早くウェスペルに戻って休ませてやったほうがいいだろう。話を聞くのはそのあとでいい。ディスから一通りの話は聞いているし、説教も含ふくめるとなると短い時間では済まんだろうからな」

「するのかよ、説教……」

　げんなりした表情をのぞかせながらも、リカードはアルヴィンの提案に異は唱えなかった。

　一晩中動き回ったことで、身体はくたくたに疲つかれ切っている。後に説教が待っているとしても、今はベッドに入ってゆっくりと休みたかった。

　簡単な手当てを受けたあと、リカードはアルヴィンに続いてウェスペルへと歩き出す。

　やや遅おくれる形で続いたシンが、なにか言いたげな顔で見ているのに気づいてリカードはふり返って声を投げた。

「……どうした、シン？」

　ふり返ったことで歩調が遅おそくなり、リカードとシンの距きよ離りが縮まる。

　表情を動かさないままシンは速度を落として、リカードから慎しん重ちように距離を取る。むっとした様子を見せるリカードに、彼は「血の匂においが」と言葉少なに弁解した。

「あ……悪い」

　気にするなというように頭を振って、シンはぼそりとリカードに告げた。

「無事に済んでなによりだ」

　短い言葉だったが、リカードの無事を喜ぶ思いは伝わった。ほんの少しばかりの笑みを瞳ひとみにのぞかせたシンに、リカードは笑顔で礼を言った。

「ああ、ありがとな！」

「なにをしている、リカード。置いて行くぞ！」

　二人が遅れていることに気づいたアルヴィンが声をかけ、リカードは慌あわてて歩調を速める。

　追いついてきたリカードをアルヴィンは横目で睨にらみ、どこか棘とげを感じさせる口調で低く声を放った。

「よけいな気など遣つかわず、今この場で聴ちよう取しゆを始めてやればよかったか？　見た目の割に元気が余っているようだしな」

「やめてくれよ……体力も気力もとっくに品切れだっての」

「減らず口を叩たたく元気があるなら大だい丈じよう夫ぶではないか？　今夜のことに関しては聞きたいことも言いたいことも山ほどあるし、なんならウェスペルに戻る道すがら話をしてもらってもいいのだぞ？」

　アルヴィンの顔にはうっすらと笑みが浮かんでいたが、瞳は笑っていない。

　滝たきのような冷や汗あせが背中を流れるのを感じながら、リカードはアルヴィンから目を逸そらして懸けん命めいに話題の転てん換かんを試みた。

「あ、そうだ！　霊果ロアの種……俺も預かってたんだった！　渡しておかないと！」

　忙せわしない手つきで懐ふところを探さぐり出すリカードを、アルヴィンは呆あきれたように見つめやる。

　意図が見え見えの下手へたな芝しば居いだったが、あまりに下手すぎて指し摘てきする気も失ったのか、アルヴィンは黙だまったまま差し出された種の包みを受け取った。

「よ、よかったぜ！　途と中ちゆうで無くすようなことがなくて……まぁ、トリアとディスも持ってるから、一ひと粒つぶもウェスペルに届かないなんてことはなかっただろうけど。でも、預かったものを無くしたりしたら、トリアにどんな嫌いや味み言われることになるかわからないしな！」

　ディスの助けを借りて足を進めていたトリアが、いささか不ふ愉ゆ快かいそうな表情をのぞかせたがリカードは気づかなかった。

　無理に笑みを浮かべて足を速めるリカードに、アルヴィンがにこりと微笑ほほえんで言った。

「面おも白しろい小芝居だったが、まさかそれでごまかしたつもりか？」

「う……っ」

「まぁ、余興に免めんじて説教は休んでからにしてやろう。待たされたぶん利子がつくかもしれんが、返済が遅れれば利子がつくのは当然の法則だろう？　一日で一割説教の時間が延びる程度なら可愛いものだ」

「一日一割ってどんな悪徳金貸しだよ！　トイチどころの話じゃねえだろ!?」

　いつの間にか説教が中心になってるし、と両手で頭を抱かかえてリカードは呻うめく。

　アルヴィンはふんと鼻で笑って、うなだれたリカードを見やり、声の奥に一匙さじほどの温ぬくもりをにじませて言葉を投げた。

「だが、これだけは今のうちに言っておかなくてはな──私の手の及およばないところで、勝手な行動をして命の危機にまで瀕ひんして……それでもよく無事に生き延びた。最後の最後まで諦あきらめずに、命を守り通したことだけは誉ほめてやってもいい」

「……アルヴィン」

　胸を衝つかれたように、リカードは顔を上げてアルヴィンを見つめ返す。

　声にこもっていたのは、心からリカードを案じる思いだった。一晩の間に起こった出来事がリカードの脳裏によみがえり、様々な思いが胸のうちにあふれてくる。

　トリアに対して抱いだいた疑念。クライスと再開した時の驚おどろきと、人間である彼に命を狙ねらわれた困こん惑わくと恐きよう怖ふ。トリアの行動を誤解していたとわかった時の申し訳なさと、クライスが暁ぎよう光こう騎き士し団だんの一員であると知った時の衝しよう撃げき。

　未消化のまま胸の奥に押し込められていた思いがあふれ出し、リカードは思わず言葉を詰まらせる。

　騎士団に命を狙われたことは、リカードにとって特に衝撃的な事件だった。

　一部の人間の暴走だったとはいえ、真祖の血が人間に危険視されることもあるという現実を突つき付けられたのだ。リカードがかろうじて平静を保っていられたのは、自分自身を守るために強くなれというアルヴィンの言葉を思い出したためだった。

　真祖の血の持ち主であるということは──それだけ強い力と心を持たなければ、ただ生きていくことさえ難しい存在なのだ。

　胸をよぎった感謝の思いをリカードがぎこちなく口に出そうとしたところで、アルヴィンが唇くちびるの端はしをわずかに持ち上げた。

「ただし、評価としては最低の基準にぎりぎり引っかかる程度だがな」

　意地の悪い口調に、リカードは喉のどまで出かかっていた言葉を吞のみ込んでしまう。

「試験なら再試は確実、居残り補習まで重ねてようやく合格点を取れるくらいの点数だ。また同じことが起こらないように、徹てつ底てい的に教え込んでやらないとな。安心しろ、授業とは違ちがって落第の心配はない。まともな危機意識が身に付くまでとことん付き合ってやる」

　アルヴィンの言葉は激げき励れいというより脅おどし文句に近く、リカードは酷こく使しし続けた心身に最後の止とどめを刺さされた気分でうなずく。

　断るという選せん択たく肢しが、最初から与あたえられていないことは明白だった。

　疲ひ労ろうしきった足取りで森の中を延びる道を進んでいくリカードの目に、やがて小さな木戸を備えた門の姿が映る。

　地平の向こうから洩もれ出る光が、空を薄うす青あおく染めていることにリカードは気づいた。

　少しずつ明るさを増していく森の中を、リカードは人ならざるものを交えた四人の同行者とともに、門に向かって歩いていった。







「……ちょっと意外でしたね。真祖の血の持ち主を放置するとは」

　リカードたちが立ち去っていったあとも、交戦した現場で騎き士したちの指揮を執とり続けていたセイドルに、オスタリオが笑みの混ざる声を投げた。

　周囲ではウェスペルの職員も混ざって、捕ほ縛ばくされた男たちの顔と名前を確認している。

　人間──もしくは人間に見える姿をした者が残ったためか、いささか緊きん張ちようした空気ながらも騎士たちと職員との間に軋あつ轢れきが生じることはなかった。

「声くらいかけるかと思ってましたよ。真祖の血の持ち主を吸きゆう血けつ鬼きから守るなら、ウェスペルよりも騎士団のほうが場所としては適切でしょうに」

　オスタリオの顔には人好きのする笑みが浮うかんでいたが、セイドルに向けた瞳の奥には妙みように鋭するどい光が潜ひそんでいた。

「……騎士団で保護すべきだと言いたいのか？」

「最悪の可能性を考えるのなら。いくらアルヴィンの保護下にあるといっても、ウェスペルの守りは絶対じゃない。それに『叩いて伸ばす』が基本方針のアルヴィンのことだから、今後もリカードが危険な目に遭あうことは避さけられないでしょう、きっと」

　最終的にはどんなことをしてでも守るでしょうが、とオスタリオは付け加える。

「けど、常に危険と隣となり合わせの綱つな渡わたり状態であることに違いはない。アルヴィンの言葉と力だけを頼たよりとするよりは、目の届く場所で信しん頼らいのおける人間に守らせたほうがいいんじゃないかと思いますがね？」

「真祖の血のことを一いつ般ぱんの騎士に公表すれば混乱が生じよう。ターシュのように早まって命を狙う者が出てこないとも限らん」

「だったら、もう一つの事実も公表すればいいでしょう──暁王レキークもまた、真祖の血を持つ人間であったことを」

　オスタリオはわずかに声を落として告げ、セイドルは無言で彼の顔を見つめ返す。

　瞳ひとみに浮かんでいるのは不ふ審しんでも警けい戒かいでもなく、オスタリオの真意を見定めようとするような光だった。オスタリオは目を逸らさずに口元の微笑を深め、セイドルは小さく息を吐はいて低く言葉を発した。

「偶ぐう像ぞうとして担ぎ上げるには、確かに最適の人材だな」

「真祖の血の持ち主を騎士団で受け入れるなら、他に選せん択たくの余地はないでしょう。身の安全と引き替かえなら、向こうにとってもそう悪い話じゃないはずだ。別に馬車馬のように働かされるわけでもなし、むしろ生活の面では十分すぎるほどの厚こう遇ぐうを受けることになる」

「ただし、自由と引き替えにな。レキークの再来と認められればなおのこと、彼は騎士たちに厳重に守られることになるだろう。それは身の安全を保証するかもしれないが、彼自身が成長する余地はおそらく完全に失われる」

　セイドルの言葉に、オスタリオは目の奥に苦笑じみた表情をのぞかせた。

「だから──アルヴィンに託たくすと？　ずいぶん思い切った賭かけに出たもんですね。一歩間ま違ちがえれば最悪の化け物が誕生するというのに。一人の少年の未来と引き替えにするには、いささか掛かけ金の額が高すぎるんじゃ？」

「分の悪い賭けだとは思っておらん。それに、かかっているのは一人の少年ではなく、人類の未来の可能性だ」

　深い思いを込めて放たれた声が、オスタリオの言葉と表情を一いつ瞬しゆん失わせる。

　精せい悍かんな口元に再び宿ったのは、先程にも増して苦笑の気配を強めた笑みだった。小さく首を振ふって、オスタリオは親しげな響ひびきを帯びた声をセイドルに投げやった。

「あんたがそんな理想家だとは、思ってもいなかったよ」

　セイドルは応じることなく、問いの形で別の言葉をオスタリオへと返した。

「……騎士団に戻もどってくるつもりはないのか？」

「ウェスペルにはまだ監かん視し役が必要だろう？　真祖の血の持ち主を、アルヴィンに託すのならなおさらに──ある程度ウェスペルからの信用も得ていて、実力面でも不足のない人間を監視役に据すえておくべきじゃないのか？」

　最悪の事態に備えるのならな、とオスタリオは笑みのない瞳で言い放つ。

　彼の言葉が指し示すものをセイドルは正確に理解していたが、表情には出さずに淡たん々たんとした声こわ音ねで問い返した。

「それは、外部の吸血鬼が侵しん入にゆうした場合のことを言っているのか？　それとも、アルヴィンが真祖の血の持ち主を襲おそう可能性を想定しているのか？」

「両方だ」

　冷え切った声で、ためらいもなくオスタリオは断じた。

「アルヴィンが人を襲うことがあれば、刺さし違えてでも奴やつを討つのが俺の役目だ。そのための監視役なんだからな。いくら人間に好意的に見えても、吸血鬼が人間の血を糧かてとする生き物であることには変わりない。アルヴィンだけでなく、奴の仲間も──本能に負けて人を襲うようなら、この世から即そく座ざに退場させてやるさ」

　薄うすく笑みを浮かべたオスタリオの顔には、抜ぬき身の刃やいばを思わせる凄味が漂ただよっていた。

　声ににじむのは憎ぞう悪おではなく、理性で完全に制せい御ぎよされた鋼はがねのような意志だった。鋼を鍛きたえたのは憎にくしみという名の炎ほのおだったのかもしれない。だがオスタリオの声にも表情にも感情の色は微み塵じんも表れていなかった。

「そうそう簡単に、他の人間にこの役目を譲ゆずる気はないぜ？　アルヴィンが血に狂くるった魔ま物ものとなるなら──俺は大手を振って奴を始末することができる」

　狂おしいほどの渇かつ望ぼうを秘ひめた声で告げてから、オスタリオはふっと表情を緩ゆるめて悪戯いたずらっぽい目でセイドルを見返した。

「……まぁ、奴が人間に手を出さない限り俺の出番はないんだけどな。出番のないほうが世のため人のためとはいえ、まったく因果な仕事を選んじまったもんだ」

「お前は……」

　言いかけた言葉を吞みこみ、セイドルは口元に苦笑を刻んで声を放った。

「いや、お前はそれでいい。ウェスペルに置く人材としては、だからこそふさわしいと言えるのかもしれん」

「妙に引っかかる気もするが……誉ほめ言葉としてありがたく受け取っておくよ」

「ウェスペルの監視に飽あきたなら、いつでも戻ってくるといい。後こう継けい者しや不足で常つね日ひ頃ごろから頭を悩なやませているのだ──優ゆう秀しゆうな人材ほど手元に残らなくてな。できれば、私が総そう白髪しらがになる前に戻ってきて楽をさせて欲しい」

「面めん倒どうな仕事押しつけようとしてるだけのことだろ。一回りも歳が離はなれていないくせに」

　受け合うそぶりも見せず、オスタリオはセイドルの提案を切って捨てる。セイドルの声には本気の響きがにじんでいたが、あえて気づかなかったふりをしてオスタリオは冗じよう談だんめかした口ぶりで続けた。

「それに、まだまだウェスペルからは目を離す気になれんよ。人を襲わずに生きるというアルヴィンの覚かく悟ごがどこまで本物なのか、奴の言う人間と吸血鬼の共存が本当に可能なのかどうか──俺もこの目で確かめたいと思ってるんだ」

　投げられた声にはあり得るはずもないと断じる響きと、あって欲しいと願う二つの相反する感情が込められていた。

　セイドルはオスタリオの顔を黙もくして見つめ、やがておもむろに口を開いた。

「……人のことなどとても言えないほどの理想家だぞ、お前は」

「そりゃあ、今は教父なんて商売をやってるしな」

　へらりと相好を崩くずして応じるオスタリオに、セイドルは口元の苦笑を意図的に強めて言葉を投げ返す。

「教父はお前の天職だったとでも言いたいのか？　口先で人を操あやつるという面では確かに向いていそうだが、人を信じるという肝かん心じんの一点において大いに欠けつ陥かんがあるぞ？」

「信じてますよ～？　いや、信じたい……と言ったほうが正しいか」

　ふざけた笑みを複雑な微笑に変えて、オスタリオは嚙かみしめるように呟つぶやきを口にした。

「人間と、吸きゆう血けつ鬼きという名の元人間が、どこまで変わっていけるのか。本能に負けずに互たがいを対等な存在として認めることはできるのか。俺はね、それを可能とする力が両者の中に眠ねむっていると──信じたいと思ってる」

　少しずつ明るくなってくる空の彼方かなたを見やり、まだ見えぬ光を探すようにオスタリオは目を細める。

「真祖の血の持ち主が、吸血鬼に転じることなく人としての生を終えられるのなら。吸血鬼を恐おそれることなく、善の面も悪の面も持つ隣りん人じんとして向き合っていけるなら──吸血鬼と人間の間に新たな未来を築くことも、決して不可能ではないのかもしれない」

　見せてもらうさ、とオスタリオは口の端はしに淡あわい笑みをのぞかせて低く声を放つ。

「人間と吸血鬼の可能性ってやつを……暁王も叶かなえられなかった願いをお前たちが実現できるのかどうか。もし、新たな道を指し示すことができるのなら、真祖の血は人間と吸血鬼双そう方ほうにとっての希望の象しよう徴ちようとなる」

　かつて吸血鬼と戦い、人間の世界に希望をもたらしたのが暁王レキーク。

　彼にも果たし得なかった理想──人間と吸血鬼が共存する世界を造り上げるための、最初の道みち標しるべとなり得るのなら。

「──お前は第二の暁王になれるか、リカード？」

　あえかな熱を含ふくんで放たれた問いかけは、風にさらわれてうっすらと青みを帯びた明け方の空に消えていった。







「遅おそいぞ、リカード！　書類の準備にどれだけ時間をかければ済む気だ!?」

「わかってる！　今持ってくって!!」

　数日後、放課後の生徒会室にはふんぞり返って自席に座るアルヴィンと、書類を片手に走り回るリカードの姿があった。

　リカードが顔や手に負った傷は癒いえ、薄い傷きず痕あとが残るばかりとなっている。

　体力も完全に戻り、慌あわただしく室内を移動する足取りは軽かろやかだ。いささか軽すぎて勢いが余り、机の角に足をぶつけてリカードは声もなくうずくまる。

「～～～～っ!!」

　目に涙なみだを溜ためてぶつけた膝ひざを押さえるリカードに、アルヴィンが呆あきれた声を投げた。

「なにをやっているんだ、お前は？」

　見てわかんねえのか、という言葉は声にはならず、呻うめき声を洩もらしながらリカードは恨うらめしげな目つきでアルヴィンを睨にらむ。

　アルヴィンは椅い子すの背に体重を預けて高く足を組んだまま、確認途と中ちゆうの書類の束をこれ見よがしに掲かかげてみせた。

「私は忙いそがしいんだぞ、せめて準備くらい手早くやってもらわねば困る。それとも私のかわりに報告書全部に目を通して、各部署に出す指示をまとめてくれるのか？」

　同情のかけらも見当たらないアルヴィンの言葉に、リカードは奥歯をぎりぎりと嚙みしめて立ち上がる。

　足早に──今度は机の角に注意しながら──歩み寄って、手にした紙切れをリカードが突つき出すと、アルヴィンはちらりと一いち瞥べつしただけで冷ややかに言い放った。

「書式が間ま違ちがっているぞ」

「……は？」

「学部会への指示を出すのに、どうして外部向けの報告書の体てい裁さいになっているんだ？　書庫に行って見本を確認してこい。入って左の通路側にある棚たなの、奥から三番目に書式の見本をまとめて保管してある。何段目かは忘れたが、青いファイルに入っていたはずだ」

　矢や継つぎ早に出される指示にあたふたしながら、リカードはまず第一に気になっていたことを口に出す。

「書庫って……どこにあるんだ？」

「図書館の生徒会用書庫に決まっているだろう。資料庫と書類の保管庫は別になっているから間違わないように気をつけろ。階層が別だから時間を相当浪ろう費ひするぞ」

　一方的に用件と注意事じ項こうだけを伝達すると、呆あつ気けに取られた顔つきで立つリカードにはそれ以上目もくれず、アルヴィンは手元の書類に視線を落とす。

　受け取られなかった書類を嫌いやそうに見下ろし、リカードはため息混じりの声を吐はき出した。

「図書館まで行ってこいってことかよ……」

「なんだ、文句でもあるのか？　雑用でもなんでもやってやると言ったのは、確かお前のほうからだと思ったがな？」

　アルヴィンたちとウェスペルに戻もどった後、半日ほどの休息を得たリカードを待っていたのは数時間に及およぶ事情の聞き取りと説教だった。

　トリアの跡あとをつけてウェスペルを出ていったことから、弓矢で狙ねらわれて崖がけから落ちたことも吸血鬼の里に入ったことも洗いざらい白状させられた。トリアに見けん当とう違ちがいの疑いを抱いだいていたことも、その原因が怪あやしい瓶びんを拾うところを見たためであることも包み隠かくさずだ。

　その一つ一つにアルヴィンは辛しん辣らつ極まりない意見を述べ、リカードの危機意識の低さと状じよう況きよう判断の甘さを徹てつ底てい的に糾きゆう弾だんしたあと、今回の一件の罰ばつとして生徒会の臨時役員としての任期を延長することを伝えたのだった。

　期間は一ヶ月間。当然ながらリカードは抵てい抗こうしたが、勝手な行動で皆みなに心配をかけた罰だと言われてしまっては弱かった。

　野外学習が中止に終わったことの余波や、ウェスペルで起きた火事騒さわぎのせいもあって生徒会は各方面との連れん絡らくや調整に大おお忙いそがしだったのだ。正規の生徒会役員だけでは手が足りず、役に立つなら猫ねこの手でも借りたい状況だった。

　それをことさらに強調するアルヴィンに、半ば売り言葉に買い言葉で、『だったら雑用でもなんでもやってやろうじゃねえか！』と怒ど鳴なったのが運の尽つきである。

「……わかったよ。ちょっと図書館まで行ってくる」

　渋しぶ々しぶながら答えて、リカードは重い足を引きずって生徒会室の入り口に向かう。

　扉とびらの取っ手を摑つかもうとしたところで、アルヴィンが顔も上げずに傲ごう然ぜんとした声をリカードの背中へと投げやった。

「さっさと戻ってこい。仕事は山ほどあるんだからな」

　リカードはぴたりと足を止めてふり返り、歯をむき出してしかめっ面つらをしてみせる。

　勢いよく踵きびすを返して部屋を出て行くリカードの姿を、乱暴に閉められた扉が隠す。荒あらっぽい音を立てて閉じた扉を数秒見つめてから、トリアは傍かたわらのアルヴィンにやや呆れたような目を向けて言った。

「……書式の見本なら、写しが生徒会室にもあるはずですが？」

「ああ、そうだったな」

　まぁいい運動になるだろう、とアルヴィンは平然とした口調で返す。

　トリアの目がわずかに非難めいた色を含んでいるのに気づいてか、再び書類に落としかけた視線を上げてアルヴィンは皮肉な笑みを口元ににじませた。

「わかっていたのなら、教えてやればよかったろうに──先日の一件以来、リカードに対する態度もずいぶん柔やわらかくなったようだしな。なんのかのと言いつつ、仕事を丁てい寧ねいに教えてやってるじゃないか。少しは情が湧わいたか？」

「まさか」

　アルヴィンの問いかけに、トリアは間かん髪ぱついれずに否定の声を返した。

「この忙しい時に、貴重な人手を遊ばせておくのはもったいないと思っただけですよ。あなただって言っていたじゃありませんか。仕事は山ほどある、と」

「……では、なぜ止めなかったんだ？」

　目の前の机に分厚い書類の束を追加するトリアを、アルヴィンは眉まゆ根ねを寄せて見上げながら問いの言葉を投げる。

　トリアは新調した眼鏡の奥から、お見通しだと言わんばかりの視線を向けて告げた。

「頭より手足を動かすほうが得意な人種には、ちょうどいい運動になるんじゃないですか？　主に気分転てん換かんという意味で」

「………」

「でも、やりすぎは禁物ですよ。酷こく使ししすぎて身体からだを壊こわしたり、変に恨みを買っても厄やつ介かいですから。彼の行動は時折、まったく予想もつかない方向に暴走しますからね」

「恨みを持続させられるような記き憶おく能力など、あいつが持ち合わせているものか」

　わずかに目を背けてアルヴィンは言い放ったが、虚きよ勢せいじみた口調はトリアの言葉の正しさを如によ実じつに物語っていた。

　トリアはごく淡あわい笑みを瞳ひとみにのぞかせて、アルヴィンにそっけなく声を放ほうりやる。

「それは同感ですが、せっかく確保した人手を無む駄だに使い潰つぶされては困ります。やっと猫の手よりはマシかと思える程度まで仕事を覚えて、本格的にこき使おうと思っている矢先に。もし彼が倒たおれたら、その分あなたが働いてくれるんですか？」

「……ずいぶん気に入ったらしいな」

　今度は笑みの気配もなく、いささか苦々しい響ひびきを漂ただよわせたアルヴィンの言葉に、トリアは微笑を浮うかべたままさらりと答えた。

「猫の手よりはいくらかマシになるまで、僕がどれだけ苦労したと思ってるんです？」

　微笑みに威い圧あつ的なものを感じて、アルヴィンはぎこちなく書類に視線を戻す。

「一晩寝ねたら恨うらみも忘れる記憶能力の主ですよ？　三日で書類の下準備ができるまでになったのは奇き跡せきみたいなものです。たぶん一日現場を離はなれれば、教えた仕事はきれいに忘れ果てますよ。過労で倒れて、また一からすべて教え直しになるのは御ご免めんですからね」

「文句を言うのなら、リカードの頭の出来に言え」

「できない頭も上手に使いこなすのが上に立つ者の役割でしょう？　まぁ、今回は休きゆう憩けい半分のようですし、あまりうるさいことは言いませんが」

　十分すぎるほど言ったあとではあるが、アルヴィンはあえてその点について言げん及きゆうしようとはしなかった。

　ただ書類に落としていた視線を上げ、細めた目でトリアを見つめやっただけだ。

　不ふ機き嫌げんそうな瞳にトリアは微笑を深め、少しだけ口調を和らげて言った。

「気に入った──とは言いませんが、警けい戒かいする必要性を感じなくなったのは事実ですよ。なにしろ彼は、疑いを持って追いかけている相手の危機に、なにも考えず飛び出してしまうほどの筋金入りの馬ば鹿かですから」

　言葉の内容とは裏腹に、否定的な響きはトリアの声から感じ取れなかった。

　むしろ危なっかしい友人を苦笑しながら見守るような、呆あきれ混じりの温かさが声の奥底にはにじんでいた。

「自分の命も危ないのに人のことを気にしたり、関かかわりもない問題に自分から首を突つっ込んでいったり……本当に手の施ほどこしようもないくらいの馬鹿ですよ。なにより、自分が狙われる存在だということを真っ先に忘れるあたり、本当にたちが悪い」

　いくら自分を狙うのが吸きゆう血けつ鬼きだけだと思い込んでいたにしても、とトリアは言い添そえる。

「あそこまでいくと、馬鹿にも馬鹿なりの価値があるように思えてくるから不思議です。彼の場合、どんな馬鹿な行動も誰だれかを案じた結果ですから……同じ警戒をするなら、彼が致ち命めい的てきな場面で馬鹿をしでかさないように警戒したほうがよっぽど効率的でしょう」

　柔らかな笑みを瞳にのぞかせながらも、つけつけとした口調で言い放つトリアの顔を見つめ返して、アルヴィンは口元をほんの少し緩ゆるめた。

「ちょっとやそっとの矯きよう正せいでは、治りそうもない馬鹿だからな」

「ええ。たぶん死んでも治らないでしょうね……でも、死なせてしまうには惜おしいとも思えるんですよ。自分のために他の者が見えなくなってしまう馬鹿は多くても、他者のために自分が見えなくなってしまう馬鹿なんてそうはいませんから」

　トリアにとって、物事を深く考えない人間という存在は嫌けん悪おの対象でしかなかった。

　なにも考えず、その場の感情に流されるまま物事を判断する。自分の中にある利己的な面を直視しようともせず、あらゆる言い訳を重ねて自らの行いを正当化しようとする。

　その根底にあるのは、他者を犠ぎ牲せいにしてでも生き残りたいという原始的な欲よつ求きゆうだ。

　本能に突き動かされて生きるのでは人間も獣けものと変わりない。だからこそトリアは他の誰かのために、無意識に行動できるリカードに希望を見み出いだしていた。

　人間の感情がただの本能ではなく、他者に手を差し伸のべる原動力でもある証しよう拠こなのだから。

「……まぁ、馬鹿は馬鹿なんですけどね」

　トリアが付け加えた言葉に、アルヴィンはくくっと小さく喉のどを鳴らして笑う。

　言葉の内容に共感を覚えたためか、気き恥はずかしさをごまかすような響きを隠かくし切れていない声のせいかはわからなかった。

　話をしている間も、生徒会室には複数の役員が忙せわしなく出入りをくり返している。

　自分の机で報告書の整理をしながら、シンがちらりと二人に視線を向けたが口を挟はさむことはしなかった。ただ切れ長の目の奥を、苦笑ともつかない光が一いつ瞬しゆんよぎっただけだった。

　アルヴィンとトリアも仕事に戻もどり、部屋の隅すみに置かれた大きな振ふり子時計の長針が半周ほどしたところで、大きな音を立てて扉が開かれた。

「も……戻ってきたぞ！　ていうか、書式の見本は生徒会室にも置いてあるっていうじゃねえか!!　なんのために、人をわざわざ図書館まで走らせたんだよ!?」

「なんだ、思ったよりも早かったな」

　悪びれる様子もなく、アルヴィンは駆かけ込んできたリカードに声を投げる。

「ああ、そういえば色々と不便だから、見本の写しを作って生徒会室のほうにも置いておいたんだった。よく気がついたな？」

「ファイルの置き場所がわからなくて、司書に聞いたら教えてくれたんだよ！」

「ちゃんと説明してやっただろうに。私の話を聞いていなかったのか？　そんなことで忙いそがしい司書の手をわずらわせるとは困った生徒だな」

「あんなに一度に言われて、全部覚えていられるもんか！」

「自分の頭の悪さを誇ほこってどうする。それより、書式のほうは確認してきたのか？　だったら早く書類の準備をしてくれ」

　リカードはなおもアルヴィンを睨にらんでいたが、渋しぶ々しぶ部屋の隅に用意された机に歩み寄ると、椅い子すに座って猛もう然ぜんと書類の作成を始める。

　本文と宛あて先さき、署名の部分に空白を残した書類を完成させて、足取りも荒あらくアルヴィンの目の前に突き出す。アルヴィンは書類をちらりと眺ながめると、またもや受け取るそぶりも見せず駄だ目め出だしをした。

「字が汚きたない、やり直せ」

「お前なぁ！　人を無駄に走り回らせたあげく、それって──」

「では、お前にはこれが見やすい文字に見えるのか？　どんな気分で作成されたものであっても、受け取る側には同じ書類だぞ？　見づらい文字で書かれた書類を受け取って、いい気分になる者がいるなら教えてくれ」

　うっ、と言葉に詰つまるリカードの手から、アルヴィンは紙を奪うばい取って乱暴に丸める。

　傍かたわらの屑くず籠かごに丸めた紙を放り込み、机の隅に用意されている塗ぬり箱の中から新品の紙を一枚引っ張り出すと、アルヴィンはリカードに突き返して言った。

「たかが書類程度のこととお前は思うかもしれんが、書いた人間どころか差し出した私の品性まで問われることになるぞ？　わかったら今すぐやり直しだ」

「………」

　深々とため息をつきながら、リカードは受け取った紙を手に自分の席に戻る。

　今度は丁てい寧ねいに書き直した書類をアルヴィンに提出し、他の役員からも命じられる雑用をこなしていくうちに時間は瞬またたく間に過ぎ去っていく。

　室内に灯りが必要なほど、あたりが暗くなったところでアルヴィンは手を止め、時計の文字盤ばんを見やってリカードに声をかけた。

「今日のところはもう帰ってもいいぞ。あまり遅おそくまで拘こう束そくすると、授業の予習復習に支障が生じるだろう？」

「でも、まだ仕事が……」

「あとは私たちで片付けておく。お前と違ちがって、授業に置いていかれる心配をする必要はないからな」

　アルヴィンの言葉に、素直に喜べないものを感じてリカードはむっと声を返す。

「だったら、俺を役員なんかにしなきゃよかっただろ。いくら雑用係が欲しかったからって」

「本当に雑用係が欲しいだけで、お前を臨時役員に任命したと思っているのか？」

　笑みのない声を投げたアルヴィンに、リカードは机の上の紙や筆記用具を片付けようとする手を止めて顔を上げた。

　忙しく出入りしていた役員の姿は今は室内になく、トリアとシンも席を外している。

　アルヴィンと一対一で向かい合っていることに今いま更さらのように気づき、リカードはやや表情を硬かたくして白く秀しゆう麗れいな顔を見つめ返した。

「本当に……って、他になにか理由があったのかよ？」

　問い返すリカードの口調には、どこか警戒するような響ひびきがあった。

「俺が──真祖の血の持ち主だからか？　もしかして……」

「……そうだ、と言ったら？」

　口元だけに笑みを浮うかべて、アルヴィンは試ためすような声こわ音ねで問いかける。

　リカードはわずかな沈ちん黙もくを挟んで、身じろぎもせずにアルヴィンを見返したままはっきりと言葉を放った。

「真祖の血ってものを勘かん違ちがいしてるんじゃないのか？　別に人に比べてとびきり頭がいいわけでも、どんなにこき使っても倒たおれない体力を持ってるわけでもないんだぜ？」

「………」

「お前は優ゆう秀しゆうだったかもしれないけど、それを真祖の血の持ち主全ぜん般ぱんに当てはめるなよ。個人差ってものがあるだろ、普ふ通つう」

　真しん剣けんな声と顔つきで言い放つリカードを、しばらく呆ぼう然ぜんと見つめてからアルヴィンはこらえきれないように噴ふき出す。

　声を殺してひとしきり笑い、涙なみだのにじむ目を上げてアルヴィンは口を開いた。

「そうきたか……安心しろ、私も別に真祖の血が優秀な人材だとは思っておらん。お前自身がなによりの証拠だろうが」

「悪かったな、不出来な証拠で」

　やや険悪な顔つきになって言い返すリカードに、アルヴィンは苦笑をのぞかせる。

「お前を生徒会に引き込んだ一番の理由は、真祖の血を狙ねらう者から守りやすくするためだが、同時に私たちとお前の両方が、お互たがいに顔の見える存在になるためでもある」

「……え？」

「もう、お前は私たちのことを恐おそれてはいないだろう？」

　アルヴィンは微笑ほほえんで告げ、リカードは思ってもいなかった言葉に目を瞬かせる。

「私たちも、お前のことを──お前の持つ真祖の血のことを、必要以上に意識することはなくなっている。ただの人間でも、真祖の血の持ち主という存在でもなく、リカードという名前を持つ個人だと認識することによって」

　言われて初めて、リカードは微び妙みように距きよ離りを置いていた印象の役員たちにも、仕事を頼たのまれるようになったことに気づく。

　自分自身も、彼らを吸きゆう血けつ鬼きだと意識して身構えることは少なくなっていた。

　なにより、こうしてアルヴィンと二人きりで向き合っているのに、なにを言われるかという警けい戒かい以上の感情は湧わかない。

　それはアルヴィンが人を襲おそわないと宣言しているからではなく、アルヴィンという吸血鬼が無む闇やみに人を傷つけないと知っているためだった。顔を合わせて言葉を交わすことで、いつしか信じられる存在だと無意識に受け入れていたのだ。

「むろん、どこでもそう上手うまくいくわけではないだろうが……ウェスペルの吸血鬼と、外部の吸血鬼とでは勝手が違うからな。だが、可能性があるとわかっただけでもいい。問題点は一つ一つ解決していけばいいだけのことだ」

　不敵な笑みを頰ほおに刻んで告げるアルヴィンを、リカードは黙もくして見つめ返す。

　そうと意識することもなく、肩かたの力を抜ぬいてアルヴィンと言葉を交わしているという事実が驚おどろきでもあり、胸に快くもあった。

　アルヴィンはもはや、リカードにとってただの吸血鬼ではない。

　皮肉屋で、意地が悪く、人をからかって楽しむ悪あく癖へきの持ち主で──同時に誰だれよりも高い志を持つ吸血鬼だ。

　ひねくれた言動の裏側に、わかりにくい優しさが隠かくされていることも知っている。

「……あのさ」

　自然と口元に浮かびかけていた微笑を無理に隠し、妙みように緩ゆるんだ中ちゆう途と半はん端ぱな表情でリカードは声を放った。

「暁王──レキークとお前って、けっこう仲が良かった？」

　唐とう突とつな問いかけに、アルヴィンは束つかの間の沈黙を挟はさんでふっと唇くちびるを緩めた。

「なんだ、気になるのか？」

「気になるというか……人間と吸血鬼の共存って、もともとレキークの願いだったんだろ？　それを叶かなえるためにウェスペルを造ったっていうなら……お前にとって、レキークって大事な人間だったんじゃないかと……」
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　自分でも自分の問いかけの意味がわからず、口ごもったリカードをアルヴィンは面白そうに見返して、おもむろに言葉を返す。

「大事かどうかはともかく、珍めずらしい人間であることは間ま違ちがいなかったな。あんな珍ちん品ぴんに二度とお目にかかることはないだろうと思っていたが……」

　人間というやつは意外と侮あなどれない、とアルヴィンは含ふくみ笑いを浮かべて呟つぶやく。

　リカードはアルヴィンの視線に戸と惑まどった表情をのぞかせながらも、彼の口にした言葉にやや口を尖とがらせて言った。

「珍品って、人間相手にその言い方はないだろ。それに珍しいっていうのは、お前の場合けっこう気に入ってたってことじゃないのか？」

「……ほう。ずいぶんうがったものの見方をするようになったな」

「そもそも気に入ってなきゃ、力を貸したりなんてしなかったろ。けど──もしもレキークがいなかったら、お前はウェスペルを造ったりすることなんてなかったのか？　人間と吸血鬼の共存なんて、目指したりすることはなかったのかな？」

　何気なく投げられた問いではあったが、声の奥にのぞいているのは興味本位にしては真剣すぎる響きだった。

　アルヴィンはリカードを見つめ返し、小さく苦笑を閃ひらめかせて口を開いた。

「そうだったかもしれんし、そうでなかったかもしれん。過去の可能性をいくら問うたところで、今ある現実が変わるわけではない。過去をふり返ることで、未来を変えることはできてもな──過去そのものはどんなに願っても、取り消しもやり直しもすることはできん」

　ごくかすかに、アルヴィンの声に苦いものがよぎるのをリカードの耳は聞き取った。

　ほんの一いつ瞬しゆんで消え去ったそれは、後こう悔かいと呼ばれる感情に近かった。思わずアルヴィンの顔に目をやったリカードに、複雑な笑みを漂ただよわせた声が投げられた。

「きっかけを作ったのは確かにレキークだったが、私も今は人間と吸血鬼がともにある未来を見たいと心から思っている。その未来が実現できるのなら、真祖の血がこの世界に現れたことにも意味があると思えるだろうから」

　人間と吸血鬼が永遠に敵対し続けるのであれば、真祖の血は呪のろいに他ならない。

　吸血鬼をこの世に生み出し、争いの種を蒔まき続ける存在──だが、憎ぞう悪おと蔑べつ視しを乗り越こえて両者が新たな関係を築けるのなら、真祖の血は精神的な進化を人にもたらすために用意された存在だと思うことができる。

「私はこれまでの歴史が、歴史の中で積み重ねられてきた幾いく多たの犠ぎ牲せいが、無む駄だであったとは思いたくはない。人間は自らの意志でよりよい未来を目指していけるのだと、人の未来には希望があるのだと、そう信じたいのだ」

「……そうか」

　半ば意図せず呟いてから、リカードは微笑とともに嚙かみしめるように声を発した。

「そう、だな。きっと希望はある──人間にも、吸血鬼にも」

　現実に争いはあり、人間を襲う吸血鬼も、吸血鬼を憎にくむ人間も変わらず存在し続けている。

　すべてを一度に変えることはできず、吸血鬼から人間の命を守るためには武力を用いるより他に方法はないのかもしれない。

　アルヴィンの語る未来にたどり着くまでには、長い長い時間が必要となるだろう。

　だが、その未来を信じて歩み続ける者がいる限り、道が消えることはない。多くの者が同じ未来を目指すようになれば、必ずいつかはたどり着ける日が来るはずだ。

（俺も──一いつ緒しよに歩くことはできるかな）

　生きているうちに、アルヴィンの望む未来を見られるかどうかはわからない。

　それでもリカードは、長い道のりのほんの一部でもアルヴィンとともに歩くことができればいいと思った。

　アルヴィンはちらりとリカードの顔を見やり、彼の内心を読んだように言った。

「お前のことも、それなりに当てにはしているぞ？」

　リカードはわずかに目を見開いたあと、わざと口元を曲げてそっけなく答える。

「俺は退治師ハンターになるって言ってるだろ」

　だけど、と瞳ひとみの奥に笑みをにじませてリカードは付け加えた。

「退治師としての俺に用があるなら、手を貸してやってもいいと思ってる。人間のことを食い物としか思ってない吸血鬼も、まだたくさんいるはずだろ？」

「……むしろ、そっちのほうが数が多いだろうな」

「だったら、俺はそいつらの手から人間を守りたい。言葉で説得できるのが一番だろうけど、力でしか守れない場面も多いはずだ。吸血鬼に殺される人間を一人でも減らして──吸血鬼を憎む人間を増やさないようにする」

　力を込めて語るリカードをアルヴィンはやや眩まぶしげに見返し、わずかに目を伏ふせると苦笑を帯びた呟きを放った。

「つくづく、私はこの種の馬ば鹿かに縁えんがあるらしい」

「え？」

「いや、どこかで似たような台詞せりふを聞いたことがあったと思ってな。体質が同じなら、性格もどこか似通ってくるのだろうか……いや、それはないはずだ」

　なにかを思い出したように頭かぶりを振ふって呟き、訝いぶかしげに見守るリカードにアルヴィンは視線を戻もどして言った。

「人間を無闇に害する吸血鬼を野放しにしておくことは、人間の吸血鬼に対する憎悪や恐きよう怖ふを増大させることを意味する。たとえ殺してでも、そいつらの凶きよう行こうは止めなくてはならない──退治師ハンターとしてのお前の力には期待させてもらうぞ」

「……ああ！」

　リカードが目を輝かがやかせてうなずくのを見て、アルヴィンは笑って言葉を加える。

「もっとも、使えるようになるまで何年かかるかわからんが」

　半ばお約束ともいえる一言にリカードは眉まゆ根ねを寄せたが、アルヴィンの顔に浮うかぶ包み込むような微笑と、軽く握にぎって差し出された拳こぶしに気づいて目の色を和らげた。

　挑ちよう戦せん的な笑みを瞳にのぞかせて、リカードはアルヴィンに向かって言い放つ。

「見てろ！　お前でも勝てないくらいの凄すご腕うでの退治師になって、馬鹿にしたことを後悔させてやるからな！」

「それは楽しみだ。言葉半分でも実現したらたいしたものだぞ」

　本気めいた口調で告げるアルヴィンの拳に、リカードは握った拳をぶつける。

　ゴツンという鈍にぶい音と衝しよう撃げきが伝わり、リカードとアルヴィンは目を見交わしたまま浮かべた笑みを深めたのだった。







　あとがき







　こんにちは、岩城です。

　いささか駆かけ足展開で締しめることとなってしまいましたが、『ヴァンパイア革命』最終巻をお届とどけいたします。

　一巻を読んでくださった皆みな様さま、応おう援えんの声を寄せてくださった皆様には心からのお礼を申し上げます。書ききれなかった部分も多々ありますが、皆様の期待に少しでも応こたえることができていればこの上ない幸いです。

　自分でも少し背景部分を詰つめ込みすぎたかなぁ……と思う部分がなきにしもあらずですが、その点については反省点として次のシリーズに生かしたいと思います。作るだけ作って、結局生かし切れなかった設定のなんと多いことか……（泣）




　変化に乏とぼしい毎日を送っているせいか、バイタリティー豊かにどんどん新しいことに取り組んでいる人には憧あこがれを覚えます。

　ついついマイナス要因にばかり目を向けて「できるはずないよ、そんなこと」などと思ってしまいがちですが、実際に行動に移さない限り実現できる可能性はゼロ。どんなに実現する可能性が低いことであってもゼロに比べれば確率は高いわけで、行動することって大事なんだよな、などと思ってもみたり。

　時間のなさを言い訳にして、やりたいと思いながらもずっと先延ばしにしてきたことが多々あるんですが、この機に取りかかってみるのもいいかなぁ……。

　そこで得られた様々な経験を作品にフィードバックして、また皆様のもとに届けることができればいいなと思います。まぁ、失敗もそれはそれで貴重な経験になりそうだし。……とりあえず、怪け我がだけはしないように気をつけることにいたします（汗）




　この一年は、作品作りについて悩なやみ続けた一年でもありました。

　どちらかといえば少年漫まん画が寄りの土ど壌じようで育ったこともあって、読者の皆様のニーズをなかなか実感を持ってとらえることができず、迷走し続けた時期もありました。今もまだ迷走気味ですが、自分の原点である「魅み力りよく的なキャラクターを描えがきたい」という気持ちを念頭に置いて、また新たな物語を作り出していきたいと思います。




　最後になりましたが、この作品を発刊するにあたってお世話になった担当様、イラストレーターの伊藤明あき十と様、校正の皆様にお礼を申し上げます。特に伊藤様には、一巻の時から細密な設定画、ラフ画を多数描かいていただき本当にお世話になりました。作品として人目に触ふれることのない部分にまで、しっかりと手をかけるお仕事ぶりに感服するのと同時に、丁てい寧ねいなお仕事に心から感謝しております。




　そして、この作品とキャラクターに好意を寄せてくださった皆様に、あらためてお礼を。

　シリーズはこれにて閉幕ですが、彼らの物語が皆様の心を一ひと時ときでも楽しませることができていれば、それに勝る幸せはありません。願わくば彼らの言葉が、物語が、皆様の心に一ひと握にぎりの土、一ひと粒つぶの種となって残りますように。

　短い間でしたが、本当に応援ありがとうございました。またなんらかの形でお目にかかれる日がくることを願っています。





岩城　広海　
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